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序文

本書は、1999年度・2000年度・2001年度の３年間に実施した発掘調査の報告である。

1999年度の調査は、1998年度末の補正予算による事業調整により先送りされた西病棟建設に伴う発

掘調査で始まった。２名の調査員が調査にあたったが、半年を要する調査であった。また、この年の

年度末にも、補正予算によって急邇、発掘調査を実施せねばならず、立会調査及び調査室年報の作成

と並行しての調査であった。2000年は病棟新築に伴う関連設備と周辺環境の整備の年であり、その他

の地区でも開発事業は緩やかであったが、調査面積に比して、遺構密度や遺物の出土量が多い地点の

調査となった。また立会調査から本調査へ

切り替えた事案は、調査期間・体制確保に苦慮する場面もあった。2001年は、黒髪地区・本荘地区で

建物建築に関わる発掘調査が４件あり、年度末まで多忙の年であった。

黒髪南地区での発掘調査の成果は、これまでに実施してきた発掘調査で得られた成果とは異なった。

大きな要因として、調査地点の立地があげられる。３か所のうち２か所の調査地点は、黒髪南地区の

南端である白川沿いであったため、これまで調査を行ってきた古代の集落趾ではなく、近世・近代の

畑祉と墓地が検出され、近世・近代における白川河川敷の様子が明らかとなった。これにより、古代

の集落趾の範囲も、ある程度推定できるようになった。別の調査地点では、旧制熊本高等工業学校時

代の遺構が検出され、黒髪南地区の西側は旧制熊本高等工業学校時代に運動場として削平されている

ことを追認した。

本荘北地区では、医学部総合研究棟・西病棟及び関連設備，共|司瀧の建設工鯛により発掘調査を

行った。古墳時代・古代の集落趾を検出し、膨大な量の遺榊と遮物を検出した。また、本地区では初

めてとなる弥生時代の逝榊を検出し、櫛進物による土地利用が弥生時代まで遡って確認された。一連

の調査により、敷地の西側ほど旧地形が低くなっており、遺織の密度も非常に高く、保存状態も良い

など、遺跡の分布状況について、広範囲にわたって把握することができた。

本学における再開発に伴う埋蔵文化財に対する取り組みは、今年で16年目を迎える。本年度、埋蔵

文化財調査室は移転し、展示スペースを設けた。これまでに得た資料の展示公開へ向けて準備を進め

ている。本書とともに、構内で実施された発掘調査の成果が、広く活用されることを切望するととも

に、今後とも文化財の保護と普及啓蒙に努めていきたい。

構内遺跡の発掘調査にご協力を惜しまれなかった熊本市教育委員会、熊本県教育庁および周辺市町

村の文化財ご担当各位には、深く感謝．申し上げます。

平成22年３月24日

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会

委圓長伊藤重剛
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本報告書は、熊本大学再開発計画によって熊本大学敷地内において実施された各種建築工事に伴

い、熊本大学埋蔵文化財調査室が1999～2001年度に実施した発掘調査に関するものである。

本書に収録した成果報告は、1999～2001年度に埋蔵文化財調査室が実施した発掘調査報告とそれ

に関連する立会調査などの成果のうち、黒髪北9907.9909.0102調査地点、（本荘北）0006.

0101.0104.0119調査地点７つの発掘調査に関する成果である。

上記調査地点の報告にあたっては、下記のように地区ごとに分けて報告する｡

Ⅱ章：黒髪南地区9907調査地点’9909調査地点・O102調査地点

Ⅲ章：本荘北地区0006調査地点・0101調査地点・O104調査地点・O119調査地点

以上の調査を実施した1999年度～2001年度の埋蔵文化財調査室の組織と調査体制は以下のとおり

である。

1999年度室長：甲元眞之（文学部教授）

調査員：小畑弘己（文学部助教授）

大坪志子（文学部助手）

事務補佐員：松嶋木綿子

2000.2001年度室長：甲元眞之（文学部教授）

調査員：小畑弘己（文学部助教授）

大坪志子（文学部助手）

琳務補佐員：富永明子

遺物番号は地区ごとに１から番号を付けている。写真図版'1:'の番号はこれに一致する。

本文は、小畑弘己、大坪志子が執筆した。

本書に使用した遺構実測図に関しては、小畑弘己をはじめとする調査に参加した熊本大学考古学

研究室学生諸氏、および埋蔵文化財サポートシステムの手によるものである。

本書に使用した遺物実測図は、ネIlUllめぐみ、田上慶、高演美來、谷川優子、長谷智子、山嵜早苗、

小畑、大坪志子が製作した。

本書に使用した図版の製図は小畑、大坪、増井弘子、鬼塚美枝、早)'1翔が行った。

遺構実測及び製図には手描による記録とともに遺跡調査汎用システム（カタタＶｅｒ３－アーケオ

テクノ社)、アイシン糖機株式会社の遺跡実測支援システム「遺構<ん」及び製図システム「ト

レース３Ｄ〈ん」を使用した。

本書に使用した現場写真は小畑・大坪が、遺物写真は小lll正子、末吉美紀がこれを撮影した。

本書で使用した避物観察表は、江'二|路、首藤優子、山嵜、ネ'''１１１、田上、高演、小畑、大坪が作成

した。

本書に褐戦した出土遺物および記録類は、すべて熊本大学埋蔵文化財調査室が保管している。

本書の編集は大坪が行った。
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Ｉ構内遺跡と調査の概要

１．熊本大学敷地と構内遺跡の概要

熊本大学が保有する敷地は、熊本市内の黒髪地区・本荘地区・九品寺地区・大江地区・宇留毛地

区・京町地区・城東地区及び下南部地区の８区、市外の合津地区・阿蘇地区の２地区に分散しており、

それぞれ埋蔵文化財の包蔵地となっている（表１）。

法・文・教育・工学・理学部の校舎が設置されている黒髪地区は黒髪町遺跡（熊本市埋蔵文化財地

図Nb'８－８８）に含まれる。本遺跡は熊本市中心部のほぼ北東端に位置する立田山（標高151.6ｍ）の

南西部の緩斜面が、西を坪井)||の作る沖積面と南を白川河岸の低位段丘によって囲まれる東西900ｍ、

南北1000ｍの遺跡群であり、縄文時代から歴史時代に至る遺構・遺物を包蔵している。遺跡発見の経

緯は昭和11年に遡り、大学に隣接する熊本県立中学済々饗（現済々饗高校）の校庭から甕棺２基が発

見されたことに始まる。また昭和40年には隣接する九州女学院敷地においてやはり弥生時代中期の甕

棺や古墳時代の須恵器甑などが発見するに至り、その重要,性が認識されるに至った。黒髪町式土器の

指標遺跡である。このように弥生時代を中心とした遺跡としての認識が高いが、1983年に実施された

済々饗高校内における新たな調査によって古代の竪穴住居趾と土師器・須恵器・黒色土器などの関連

遺物が出土し、その中には「寺門」銘の墨書土器が含まれているなど古代飽田郡における拠点的な性

格をもった遺跡であることが予想された（｢新熊本市史料編第１巻考古資料」新熊本市史編纂室1996)。

古代官道や駅伝制の研究上、文献で推定されていた延喜式にみる「養蚕駅｣、旧飽田郡家の推定地と

しても注目を集めてきた（木下1975.1995）が、近年ではこれまでの周辺遺跡での発掘成果および文

献資料の検討、そして本調査室による発掘成果を受けて、済々饗高校から本学黒髪地区周辺が飽田郡

司郡建部公の居所であり、飽田郡家として比定するなどの積極的な意見が展開されている（鶴嶋

1997)。このように、本遺跡は先史時代のみならず、古代律令制下の駅伝制を考える上できわめて重

要なものである。本報告において３地点の発掘調査記録を収録している。

表１熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一覧表

所在地遺跡名称遺跡の種類遺跡の時代備考NＣ地区名（学部名）

篝1麓(墓鰄鰯｢繍馴ﾘﾆ'……
縄文・弥生・

’ター）
奈良・平安

繩文・弥生．
２黒髪南地区（工・理）熊本市黒髪２丁目3９－１黒髪町遺跡集落１１t

奈良・平安

３京町地区(教育学部附属小・中学校）熊本市京町本丁５－１２京町台遺跡集落趾弥生・近世

4…区(教育学繍…稚勵鱸本市域蕊5-9ｍ…上蝋纈鱸本域近世
５教育学部新南部農場熊本市新南部届屋敷240-1新南部遺跡散布地縄文・弥生

1995年度の調査
上天草市松島町大字合津前島貝塚集落i,}：６合津マリンステーション縄文・弥生によって貝塚で
６０６１

ないことが判明

縄文・弥生.

７本荘中地区（医学部）熊本市本荘２丁目２－１本庄遺跡散布地・集落趾奈良・平安・
Ｉ:|脈世

8本荘｣上地区(…附属繍縢）鱸本市本荘,丁目,_，iMil慧il;儘鮫布地築識':蕊:難：
敷地遺跡）墓地 平安・近代

縄文・弥生,

９本荘南地区（保健学科）熊本市九品寺４丁目２４－１本庄遺跡散布地・災落カヒ奈良・平安・周辺遺跡
中世

１０薬学部熊本市大江本町５－１大江遺跡群官衙祉奈良・平安周辺遺跡

１１大江地区熊本市渡鹿４丁目1－１大江遺跡集落趾奈良・平安

ｉｉｉ護鵜…
弥生・奈良・

１２宇留毛地区（職員宿舎）熊本市黒髪７丁目
平安

１



Ｌ熊本大学敷地と構内遺跡の概要

図１黒髪町遺跡．本庄遺跡の位置と周辺遺跡の分布図（１／25000）
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Ｉ櫛内遺跡と調査の概要

医学部附属病院および医学部がある本荘地区は、本庄遺跡（熊本大学病院敷地遺跡）（熊本市埋蔵

文化財地図NO8-95）を包括する。本遺跡は黒髪町遺跡と同じく熊本平野を形成する扇状地形の中央

を流れる白川の河岸堤防上に位置する遺跡であI)、標高は13～12ｍである。附属病院の所在する白川

寄りの地点が標高が高く、南東部（医学部側）へと緩やかに傾斜する地勢である。敷地内を白川より

分岐した小河川が暗渠として流れており、古来この一帯は流道を変えながら幾本もの小河川が流れて

いた可能性が高い。「熊本市中央北地区文化財調査報告書」（熊本市教育委員会1980）によれば、１９６３

年ごろ本大学医学部附属病院の敷地内から須恵器、土師器、布目瓦片類が採集されており、遺跡の存

在が確実であるとされ、遺跡としての認定を受けている。しかし、その後本敷地内において学術的な

発掘調査は一度も実施されておらず、遺跡の詳細な内容に関しては本調査室における調査が実施され

るまで不明であった。しかし、先の報告の中では、東側に隣接する仙崇寺小松原墓地（現在の小松原

公園）内においても須恵器片が採集され、遺跡の包含地がより広いことが想定されていた。このため、

1995年に道路を挟んで隣接する医学部敷地内において計画されたＲＩ総合センター遺伝子実験施設の

建築に先立ち試掘調査を実施したところ、良好な状態で古代の遺構群が検出され、遺跡の広がりを確

認することができた。よって、遺跡の範囲は東西500ｍ、南北500ｍを超えるものと推定される。なお、

本報告は本大学附属病院内で実施した発掘調査の記録を収録した。医学部保健学科の位置する九品寺

地区は、この遺跡の範囲に入る。本格的な発掘調査が実施されていないため、詳細は不明であるが、

敷地中央部における立会調査において古代の遺物包含層が確認されている。今回は附属病院敷地内で

実施した発掘調査４件分の成果を収録した。

薬学部が所在する薬学部地区は、大江遺跡群（熊本市埋蔵文化財地図NbL8-93）の南西端に位置す

る。また、本学大江総合運動場は本遺跡群の北東端に位置している。地形は本庄遺跡とほぼ同じで、

白川河岸に隣接し、標高は13～20ｍである。本遺跡群は詫間郡家および渡鹿廃寺などの推定地を含む

熊本市内でも有数の大規模（東西1.8kｍ、南北1.7kｍ）かつ貴重な古代を中心とした遺跡群であり、

これまで60次にわたる調査が実施され、各種遺物を伴って、８．９世紀代を中心とした古代竪穴住居

趾群、掘立柱建物趾、道路ilL溝ill:などが検出されている（新熊本市史編纂室1996)。本学が実施し

た調査においては、大江総合運動場整備に伴う調査によって古代関連の遺物・遺榊群が発見された他

は、薬学部敷地の北西部において古代包含層の一部を確認しているにすぎない。薬学部敷地内におい

ては大規模な建替えが最近実施されたが、この際の試掘によって、構内の東側では遺構や包含層は存

在せず、北西部に絞られる様相が明らかになってきた。

附属中学校・小学校の所在する京町地区は京町台遺跡群（熊本市埋蔵文化財地図Nu8-45）（東西

400ｍ、南北350ｍ）に包括され、同遺跡群内には熊本市立京陵中学校と熊本営林局も含まれる。本台

地は熊本平野の北部にある阿蘇４火砕流（凝灰岩）が形成した標高30～40ｍの平坦な台地であり、東

西両側はそれぞれ坪井川と井芹川が流れて急峻な崖地を形成している。この天然の要害ともいうべき

地の利を活かして台地の南端には熊本城が築かれており、周辺の台地上には武家屋敷が築かれていた。

本遺跡における発掘調査の噴矢は、1966年、営林署内の宿舎改築工事の際、遺構は検出されなかった

が、重弧文をもつ弥生式土器、土師器、瓦器片が少量出土したことであり、現在では弥生時代遺跡と

して認定されている（熊本市文化財調査会1971)。これまでの発掘成果によると、構内の西側を中心

として弥生時代～近世の遺構・遺物が確認されている。

理学部附属臨海実験所の占地する合津地区は、熊本県上天草市松島町合津に所在する。遺跡は本地

区のある松島の南西部端、標高１２ｍの丘陵端部に位置する。この松島を含めた一帯は有明海から不知

火海へ抜ける海上交通の要衝にあたり、天草で唯一の形象埴輪を出土したカミノハナ古墳群や長沙連

３



2．調査に至る経緯

古墳、大戸鼻古墳群など重要な古墳が密集しているように、古来より重要な拠点として意識されてい

たところでもある。また、縄文時代にはカルワ島遺跡や柳遺跡のように海岸部や海底に位置する遺跡

群が数多く発見されている。理学部の臨海実験所は、1956年に天草で初めて発見された縄文時代遺跡

として著名な前島貝塚（熊本県遺跡地図57-013）とその東部にある梅殿古墳（同014）の隣接地にあ

たり、同貝塚の広がりが実験所敷地内に残存する可能性も大きく、古墳関連の遺構の存在も予想され

るような位置にある（熊本県教育委員会1968)。実際、1996年に実験所の北部丘陵斜面にある宿舎が

建設された際、建設業者によって７本の石斧が発見されているし、実験所の船着場南側の海岸では本

学考古学研究室の学生諸氏によって縄文時代早期～前期を中心とした土器や石器が採集されている。

よって実験所内とその周辺は縄文時代の遺跡・遺構が存在する可能性がきわめて高いところとして周

知されていたところであった。本地区においては、1995年に臨界実験所実験棟改築工事に伴う発掘調

査によって、前島貝塚が貝塚ではなく、本丘陵上には縄文時代早期の縄文時代早期の遺物包含層や遺

構群が存在することが明らかになった（熊本大学埋蔵文化財調査室1996・小畑2001)。

2．調査に至る経緯

熊本大学の校地は先に示したように８地区に分散しており、どの校地も狭院化してきているため、

かねてから校地の移転などが議論されてきた。昭和60年に当時の熊本県知事から校地移転を検討する

旨の申し出があり、その件について学内で議論され、本荘地区の医学部・附属病院を除き他の地区は

現地再開発が決定された。本荘地区も平成５年に現地再開発することが決定されたので、全学が現地

再開発で取り組むこととなった。その後それぞれの地区での再開発構想が検討され、基本的な計画が

出来上がった地区から文教施設費を概算要求し、それらが認められたところから再開発事業が始まっ

た。一方、黒髪地区などにおいては、従来から建設工事などによって古代や先史時代の遺物が発見さ

れていたにもかかわらず、埋蔵文化財包蔵地としては周知されていなかった。

平成５年'0月から黒髪南地区において情報処理センターの建設工事が始まったところ、熊本市教育

委員会文化課から工事前に埋蔵文化財の発掘調査が必要である旨の連絡があり、同課へ出向き確認し

たところ、平成５年４月１日から熊本市文化財保護審議会において黒髪地区などが埋蔵文化財の包蔵

地として追加指定されていることが判明した。そこで大学が計画している建設工事の予定地に係わる

試掘調査の届を同課に提出して、調査を依頼した。試掘調査の結果では、ほとんどの建設工事に先立

ち発掘調査が必要であるということになった。

今後の発掘調査について同課に相談したところ、以下のような回答があった。

①国の機関（大学等）は考古学研究室などがあって専門のスタッフを擁していることでもあり、熊

本大学においてもそのような機関を設け、そこが実施機関として発掘調査を担当願いたい。

②熊本市が平成６年度発掘調査の依頼を受けたとしても、それを実施する場合、既に他の発掘調査

予定が半年分はあるので、急いでも９月または１０月頃から調査を始めることとなる。

以上のことから、熊本大学の再開発事業には事前の試掘および発掘調査を行うことが必須条件であ

り、そのためには大学独自の調査組織を早急に設けることが必要となった。まずは発掘調査組織の中

心となってもらうべく、文学部考古学研究室に協力を依頼し、このことについて承諾を得た後、急ぎ

委員会などの組織作りを行い、責任体制を確立するための作業が始められた。本学の状況および他大

学に既に設置されている同種組織の内容を勘案しながら検討した結果、熊本大学埋蔵文化財調査委員

会（以下「調査委員会」と略する）を設けることとなった。また、この調査委員会の下に熊本大学埋

４



Ｉ構内遺跡と調査の概要

蔵文化財調査室（以下「調査室」とI略する）を置き、発掘調査の実務を担当することとした。

平成６年４月７日をもって熊本大学埋蔵文化財委員会規則が定められ、調査委員会が設置され、委

員会内に調査室が置かれ、平成６年５月16日、委員会委員の委嘱、調査室長および調査員・事務補佐

員が就任し、正式に調査室業務が始動した。調査室発足後は、文学部考古学研究室の甲元眞之教授を

はじめとしたスタッフの多大なる協力のもと平成６年度建設予定地の調査を中心に発掘調査が実施さ

れた。以下の経緯については「熊本大学埋蔵文化財調査室年報ｊを参照されたい。

3．これまでの調査と本書収録の遺跡

以後平成22年３月末日現在まで、再開発計画に則り行われた事業の事前調査として、表２のような

調査が実施されてきた。本書はこの中から1999～2001年度に実施した発掘調査の成果を報告する。試

掘・立会調査などについては年報において既報告であるので、本瞥からは除外した。黒髪南地区にお

いては、工学部実験プレハブ建設に伴う発掘調査（9907調査地点)、衝撃・極限環境研究センター・

サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー棟新営に伴う発掘調査（9909調査地点)、黒髪団

地南地区基幹・環境整備に伴う発掘調査（0102調査地点）の３箇所の成果を、本荘北地区においては、

基幹・環境整備に伴う発掘調査（0006調査地点)、医学部総合研究棟新営工事に伴う発掘調査（0101

調査地点)、基幹・環境整備（共同溝設置）に伴う発掘調査（0104調査地点)、医療用ガス供給設備室

取設工事に伴う発掘調査（0119調査地点）の４箇所の成果を収録した。なお、本荘北地区においては

1999年に西病棟新営工事に伴う発掘調査（9901調査地点）を実施しているが、今回は0006.0104.

0119調査地点において濃密な遺榊分布が認められ十分な整理の時間を費やすことができなかったため、

次年度以降の報告とする。

表２既往調査地点と本誓収録調査地点一覧表

1994年度

(lUII北）運､b粗益､：（照明塔Rb故）工乎

(川北･淵）藤幹蛙伯（軟宵学部エレペーター室取股）工事

(ＩＮＩ北･耐）地区基幹駐伯（工学部エレベーター室取殴）工事

(凧北）福利施殴延股予定地の樹木移植

(京町）附属中学校舎者題殴工印

発捌岡症

発掘閃強

発掘肉交

立会円去

発掘国王

古代

現代

古代土師燭・銅思隠

ガラス･磁暢片

包含厨破皿･土閣片

醜－４．１５～1７

９１．４．２１

９１．４‐２５

醜－５．１３～１４

９１．５．１７～

６．２５

蜘
錘
率
辨
辨

128㎡

475ＩＴＩ

４８㎡

３０㎡

400㎡

１

１
１
１
１
告

癖
癖
鐸
韓
舞古代

弥生･近11ｔ 縄文土燭･休止-ｔ零.頑理容･土節

野・近世岡田農･砥石･甥奴･瓦･ガ

ラス瓶

(鳳北）観夫原運Ilblll益伯（梨水柵埋股）工事

(凧北）祖利施股逮股エリ「

(液胞）グランド集水枡整伯工卯

(H1北）武夫爪器jUI(新営工噸･外灯懇礎エリ「

(京町）I附属中学校近気Ul陣込み田紐工醐

(瓜北）逃幹整伯（附属圏谷ＩＭＩスロープ取股）工叩

(川柳）工学郁爽敗棟新常工uIJ

(波MH）グランド塾備エリメ

発掘圏症

発掘瓜症

100㎡古代

1290㎡古代

年報1

本報告１

本報告】

年報１

年報１

年報1

本431告１

本報告Ｉ

９４．５．２Ｗ２３ｆ２４９１０６

９１．５．２３～鋼０７

７．２８

９１．８･’～８．１０９４０８

盃
在
症
充
壷
症
在

国
国
風
飼
因
国
図

招
会
会
会
会
掘
捌

発
立
立
立
立
莞
発

404㎡古代

２Ｍ㎡

１３㎡

２且5㎡

両a6㎡古代

200㎡縄文･古代

土阿器

包含烟に通せず逝構なし.土師盟

片．

沮柵･遺物なし

包含層に途せず.遺構.i朗酊Hなし，

古代竪穴11;民ME二古代土師器･鋼忠

翻･瓦･土製印･鹸野･縄文土隠

古代竪穴住屈吐･逝路hL古代土師
瀞･釧瓢聯･布lEl瓦･砥石･鉄懸･縄

文土器･石懸

迫撫･逝物左し

週柵･遺物まし

９４．８'１１９４０９

９４．８．１２

９４．８．２２

９１．９・’２～

１０．３１

９１．１１．Ｍ～

１２．２２

9410

9411

9112

9113

年報１

年報１

充
壷
壷
症

国
風
阿
項

会
会
会
会

立
立
立
立

(川北）樋利雄股股煽工噸

(瓜１１i）工学部共同撫工卒

(城東）附田幼稚団排水管敷股エリ１１＄工事

('14Ｗ）福利脳股餓HBエリＩ

169㎡

５０㎡

９５．１．１７～２１

９５．１．９～１１，

１．２６－２．１

９５．２．Ｚ７

９５．３．１５－２３

9114

9415

適柵･近物なし 年報１l2n7IYl9416

9417

５



3．これまでの調森と本書収録の遺跡

1995年度

95.4.25～５．２９５０１（無i１１）工学部研究実験抑新憐【期共同i再建職工Ｕｌ

躯・５．９－１０９５０２（鯛TIi）工学部附属工学機器センター新徹工１３

９５．５．１５～1６９５０３（蝋Ｗ）エ学部Ｒ】研究実験槐皿般及び悲礎lHliリ

95.5.29/3０9504～0６（照1N）工学部斫究爽験抑Wf常冠筑設備（その２）に伴う商
，６．２１圧ケーブル醜設

9５．８．２１（川}W）工学部通信設備埋殴

鰯・８．２２９５０６（鵬附）リI勝同前外灯ﾛﾖ線改修

９５．９．８～９５０９（合iilt）理学部附属臨海爽験所実験棟改纂工邪
１０．１２

９５．１１．２９５１０（冊1W）エ学illl研究契騨】I(斬徹１mに伴うガス１m軒

９５．１１．６～８鰯１１（本則l;卿）隙学部Ｒ１鍍合･ヒンター遺伝子実験脳Mjt趣股及び外
ｉ隊切り僻え

95.11.13～1６９５１２（無1W）：I:学部iUf宛実験抑祈憐IIlljに伴う排水栃股IＨ

9５．，．１７９５１３（凧iW）］:学部研究実験ｲjIiWi憐1期に伴う外榊

９５．１趾1７９５１４（鼎111）：]:学部研究実験桃新徹】雌に伴う外坤

９５．１１．２１～理９５０３（黒１１１）工学部IRI研究爽験棟巡般'二伴う無職掴､リ

蛎・１１．理９５１５（黒Ifl）工学部研究実験棟新廿IlUiに伴うﾀ麟

蝿・１１．割９５１１（本獅M）医学部ＲI総合センター遺伝子実験施設趣１Ｍヒエ１１

鮨・’１．２８～2９９５１６（蝿111）工学郁研究実験棟折Hf１期に伴う外術

発蝿倒発９０打Ｉ 古代～近世古代竪穴IkH鋤:･柱六一溝．縄文後

期土器片･古代土師器･須恕器

古代包含層確灘･古代土師器･緬悪器

i17代梨石･ｉ１ｉ代土師器･鏑MH器

遮構･jMt物准し

本報告Ｉ

症
盗
銃

倒
倒
酬

掘
捌
会

賦
献
立

“
》
“
》
》
燕
辮
轆
轌
擁
鐇
錘
辮
識
搦
辮
》

20㎡

20㎡

38㎡

立会圏狂１４㎡遺構･遺物なし

立会脚飛１０㎡逝構･遺物なし

発捌脚売298㎡縄文築石．縄文早期土器･石器

血会調従ｉＩｉＩｔ古代包含胴確泌･古代土器片

賦掘削盃200㎡古it古代包含層硫墾･竪穴住居ｈＬ古

代土師器･銅MH器

発掘関症６０㎡古代古代竪穴住居壮･柱穴･包含層．縄

文後期土器片･古代土師器･瓠忠器

丸会鋼先週１１;･遺物なし

施会測益古代古代土師瀞`鋼思器片

立会岡礎古代古代土師器･弧忠器

立会飼壷古代包含用確泌･古代土蔵器

立会捌光一縮包含層硫鰹･遺構･週物なし

総lllImI瀧７２㎡細文～古代包含脇･桃穴，縄文土器片･丁!｢代土
師器

立会鯛迩包含層硴碑･遺榊･遺物なＬ

立会岡識遺構･遮狗摩し

血会1,1益１０㎡遺欄･週物なし

逝会嗣擁1!『代古代桃穴･iIf古代土師器･狐迦器

玖会ＮＩＩ症１０㎡逝構･遮物なし

発掘閥症9759㎡抑文･i1i代古代翌大住l爵ht･掘祓枠躯物･溝・

通路･方形竪穴遮構･土壌．縄文土

器･石器･古代土師器･瓶忠器･鹸鯉

賦掘鯛在弥生弥生土騰･ピット．弥生中l＃l土器

江会測従古代包含IEI確醜･古代土師器

立会測在週１１Ｉ･遺物なし

迩会岡従27.6ZUI週構･週物なし

(本荘11j）医学部ＲI総合センター遺伝子拠験施般述股に伴う
外禰切替

(本荘淵）医学部ＲI総合センター週伝子実験施股に伴う騨木

移植

()MiW）Ｆ１:学部RI研究実験棟NIL肢に伴う外溝ｴﾘr

GlAiW）エ学部研究爽験1111新僻［JllIに伴うガス､2糠

(郷;化）牧饗部前逝路改修

(本:１１;１１１）膜学部ＲI総合･ヒンター遺伝子実験施股、股

9５．１２．１９５１１

９５．１２．４９５１７

９５．１２．５

９５．１２．１２～１４

９５．１２．１８

９５．１２．２５～

9６．２．２２

８
９
０
１

蝿
鰄
蝿
蜘

年報２

年報２

年報２

本報告Ｉ

(胆Ｗ）工学INJ校舎新世

(剛北）文法学部･第五商騨学校記念館庭iHIM4u畠'二JⅡ

(鱗束）牧汀学部附属幼稚101水遊び湯華足洗いM1般朋符鮒受
入

(京町）砿背学編附属小学校給排水管取梼工１Ｊ

２
２
２

報
報
報

年
年
年

9６．３．１

９６．３．８

９６．３．２１

9521

9522

9523

９６．３．２５～溺９５２４ 年報２

1996年度

9６．４．１９９６０１（本11:北）医学部校舎迩砿 拭MH鯛漉３３㎡ 古代古代包含脇・蝋古代土師器・抗
忠器

遺構・遺物まし

縄文･弥生・縄文後期包含厨・古代竪穴住膳

iIiIt牡・榊・掘立柱述物・土壌.Ｕ:穴．
縄文後期土器・弥生中期土器・古

代土師器・馴忠器・鉄器・瓦

近代遺榊・週物なし

近代磁器

退構・週物なし

古代一稲包含層確鰹．古代須思器

通構・週物なし

週１，１.遮物なし

古ｊｎ・古代古墹時代】M1刈竪穴住居Ib上・古代竪
穴住居M:、１!｢ｉｎ時代土師器・iIiIt

土師器・緬迦器

i１ｉＩｔ竪穴住IZl城・牲穴．古代土師器・
瓶Ⅲ器

i1iIC竃祉，古代土lili器・熱MH器

遺櫛・週物なし

古代古代逝路・竪穴住居」土．古代土師
器・瓠思器

縄文･古城・縄文包含咽・古噛土眠・古代通

古代路・竪穴IIiIWM11:･･捌立柱述物。：'二
鵬・近代懇地．縄文後期土器・Ｆｌｉ

ＭＷ古代土師器・須恵器・鉄器・

石器

UliIt古代竪穴ｕｉ居吐・竃．古代土師
器･斌忠器

11｢代古代竪穴住IlWhL古代土師器・刎
恕器

週撤・週物なし

避蝿・遺物なし

週榊・遺物雄し

遺構・遺物なし

本報告Ⅳ

9602（1m北）法文学部記念械鋤

9603（照111）工学部校舎建設

９６．５．１０

９６．５．１０～

６．３１

立会綱査

発捌鋼遜

年報３

本報告Ⅳ

1㎡

1000㎡

(jM;に）枚商学部ＡＴＭネットワーク付設工JIj

(京町）牧汀学部附IEI小学校ＡＴＭネットワークⅡ股エリ＄

(大江）薬学部ＡＴＭネットワーク付設工'1Ｊ

(鴫北）法文学綴外灯設IZtJ:叩

く蝿IiJ）工学部ＲI実験棟配線エリド

(熱北）入試保管邸趣股]:Ⅱ爪拭1M）

(本莊北）医学部校舎述般に伴う樹木移植,貯水1W巡設工耶
(１，２．３厘）

９６．５．１３

９６．５．１４

９６．５．１５

９６．６．１７

９６．６．１９

９６．８．５

９６．８．６～９

9601

9605

9606

9607

9608

9609

9601

工会調轟

立会倒従

血会鋼症

立会倒注

立会調進

発川棚猫

発1M鯛轟

10㎡

14121

３
３
３
３
３
３
部

縄
總
瀞
慰
繩
蝿
繩

４㎡

２１㎡

４nf

4a7nf

９６．８．２２～２７９６０１ (水難化）医学編校舎廸股に伴う切り替え逝路迅般（4区）

(木iU1:他）医学部校舎述砿に伴う切り耕えMi[賂迦腫（５区）

(肌化）枚喪郎夏目漱石像巡立

(本荘北）医学liB校舎述設に伴う排水管切I)替え:【:Ⅲ』（6区）

発捌例壷３７４㎡ 本報告Ⅳ

９６．８・鋼～３０

９６．９．６

９６．１０．１～９

9601

961,

9601

鑓lMmM搬

賦掘測燕

発掘鋼盗

２８２１㎡

９㎡

104.3m！

本報告Ⅳ

年報３

本報告Ⅳ

９６．１０．１１～

9７．１．１７

9601（本湛北）医学編校舎本体]:Ⅲ！（木簡益区） 発1M禰光1686㎡ 本報告Ⅳ

９６．１０．２１～２９９６０１

９６．１１．１２～1３９６０１

９６．１１，１２９６１１

９６．１２．１８９６１２

９７．３．３－３１９６１３

９７．３．７９６Ｍ

(本荘北）医学部校舎逃設に伴う排水管切I)艀え工U１１（７．籍ltI叫盗62.5,【
８．９区）

(本辨化)鷹学部校舎述餓;二伴う排水管切り絆えエ噸（10ｌｘ）発;M餌従218㎡

本報告Ⅳ

本報告1Ｖ

年報３

年報３

年報３

年報３

(糾南）工織部ﾀh【T付鍵1:噸

(RlAl判）工学郁矼純埋設エリド

(黒ｌｌｉ）工学儲研究実験棟11新常機械設備エリｌ

(鯉I+l）：I:学郁衝撃エネルギー災験所火薬駅J1R鯉ｴﾘI

迩
描
症
飛

狐
潤
潤
楜

会
会
会
会

立
立
立
充

0.01㎡

別８１１１

175㎡

】09㎡

６



Ｉ構内遺跡と調査の概要

1997年度

(水斗lilW）ｌX学郁lIilMリテラシー敬frMi股矼髄股HWその他の

改作:I:卵

(肌附）理学部ヘリウム蝉111星・ヘリウム符塊岐｡:１１

(本荘北）ＩX学部外来臥床研究棟IHI被弧iI1符理室取設]2期

(lIliII）、:学部校舎Wf徹工邸

97..1..8９７０１ 江会阿雅

立会鯛症

試掘餌症

発掘鯛売

一郎包含厨藍確遡・逝構まし．Ｕ１ｉ

Ｉｔ土器11.

週IＨ・迫物なL

inIH・ｉｎ杓なし

輪生･古代・弥生難代兜hlHH・古代里大住届
近lit」1・榊・掘立雛巡勃・’1:六・近iIt

筋，弥生８１$則兜１h.こ【:師勝・鉄

器・古代孤虹勝，近1M:陶磁器

迫I＃・過物なし

ｎMW･遺物なし

i9i代・近代近代幕地・古代土璃・ｔｌ:穴．史・

Ｍｆ・幕石守・古代土器

古代溝

ilf化一ＩＮＩ包含周を確鰹・遮桝なし‘」Ｗｌ
姥したｉｌｉＩｆ土器

２１ｍ ｊｉｉＭＭ

年報４

年報４

本報侮Ⅳ

９７．５．７

９７．５.麹

97.7.期～

１１．．１

池
緬
汕

９
９
９

ｌ躯６ｍ

・lml

I7833m

9705（);(可）紋fY学榔附椣中学校女性血倣述jX

9706（AIM上〉法文学郁lHIOj鐘lu倣述斑

97Ｗ（＊１１;北）｜X学部基礎研究棟賦外､a纏刀:邪

振
飛
企

舸
瓜
飼

会
鋳
会

立
私
立

９７．１０．２９

９７．１０．２２

９７.１１．１１－

９６．３．３１

９８．１．３０－

２．１２

９８．２．３－

２．１３

２６，１

１型､1

370,1

４
４
４

慨
細
報

年
年
年

97OG〈川北〉法・文・牧育学郎外灯孜伯｣Ⅱ股:l:叩

9709（Ⅲ1W）菅111係M1座６号撤舎収I)塊しI:Ⅲ（

泓会ln狂６L9nl

jZ会瓜飛116ｍ

年０１Ｍ

年報４

1998年度

98.4.141蝿01〈lHilj〉工学郎佼舎述並'二伴う排水管撤去ｴﾘﾘｊ､会鋼搬１０nｔ掘削によ$)遺柵なし

酩・６．２６～７．２９８０１〈本粧１１１）医学編エイズ学研究センター・動物資源閲発セン血会１月斑２｣｢ＴＩｉ９ｉ代週１ｈ.週物醒められず

夕一新徹支陣配行替工小

粥’７．６§婚０１（本荘IOi）同樹木伐採ｴﾘＩ迩会阿梵週栂・遺物なし

蝿・７．１３９釦９（ⅢMW〉工学郷３.腓飢矼気妓常工]１１血会1m1発３ｍｉ１『代週物包含層を確凹

９８．７・勢～９８０１（本珊liIII）医学liHエイズ学ＩＪＩ兜センター・助物資漣､11発セン苑lMlNI推９漣､11,文･古代・里大化儲hI:.掘遡性述物・構・土
９．１０ター新衡エリＩ近11ｔ坑

９８．９．２１～２２９８０３（瓢北）文化郎塑j､投工』'''二伴う倒木稗Iパ[ⅢＩ比企IRI恋９｢TＩ遺物・遺構なし

舶・９.雪～９８０２（MH北）文化ＩＩＢ誼IDrIf没その他のエリ「砧1M閃発５ぁ､Ｉ縄文･弥生・ｉｎ文土器・弥生土器・布野癖・±

１ル６近11ｔ鰭・清・縄文・弥生遮物包含咽確

醒

９６．９・罰９８０５（本荘北）大学鍔院摺棟新付工耶試掘調礎ｌ０ｍｉ１ｉｊｎ・ＩＩｉ代古jn・i1iにI呂器

9８．９．２９９８０６１本荘北）大学鱗院I;$央鯵蝋棟新笹tｴﾘ【試掘襯雅５㎡ｉｎI賎砂礫層を検Ｍ１・遺構・週物な
し

肥．９．３０９８０７（水雅北）大学掴騰藁剤郁漉鰄処ff拡セット支給巍蝉収設:I：拭Md鯏瀧２mU1i化沮物包含層，１k穴検llLh1iIt土器
聯片

9８．１０．６９８０８（照Ⅲ）、:学郁阯９号ＩＭＩ泣倒鰹股:I:】〃江金掛従３０IYIjnIIIiHiに途せず．週物なＬ

98.10.坊～９８０７（本荘北）大学鋼院薬剤部注射魁将鯨セット支給鐡等】i(醜]：発拠劃光１窟㎡古代縄文±群・石蝋等
１ル２０躯古代竪穴Ili勝jdz・土ＭＩ・櫛・近代

禰

蝿・１１．２蛤0１医学編エ写ズ学研究センター・助物資ijmIHl苑研究センターI腿発掘剥葹139㎡、１１平のため存在せず
廻岡聾飢堺作工１１

９８．１２．１`1－蝿１０〈叫卿）理学部［I然科学等総合爽験櫨新憐支離配管併工111Ⅵ金pH礎３５㎡古代迫物包含闇・ｌｌｉ穴検lUi1f代上群
１２．１sⅡ.

98.12,16９６０２（孤北）文化柵翻Wi燐IＩＦ水蒜敬鯉兀１１虹会狐斑３５【uIi1i代遮構面確K2･近撫.、物はなし

9８．１２．１７－９６０５（本荘北）大学郷院剃111新鴬に伴う支障Iiﾖ清將工噸血合餌任333㎡i1i代竪穴住居ｈＬ古代:と鰐ﾊﾞ
９９．１．１０

”・ル1２蝿１１（鯉IOi）工学ＩＩＳ挑験室新股'二W１拭鵡国元小1Ｍ縄文後期」二器

”・1．２１－蝿１０（MllOl）理学縮l:j隣科学群総合爽験HiWiI9tご[４J踏掘餌雅LO98nl縄文･i1ift・縄文土器・石餓郡．DIi代竪穴11:膳
３．２５近代雌・柱穴・脾・近M1源

”、２．２980(２（川北）瓜填整Inl抓蕊に伴う文化IMI室WWド血会翻従鰯0ｍ迫撹・週物性し

”・２．１０９８０２（川北）環境楚、駆乗に伴う述築ｴﾘ『ｊＺ会例従。10｢rIjUtH；diiI二は連せず．遮物まし

”、２．１８980G２（馴化〉環境妓傭駆業に伴うI､樹工11【ノリ>L会綱雅123ｍ地喪下２ｍで弥生時IC、物包含
咽・mtIIU耐を、Z，ｉｎ栂・迅物な

し

９９．２．９～９〔ｉＯ２ｉ叫北）頂塊験HiJll業'二伴う征気配披工巾成金閃去・IIxI地表下90にｍで水Hiﾆﾋ醤検111.週
３．９１，．遺物なし

的.３．１１－１２９８１２（大江）渡庇IWl地〕l[侭プロ･ノク塀改作:I:JiIJX食劉礎７０，１包含層・週構iii確胆.jmWO・週物
なし

99.3.1()－３１９(１０１（本荘1W）医学祁エイズ学研究センター・動物費iN(ＩＨＩ総研究〕Z会nW礎魂5ｎＫｉｉｉｌ上一郎包含層・週IWim確辿（ピツ
センター新衡に係る配管切冊目工UII卜）・週物なし
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年報５

年N1５

年報５

年報５

本報11Ｗ

本報告Ｖ

年報５

ｍ:１１１５

年報５

年9115

本紐告Ｖ

年概５

年報５

年報５

←
、
←
⑥
く
じ

報
報
棚

年
年
年

1999年度

発掘餌売2105JUf縄文･iIjjn・’31文時代石器・玉・il｢jn簿Itlli勝年ｍｌ６
ｉｌｉ化･近代趾・漁・土師器・iRi代住幡肚・柱

穴病・土墳墓・土廊器・頬思露・

鉄器・腱衣癒・土鏡・近代碑

JIL会INI猫、lOnli9｢代古代住穴．ilF、iRl物を少Ｈ検111年雑６

血会閥斑l0nIiHIW.、R物なし年報６

立食lliIili２２ＹＩｉＩｉＩ上週M1・遺物をし年HIC

江会羽雅50,K週杓・週構なし年報６

立会閥任200,1古代iUiItiⅣ６灸・ＭＨ穴魁慨．ｉＩｆＩﾋﾆﾋ器年徹６
片少量を横川

発)M綱逓1365㎡繩文mllll～ピット群，蝿文ﾆﾋ器ﾊﾞ111±本啓
晩191

戯ltI飼斑、12,1近枇以降トレンチ２本批定して鯛症したが．平慨６
遺１月なし．近世豊器片

船IIIWNI壷ｌＢ５３ｎＩ近Iit・近代畑JIL・幕匙．近ilt陶磁器．煙管．水密
銅・鼓銀

試1M制従２ｍ掴HL艦し<、mIlI・遺物ともに砿年報６
蝉でさず

９９．４．５－８．３１９９０１（本荘北）綱棟（軸）新鴬兀Ⅲ《

9902（本JliIII）｜蔦学編エイズ学研究センター．助物資ilHIllI発斫兜
センター新廿､B狼工噸立会

9903（肌Ⅲj）工学部研究実験棟Ⅱ２２折衝エ噸にＩｆう、ⅡH1正金

9904（本維卿）漢学邪エイズ学斫究･ヒンターUli物資iMl側発研究
センター研憐艦礎工馴斑会

9905（lllIOI）圃然粁学研究*}●理学協錘行１３V宛爽験Ini折衝ガス陵

営工耶

99(賂ＵＭＩ）Ｅｌ然科学研究科．理学師総合研究爽験棟wf低睡気餓
徽ｴﾘI立会

9907（鳳阿）エ学部実験用プレハブ新築エ牢

9906（1m)l[）RlEi鍵護学校給食寵jIi改凝工1li

9909（田南）エ学翻西軍．極限国境研究センター．サテライト．
ベンチャー・ビジネス･ラボラトリー棟新営エ＄

9910（卒雅北）血液照り１１蒲霊室州改纂試掘

99.6.1.1～

７．１．１

９９．６．１７

９９．７.19/鰯

”・７．劉一

７．３０

９９．７．２～８．７

９９．９．２２～

1０．５

９９．１１．２１－

１１．２５

００．２．１６１－

３．２１

００．１．２５

７



３．これまでの調査と本替収録の遺跡

縄文上ＩＭＩ・古代土師器・緬思器

週物・遺撫とも;二確麗できず

週111.遺物なし

週梱・遺物なし

■
Ｊ
（
。
戸
⑥
【
Ｕ

雑
報
報
籍

年
年
年
年

発掘調庇

立会剰正

立会詞礎

立会国薙

”１１（lUUlIll）水41:動物飼打舎迅婿]:111

”１２（熱191,束）外灯取妓ｴﾘﾄﾞ立食

”1３医学部液化璽紫供給投旧霧HRI:ﾘFjZ会

”１４〈本荘Ｗ）さく井般俔工WtjIl会

ｍ
耐
㎡
㎡

９
３
劉
閣

、
戸
Ｉ

O０．３．６－１．１

００．３.１４

００．３．２

００．３．１６－１７

2000年度

ニ
ー
ニ
ー
『
Ｊ
【
Ｊ

報
報
報
報

年
年
年
年

週栂・遮物なＬ

過網・遺物なし

mIlI・沮物なL

mWI・沮物なL

Xlll9・週物なし

縄文・ｉＩｉ縄文l雌(Ｗ;瀞・i1i戦時代M:穴・’1；

jdlli代鵬力Ⅲ.:l1QIi鵠・刎哩器

近・皿代解近・現代劇石・蕊漉・週什

地

inIII・週物なし

$M文・ili代土Mn状避I腓縄文時代石器・土師
器・ガラス弧・鉄器・弧nK器

iHi化mWIなし.土師器数点

(Ⅲ101）水生動物餌fr舎鱗徴給水管狼営工J1『

(瓢1N）水1k動物飼布命雅徹矼弧投憐工JII

(卒粧北）離属鋼麓格納H1[悠投】:11＄

(熟1W）Ｉ:学部衝撃・腿ＦＩＩ閃塊砺究センター・サテライト・

ベンチャー・ビジネス・ラ:!《ラトリー檎新常晒笂投甘工事

くりMIlI）：I:学nBIilLIllエリｌ

(本荘北）附因潤院基幹・項塊整働第３井戸入
水相過営エ願（Ｉ区）

(卒粧北）H1腿掴濫堆幹・現境按118鋪１ノ杯j入水111餓憐工馴

立食jUl髄

玖食鋼髄

試把凋庄

立会別従

Ｍ
Ｍ
ｍ
ｍ

ｌ
１
８
８

６
４
－
ｍ
１

蜘
唾
噸
泗

0０．４．７

００．４．１１

００．４．１７

００．１０．２３

年報７

本譜

虻食測掻

発掘洲撮

638㎡

119-01ｍ

0005

0006

００．１０．３０

００．１１．６～塑

年報７試掘蝋任.ｌnt0０．１１．２２［XXXi

年報７

本番

(本iH化）附脇掴瑳鵬幹・呵境鞍ＩＮＩ給水笹配管工】１１

(本荘北）附属病院基幹・珂塊pDBb排水管配管エ願（Ⅱ区）

(本雅北〉WjMS掴瀧鵬酔・jn境駐燗矼気設櫛工11「（Ⅳ区）

(本荘北）附属隅院基幹・垣切時■岬水管配管エ事（Ⅲ区）

<本鞭｣12）lUlll$欄麓悲911.m焼技I､給水管磁椅エリｌ

(本粧JLjIijEi綱院悠DIP・呵境甚旧liトホ祷庇符､:111（ｖⅨ）

(原町）Ｗｊ届118学校体１７瀞lいI[I艀ff工ｌｌｆ

ＩⅢ北）竺泥学習境雌研究センタースロープXX縦:I:11J

(HMI）珊孕liBル２WiWlII&厭秤勝lⅡ蛾1W駐W1:I:ＩＩＪ

(叫北）１１;行系郁鑓ＷＷ$・簸徹Ⅲ:ﾘﾘ

《大江）１１Ｍ[jitWWIs樋去:[ﾘﾘ・IfI:I(ずラー室IWIls撤去工事

(肌化）外灯取付エリｌ

(大江）駄内連動柵〔lXli瓜飾＞収I)壊し工ＩＩＪ

(無北）｜Ⅱ鯨Ji協IMI組合ﾘ1筋)iNr解IIS撤去二I:ﾘﾘ

立会測硴

発IIB訓礎

立会洲狂

立会剰荘

鰯5,1

３２㎡

００．１１．２７～２９０００６

００．１２．４～1３０００６

００．１２．８～０００６

０１．１．１０

００．１２．１９－２００００６

００．１２．２６～２８０００６

０１．１．２９0006

01.1.型－３００００７

０１．２．５０００８

０１．２．６～９０００９

０１．２．１６－１９００１０

０１．２.Ｚ２００１１

０１．３．５－６００１２

０１．３．６００】３

０１．３．２２００１４

年報７

本番

年報７

315,1

劫`･M

10071uI

iIiI、燈lJlhl・土師欝

近．、代曜近代燕堀・砥石・遺什

地

避物・週恂なし

弥生・古代弥生・古代土駈器・鉄器・土製紡

雛血

批乱のため遺物・遺嬬まL

ini代包含厨を確腿.古代土節器・馴ＭＪ

ｌＩｉｉ

ｍ物・週１月なし

週物・jHIHなし

Ⅲ物・ｉｎ傭なし

避物・迫撫なし

週物・週１１Oなし

発擢羽従

立会Ｊ１従

立会別礎

年報７

年報７

立会剥葹

発根円症

７m

m9..1㎡

。
Ｊ
『
Ｉ
【
ｌ
〔
Ｊ
ニ
イ
〔
Ｉ
【
ｒ

報
報
報
報
雑
報
報

年
年
年
年
年
年
年

立会閃任

立会餌iii

２１h㎡

７０Ilt

372mt

l32m

３nf

500nf

66m

従
汪
盗
光
従

剰
期
期
飼
捌

全
会
会
食
会

立
血
立
立
丸

2001年度

(本荘北）附属痢院医学部組合研究棟新宮エ印

(川IfI）鵬幹・瓜暁繋１，

京ｺJlzIIllb耐H:ケーブル改修1:Ⅲｌ

ＵＷＩ向）蕊幹,現塊駐I、

(本荘北）附回掴院基幹・国境整価（共同溝般函）

苑Nil調化1733.75mlihiln･iti代・化鵬jlI・櫛・畑｣112・蕗鉄磁．土IMi本番

近l陥近代器・IMI山勝

試1M卿瀧1.8㎡卒密

JZ会liU症５u5㎡週1W・泣物唯し年報８

発lMimI先・118.5㎡Ⅲ鷲細文土器・寛永迎宝・既倒木沢.本替

防空滅

発lHRNI強lp23BnlIlu文･弥(k・他HWj止痢・縄文土器・弥生土率替

lIijn･古代瀞・台12師器・瓶忍器・石器・飲

触・粁用器

逝会IHI斑7.121㎡ｉｎ１，．通11）なし年報８

戊会KNI搬3907,1巡栂・瑚物なし年報８

立金劇征９７劃㎡逝卿・NHMIなし年報８

な会餌症勢IJI遮揖・遺物なし年籍８

江会風症56,1迅扮・週物なし年報８

迎会潤任如耐週１，・皿物なし年報８

立金潤従2.78,1週ＩＲ・皿物なし年報８

立会脚髄662121週H1・週物なし年報８

正金現症105ｍ週Ｈｌ・ＫＩ物なし年報８

正金鋼汪３８ｎｆｎＩｌｌ・遺物なし年報８

通会捌jnia4n（週'何.遮物なし年報８

血会洲在‘I銅dnf週1Ｗ・遺物なし年報８

立食INI髄１３alIufiIi代Ili膳｣&・Ili鵬礎年報８
土iHii器・；、u器

立会HHI在ｌｌｌＦ㎡遡撹.、６lbなし年報８

発1111鯛搬２()5.81t１１M文･1U｢堀・性ｌｉｌｌｈｌ;・INI・lIll立柱延物』伽iHU文本繊
ｉＵｉ化二L器・土lﾎﾟ器・緬忠器・鋏触

iZ会調従’4927181遮榊・mlbなし年報８

０１．４．９－７．８１0１０１

０１．５．Ｍ

０１．５．１４

０１．７．９～２６

OlO2

010G

O102

0１．７．４－

１０．２９

0104

(〕i(町）jlZl01】R股エリｌ

(川北）大学牧存研究･ヒンター梓改幣工覗

く大fl:）獺学部共I剛実験蝿改作工駆

(戒町）キャンパスWi棚労･･ノトワークその他工耶

(11Ｍこ）キャンパス''１１M犬ゾトワークその他I:Ｗｆ

(火打;）艇学ilBキャンパス価柵永･ノトヲークその他エリ『

(水ｉＭ）暖学総キャンパスliWllネットワークその他エリ；

(郷北）此蛍Ｗ側テラス笹伯1211＄

(本ｊｉＭ１）IＸ蝦技稀麺'１１人J桃キJrンパス柵慨ネットワークそ
の他エリＩ

(卒鵡北〉附属掴院キャンバスWWIlネットワークその他工事

UUUllf〃理学lill2勝鮒1W側I卯木12Ⅲ＄

(水:１Ｍ上）附属測院ilA神・JIn境離傭い～])地区・ボイラー
HjklWix斬梛）

1本jli・I上）ＩX学部総合iiIl究側研憐機械設偲]:ﾘＩ

ＵＭＩ）膿幹・粛塊砿備（11i庇蜜愈股備等・IdiIjiその他）

(本荘北）医撫用ガス供給IH備宜IBWHエ事

(水ｉｌ;化）総合IHf死IlKIAl辺珊塊技１６エリリ

(本荘北）IWIZi胡躍酉禰IHMfMzn）新徽工JII

(卒ｌｌｊ北）Ｈ１腐禰院iNi禰椋矼筑股偏エリ『（(t｣zlI）

O105

0106

0107

01D8

０１O９

ｍｌＯ

Ｏｌｌ１

Ｏ１ｌ２

０１１３

０１．７.】３

０１．７．３０～

１１．１４

０１．７．３１

０１．８．１/1３

０１．８．２/2１

０１．８．２７

０１．９．４

０１．８．２Z／９．`１

０１．９．１４

／1０．１

０１．９．１７

０１．１０．１９

０１．１０.簗～

0２．２．１９

０１．１２．８～

屹・２．９

０１．１２．１２～

０２．２．４

０２．２．２５～

３．２０

０２．３．１８

０１１４

０１１５

，１６

０１１７

0118

0119

0120

０２．３．１８

０２．３．型

0121

０１２２

立食鋼症1076.01,1

血会期髄５１m（

碑？.m物なし

週１日・遺物なし

年報８

年報８

2002年度

０２．４．３～･’0201 (川北）大学牡f｢研究センターC1I(空調磯取般:I:Uf給排水及
び撤外樋鵬理]:J1＄

(川北）外灯肢煽ｴﾘｊ

(川１１１）インキニベーション施餓新営エリＩ

(川１W）総合研究１４i新件1:リリ

(Mllll）食炊喪エコクリーンソイルエリリ

血会閃磁２，３JU『 週栂・近物なし

迫１Ｗ・遺物なし

年報９

０２．４．１５－１６

０２．４．１７

０２‐４．１７

０２．`1.割

唖
唾
蝿
唖

之会詞避

試掴調撒

試掘風飛

立金剛寵

199㎡

３m

4ITI

u738Xl

９
９
９
９

報
報
雑
報

年
年
年
年

適構・逝物なし

８



Ｉ構内遺跡と調査の概要

O206CUMl〉松介研究棟薪衛'二伴う樹木移植工JIl

O20G（蝿iW）インキュペーシヨン施政研肴エリ1

0207（則1W）⑫合同兜棟嗣ｆＦｒ－次把､''二伴う危気工Pll

D201（則ill〉総合研究棟Wift:I:Wl

O20G（刷北）図衡航IﾔI閲学生師H1J1〔喝肱躯mlf

O209〈京ﾖ｢）H1風小学校スロープ】Ⅲ肢工馴

屹１０（Ⅲ1N）工学肺樹木悠植工IIJ

０２．５．２０～２９

０２．５．３０－８．２

０２．６.３

０１２．６．１２～

８．１４

０i２．７．２

０２．８．２９

０２．１０．１～】０．

３．１１．１８

０２．１０．７

０２.１２．３ﾉｮﾉ11

発掘脚先

発掘阿充

立会風先

発抱飼先

兜、

近世畑吐

週栂・遺物強し

縄文・i1iIn庄腸比，i片・火界纂・縄文土器・

iｌｒＩｉＣ土師器・刎辿器

遺柵・遺物なし

Ⅲ１，．遮物なし

包含烟・縄文土溶・石触

週柵・遮物なし

通1,.週物なし

ｊ､柵・ｉｎ物なし

逝蝋.、物なし

逝梢.、物なし

遮撫・週物なし

迫１１W・週物なL

iIi代伐聴jI1:.」LIMj淵・馴哩器・砥石

jftIW・逝物なし

古代住鵬吐・Ili穴・鰹古代土師器・

弧忠器

２８㎡

810㎡

鑓rI

2BO3m

劃ITI

13㎡

61.19㎡

３２㎡

di80nf

216㎡

216㎡

３`lｍｆ

ｌ８５ｎｆ

３m！

"Ｉｒｌ

361㎡

４０㎡

９
９
９
９

報
報
報
報

年
年
年
年

珈会禰葹

立食詞従

発掘鯏先

９
９
９

雑
報
報

年
年
年

〈本荘北）医学部縫合1W宛帷新付工耶〈渡り蝿1｢協分）

<叫101）通lilPOllui楓:lZJIl

(本躯北）総合lUf究仰新徹耐気IUklnlエリＩ

(本荘北）鵬騨現境轆１W外灯]:１１

(大江）鋼学脇実験動物MK璽碑麺立:'二ＵＩ

(川北）外灯股I､エリ【

(本荘１０１）体汀郎鍾（プレハブ）斬設工NII

(郷北）外灯股備工耶

(本jlliW）塀Wi股エリ‘

(折111邪）枚Ｗ学郎斬１１Ｉ郁良jli竹薮・畑地境ｿILltIlj

充
壷
従
充
托
充
症
旅
先
寵

潤
鋼
鯛
鯛
餌
餌
厨
綱
鯛
禰

会
会
全
会
会
会
会
会
会
合

立
立
立
血
立
立
立
立
血
立

0211

0212

0213

021,l

O215

0216

0217

021S

O219

02i10

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

報
報
報
報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

０３．２．７

０３．２．１８

０３．２.２１

０３．３．７

０Ｇ．３．１０

０８．３．１１

０８．３．２５

2003年度

(鯏111）二l:学部蕊品DM析故工駆

(瓜IfI）総合研究棟共lH1iIO般備工IIB

<lMlII）リ『駒川排水蒲修理ｴﾘｌ

<不'1:北）鵬幹・環境堕伯エリｌ

〈鰯11Ｉ）鎚合研究棟JtIl1iR段伯エリＩ

(京町）附属小・gIU学校フェンス取段エリｌ

(瓜190）総合研究棟jIiIiiliRHkInエリ『（】区）

(本荘１１１）暖撫技術鎚期大学部BIMHI駐Illui環境技傭工耶

(葵）大江総合研究l自給排水管および冠気エリド

(宇価毛）小iIWii舎】楓禍水管iM水條理エリ『

(本荘1W）助物懸盆碑新設｡:１１１

(Ⅲ1W）総合Iif究棟共101溝砒傭工耶

工合頂従

試掘円迩

立会潤寵

発掘剥壷

迅相・遺物なし

土師器

近柵・遮物なL

lq文･HliSn・住曜批・榊・縄文石器・称412土
弥生･i1ift群・土師鹿・近代磁器

迫綱・週物なし

遺構.、杓なし

0Ｇ．４．１０

０３．４．１０

０３．５．２０

０３．６．２～７．２

剛
唖
蠅
瞬

０
０
０
０

１
１
１
１

報
報
報
報

年
年
年
年

ｍ
ｍ
㎡
㎡
ｍ
ｍ
耐
、
ｍ
、
畝
㎡

２
妬
噸
》
獅
怨
蝿
舞
珂
鋼
蝿
懸
２

０３．７．１８

０３．８．１９

０３．８．６～９．１２

００．９．４～９．８

０３．９．５

０３．９．２９

０３.１０．２

０３．１０‐1－

１０．１０

０３．１０２７

０３．１１．６

０３.ｌＬ１７－２ｆｌ

Ｏｅ・’1．２６

０３．１２．９

００．１２．１０

０１．１．１３

０１．１．１４

０１．１．１５－１９

０１．Ｌ２３－２７

０１．１．３０

０４．２．９－２．１６

０１．２．２３

０１．３．．１

０１．３．５～９

０４．３．９

０４．３．９

０４．３．1０

０４．３．１０

０１．３．１０

01.3.10

01.3.11

01.３．１１

０１．３．１５

０１．３．１６

０１．３．１７

０１．３.２２

０４．３．１９

葹
狂
症
発
狂
症
発
光

国
風
鯛
飼
飼
餌
飼
倒

会
会
掴
会
会
会
会
川

辺
立
篭
江
立
立
迎
発

０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
ｌ

報
報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年

唖
藤
蠅
駆
職
唖
“
岬

迅栂・週物なＬ

適柵・退物をＬ

ｎｌＩＩｌ・迫物なし

遺構・辺物なし

近代・古代簿・ピット・陶磁器・土師器・弥

生上勝

週摘・jUl物なし

古代土師鯉

遺13.遺物をＬ

ｍＨＩ・週物なし

<川北）枚撤新纂兀駆

(典）Ｈ』念lMi廻股:[叩

(本雅IⅡ〉礎41:lX学HHI宛.ヒンター雄醗轄傭WJ乗

(帆111）総合研究I鞠Iilili俳殴傭ｴﾘＩ（ガス荷）

(本１曲11）『84k臓学研究●ヒンター柱傭珊業本体ｴﾘﾘ

(本lli北）Ｉ１ｊ央鯵鰹ＩⅢ（柏）股櫛兀Ⅱ’

粛軍'NJK狼ｴﾘＩ

(薬）大証総合研究棟総'昨水管及び芯気エリ’

(孤北）軟蜜祈纂工ｗＪ

(本雅叶I）瞬学筋Ｂ蝋．ＥＮＩ．Ｒ１．旧助物舎''２'良工廟

(水１i;』上）東側駐｣'〔岨砿'､:】:Ⅱ【

(Ⅲlh）班学郁･'.\HIlMl辺プレハブ輔設磁J:リリ

(本荘北）僻樹の木移佃

(HME）附属養臣学投１回IHMi迅水Ⅲ修理工ＭＩＪ

(本荘１W）医学部Ｂ棟・Ｉ:棟．Ｒ１．旧動物舎取調エリＢ

(JR北）ノト戸改修エリ’

(川北）柵刺胞肢空飼股備lIz肢エリ’

(,ＩＭＩ）外灯HkNi工J1’

(側lＩl）総合研究11i外灯股Ni:I:恥

(川北）欣寵斬築rJII

oNM上）軟瀦蘇纂工】IＩ（空風機取肢）

(本荘１１１）外灯収備]ﾆﾘﾘ

(本荘1W）外灯般1Wエリ「

(馴化）外灯股InIZ1j

(蕊）外灯股伯ｒＵｌ

(側北〉牧蝋析築工ｌｌＭｗＲ〉

(京日｢）牧汀学llzIUj腿小111学校伽鮎ｋｌ投鯛二':JIl

(川北）ｉＨ火栓lXjfuL処１m
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先
先
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飼
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飼
瑚
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鯛
鯛
脚
飼
綱
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掘
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会
会
会
会
掴
会
会
会
会
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会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
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試
拭
立
立
試
血
立
立
立
発
典
立
立
瑚
発
立
立
玖
立
立
興
血
典
止
灘
立
立
血

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

報
報
戟
報
報
報
報
報
報
報
親
報
報

竿
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

㎡
耐
㎡
、
鮒
㎡
㎡
、
Ⅲ
Ｍ
Ｍ
ｍ
Ｍ
ｍ
㎡
㎡
㎡
ｍ
ｍ
耐
ｍ
耐
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
Ｍ
ｍ

鏥
剛
識
難
癖
４
哩
憾
懸
噸
”
鯛
沁
２
諏
遜
細
郷
４
ｍ
蝿
４
哩
副
咽
鰹
７
蝿

Ｉ
３
１
８
１

剛
唖

Ｏ311

0312

0307

0313

0314

0315

0316

０３１７

0318

0314

0319

0320

0021

0822

0313

０３２３

03201

0325

０３２６

０３２７

０３２３

０３２８

０３２９

逝撫・避物なし

遮構・週物なし

遺構・遺物なし

俎構・通称なし

胸・ピット・土廊器

迫1Ｗ・週物なし

古代

週柵・遺物をし

中11t・古代簿・ビット・陶礎淫一土節蕃

遮119.遺物なし

ｊＨＩＩｌ・遺物なし

週１１１.迫物なし

遺舸・週物なL

Ha柵・沮物なし

近構・辺物なＬ

ｊｎ侭，jfl物なし

遺構‘jul物なし

縄文土騨片

遺構・mMFなＬ

ｉＵｉ代土師器・肌Ｍ１瀞H・

iMIlW・in物恋し

週１Ｗ・遺物なし

年報1０

2004年度

OUlOiHl髪H1地北地区牧繩荷凝エリＩ（渡輝下賎Ⅸ）

卒潅H1地北地区01$央鯵療棟（柏）股徹工耶

0102本荘H1地IⅡ地区発生瞳学研究センター廻趣工事

立会剰従

試掘羽茂

発掘鋼在

週H1・遺物なし

溝？・上甑器

土師器・jmlMH器・縄文土器

年報１１

年報１１

年報11

0４．４．７

０８．４．９

０１．４．１３～

５．３１

０１．５．２６

３３８，

１０４４㎡

1211.75㎡

ｔ
ｔ

Ｉ
－

－
口
《
、

RIA鍵IJI地北地IjqWi水大学大学院社会文化科学研究料研究室新試掘倒充7.76㎡iIj代ビット・土師器

繁工卯

本荘【5地北地区UIn央鯵鰕棟（伯）設衡工JllnL会餌従150㎡古ｌ上土師器

年報1１

０１．５.Ｍ

ＯＬ１．１０．１４

０１．５．２１

０１．６．２５

年報１１

年報１１

年報1１

０１０３

０１０１薬学IMB地区M[物llU槻支柱11か股極工叩

0105蕊学部地Ⅸ廓本紀念飾紡廿InIf股備及びその他I:'18

壷
光

田
例

会
会

立
立 迫１月,遺物なＬ

週１１Ｉ・週物なし

３３㎡

68..188Tｌ

９



3．これまでの調森と本書収録の遺跡

本班､I地北地区（医綱）辨梓・環境整愉工１１

薬学部地区宮本紀念鹸（仮称）巡践工M１（Iﾛ述物撤去・樹木

撤去・Ni気配線・鵜木符配蒜・ガス菅Iiﾖ管・I】I木移191）

試捌脚光１０㎡古代・縄文土師器・柵文土器・土壊

立会潮雅13324㎡遮構・遺物なし

年報１１

年報1１

0１．６．２８

０１．５．割

0１．５．２６

０１．６．４

０４．１０．２６～２８

０１．１１．１２

０１．１１．２９

Ｍ．７．２６

０４１．７．２９

０１．８．６

Ｍ.８．２０

Ｍ．８.聾

０４．８．９

Ｍ．８．１０～１１

Ｍ’１１．５

０K1.11.11

０１．８．１７－

１９．２３

０４．９．３

０１．９．Ｍ～２２

０５．１．２７～

０１．９．１６

０１．９．１６

０１．９．１６

０１．９．２１

０，１．９．２１

０１．９．２１

０１・’０．１２

０１．１０．１２

Ｍ.10.19

０１．１０．２２

01.11.1～錫

0106

0108字fW毛岡ML小硫柄舎期水符iM水腿符改修工胴

0109服鍵岡地北jJKI又認参碑股1m｡:ﾘﾄﾞ

立会lIHJf

lZ会期症

逝構・週物なし

週構・週物なし

年報11

年報1１

26m21rI

７２UTI

瓢礎lWl地111地区理学部駿鮪MlJu設工駆

鯉鍵'１１地北地区熊本大学大学鑑社会文化科学lijf究科Iilf究塞新

錐工FＩＩ

試掘狐在

立会測狂

１１IUihfi代柱六・瓠MH器・土師器

370㎡遺構・iht物なし

年報11

年報1１0410

0411劉鋼I地北地区（医痛）悠幹・現境整備（ｶﾞlゼンプ溌・ＲＩ実正金餌洗420㎡

験棟取幌・ガス切替・水逝プラグル周辺般備１１M連）工事総4M禰壷
土師器・刎迎器・縄文土器・竪穴年報１１

住居hL・樵・ピット

本jllifll地北地区附属鋼騰部11Jガス堀配管権理工111

京日『地区附属中学校台風磯Ifi二よる倒木起し

鯏製刷地1W地区工学部台風被1Wによる倒木起し

薬学部地区爾本ME念館新櫛機械般撹及びその他工躯

本緬ﾘljlh北地区附属鋼院台風維審による倒木起し

本jIHHI地1W地区医学部台風被害による倒木起し

鵬髪団地北地区逮要文化1M案IAI板誰圃正平

照饗刷地IlU地区重要文化1M案IAl板投圃工駆

照磐l引地北地区耳目漱石記念碑標柱設随工耶

本飛１１１地北地区附属消院WN利鳳生施設訓込配線H1舌Ⅱｌ

本荘Ⅱ]地北地区（医描）雄幹・凧境離徽

迩
我
発
狂
遜
従
壷
従
充
在
礎

鯛
刷
鯛
耐
雛
鋼
劇
倒
剰
剃
測

会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
捌

立
立
丸
立
硴
立
立
立
立
立
発

０１１２

O１１３

Ｎ１ｄｌ

ＯＩ１５

Ｎｌ６１

0116.2

０１１７

０１１７

０４１８

０４１９

０４１１

遺構・jiR物なし

遺構・遮物なＬ

遺構・通称なし

遺鱒・通物なし

遺柵・遡物なし

逝榊・遡物なし

遺榊・週物なＬ

週梢・遺物なし

jMlHU・週物なし

週椛・週物なし

純丈･古城・竪穴fiH勝阯・掘巫柱迩物阯・櫛・

古代畑・土師器・緬忠器・縄文土器・

鉄駐・勾玉・石器

週ＭＩ・逸物なし

遺綱・遺物なし

遺構・逝物なし

古代住居h[:。&i;穴・須恵器・土師器

遺榊・避物なし

遺構・週物なＬ

ｉＩｉＩｔ土師器・緬忠器

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

報
報
報
雑
報
報
報
報
雑
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

㎡
耐
Ｍ
㎡
㎡
㎡
、
ｍ
㎡
㎡
㎡

７
８
４
０
８
５
５
５
３
羽
別

１
１
０
０
０
２
５

５

薬学筋地区テニスコート駐ｉｎエリ「

黒腱ｉ１Ｉ地Ｗ地区巻く丼設備]:Ⅱ１

本斗蜘|地北地区ElJ央鯵撫抑（柚）ｺﾆﾘﾄﾞ

期腱北jIh区１W報ネットワーク館IIU述工珊

鯏鴎H1地北地反記全館（木地）】11壊工Jl3

本荘ﾛI地北地区ボンベⅡ【MH股兀ﾘＪ

照躯北地区愉報ネットワーク航ﾘJlMI工邸〈配符工11J〉

礎
雅
夫
充
満
燕
撒

餌
楜
卿
鯛
鯛
脚
脚

会
会
会
捌
会
全
会

立
立
血
試
立
立
立

０４．１１．２６

０４．１１．２９

Ｍ.１２．６

Ｍ．１２，１５

０１．１２．割

01.1.11

05．２．１－２．７

－９

０５．２．２１～３．

３０．５．９～６．１０

０５．２．４．８～９

0420

0421

0422

１
１
１
１
１
１
Ⅲ

１
１
１
１
１
１
坐
回

報
總
鞠
繩
報
繩
熱

695㎡

４３ｍ

6039㎡

１８㎡

７認ＩＹｉ

Ｍ５ＩＴｉ

ｕｍ皿㎡

塗
劉
西

似
燗
Ⅲ

､１２５鵬鍵;化jllLIXiW報ネットワークIwi辿設工馴

0126本荘111地化地区防火水網収股工Wl

Ol27製嬰Iili地北地区資料跡IMI水ili荷潮水修理工叩

0428糾鍵、地面地区樹木瀞1,J二噸

0429薬学部地区雨水設燗工Ilr

O430本荘lWI地Wl地区駐｣lmAIm塊轆ｌＭ工W#

0431則聖1N地区１１１筋同念迦新徽エリ’

0132教行学鰯附属中学校卒難紀念植栽等エリ’

0433教育学縮附属幼惟団掲示板極悩工馴

0434鯏蝋Mjlh区工学部危険蕊IllIM[改修エリ’（仮称）

0435照竪ﾙﾘ地区ぎく井設1W]ﾆﾘ｛（juhIl分）

似坊照嬰1W地区Ⅲ『務同念血改修:I:ﾘド

l170JIIRli1｢代

８１㎡１１－近世

１５，

１９ZUI

4.25㎡

１，別U2uf

L2m

OL945㎡

ｑ81㎡

192.5㎡

5.6㎡

62.Ｍ㎡

総IHMMI飛

賦畑・発掘

画猛

立会期葹

立会鋼従

立会剥充

立会洲ｉｉｉ

土師器・刎忠器

土師器・馴忠器・賜攝・胴銚

本報告Ⅲ

年報11

０５．２．４

０５．２．２１～２２

０５，２．２１

０５．２．２８，３．１４、

４．１

０５．３．１

０５．３．１

０５．３．１

０５．３．２

０５．３．９

０５．３．１０．１５．

１６．１８

０５．３．１４．１６

０５．３．２２

０５．３．２３

０５．３．２４

０５．３.型

０５．３．２４

０５．３．２４

０５.３．２５

０５．３・錫

週椛・遺物なし

週Ifi・週物なし

遺構・週物なし

年報１１

年報１１

年報11

在
漉
光
瀧
査
壷

閣
簡
閣
洲
鯛
卿

会
会
全
会
会
会

立
立
立
立
立
立

避隅・遮物なし

遺榊・逸物なし

遺構・遺物なし

遺構・避物なし

遺構なし。:LEiIj器

過M9なし

犬､:地区薬学部外灯設鯛ｴﾘ『

教Ｗ学部附属幼稚団遊具jIR股工耶

期鍵耐地区樹木植栽エリ＄

教fr学iIIlWlI3i中学校瀧imlhtluき鳩新設工事

舷Yir学HHIil属小学校遊ILjm皎工邸

(本荘北）附属鋳院機111厚生ガス荷工邸

(本荘北）中央診繊棟連絡棟11符工JIF

鼎鰹東地区教育学部附属鵠渡学校給水榛iliI水改傾'二MＩ

騏腔101地区JIF務同前樹木秘Iilg[JＩＦ

轟
雅
在
葹
荘
迩
先
漉
在

脚
脚
鯛
餌
潤
剰
測
鯛
綱

会
会
全
会
会
合
会
会
会

立
施
工
逝
立
並
立
立
立

0137

0136

0139

Ｍ4０

01011

0142

O443

0444

0ul45

遺構.、物なし

遮撫・週物恋し

遡繍・jM物なし

遺榊・遡物雄Ｌ

遮撫・避物なし

近柄・遺物なし

迫１１$・週物なし

遺栂・遺物なし

jHIIW・遺物なし

alIXI

414I㎡

６㎡

２ｍ

９.l8ITl

O8nf

L74nf

3355㎡

2005年鹿

０５．４．１９～０５０１卒荘、地iIi地区駐JIf鵬環境駐I同工瓢（迫､！）
４．２０

０５．４．２７０５０２騰学liiI附属掴院排水貯iW柚;IFンプアツプ排水符知修

０５．２．４～6.1004露（照腱）Ifl報ネットワーク館本体工NII

O５．５．３ＣＬＯ６０３（本jlI:）鯉k医学研究センター随設整備111藁（ﾀMII〉
６．４－

６．５

６．１４

０５．６．７０５０１小酬YiI弁埋設ガス配符iMIL1illO擢・新股工願
６．１０

血会綱轟２８㎡古代土師器・刎忠群 年報1２

血合IiNl症４㎡遺構,遺物なし

苑lMlW張1065.2㎡細文・古代竪穴【I:職阯;・掘立雑建物・1M文土

器・土IiIj器・弧忠器・叫色土M鼎

立会綱盗23372㎡遺構・遺物まし

年報１２

本報告、

年報1２

噸会鯛任７ｌｘＩ 遺榊・週物なＬ 年報1２

10



Ｉ櫛内遺跡と調査の概要

０５．６．９～

６．１０

６.】２

０５．６．２０

０５．６．２１

０５．７．８

０５．７．１３－

７．１４

７．１９～

９．３０

０５．７．１９

０５．８．１

０５．８．２～

８．３

０５．８．２～

８．２５

０５．８．５

０５．８．５－

８．１０

０５．８．８～

８．１８

０５．８．１８

０５．８．１８－

８．羽

０５．８．１９～

８．２９

０５．８．２４

０５．８．２３～

８．２９

０５．８．２５

0505（医桝）法仲・珂境稜飼（故ｉｎ,拠さ家IIi） 逝会餌益壷96㎡ 迫撫・迫柏なし 年紐1２

0506〈大江）薬学縮テニスコートフュンス取紋

0散〕７（卒荘81$）敷地境界ブロック改作工駆

０５(】８（叫聖〉lfNIlネットワーク酊仮股巡入EIIエリ（

0509（暁病）勝幹．環境麟佃（曳さ京．移動先）

血合飼狂

正会餌壷

立会倒壷

発掘寅去

遮構・近物なし

週撫・迅杓唆し

古代土師器・刎迎器

縄文・弥生催liiJ1l・in・土廊器・緬迎器
古項・ＴＩ『代

22遍正1

105㎡

`IO9m

ll47m

年報１２

年報１２

年報１２

年報1２

水雅団地北地IiKili水凪梓補作

敬行学部WlMi幼稚団物lEMalBl

(Ⅲ盤湘）工学IMI(12佼舎改修施設魅備等ⅡJ難－１

(胆饗M1）ｌ:学部他佼舎改作施肢陵恂等耶梁－２

隣学lIBlfl地区テニスコートlAi給水股備工JＩＩ

(XIＩ鍵llU）］:学部他快弁改修脳股拡備等Ｈ１藁一l

UlA饗胸）二I:学脇他校舎改作施般整憎等M1薬－２

本雛Ｈ１地（1W地区）ロ[〕I〔鳩、境益閑工醐(その２)、

(lUMl1hl）二[学部地位舎改作施蚊整ｉｎ等ﾘﾄﾞ柴－２

(照製111）Ⅲ学部他校舎改作魔皎整(a等邸藁－４

本荘Ui地011地区外灯故陶工】側

(烈髪Ｗ）Ｉ:学鰯他校舎政権施股確飼守りU乗－２

<Ⅲ饗I付）工学郁他校舎政体職股駐偏紳叩１乗－１

(鯏髪1W）：】:学部他校舎改作施股整俔等１１;乗－２

(瓜嬰191）：【:学部他校舎改修磁股益伯等駆藁-1

(MN鰹１N）工学部他校舎改修飽肢技緬等ﾘﾙ栗－１

(照艶I付）。:学齢他枕舎改修脳ljt駿偏等Ⅲ1乗－２

(川盤llj）工学:M1他校件改條施般整118鮴ⅢJ菜－２

(鯏竪1W）：[学郎他校舎改作胞股按伯等ﾘ螺－１

(医掴）鵬幹・環境雛Nｉ（Bしき家・現在地）

(瓜髪1M）工学ＩＨＩ他核舎改作施肢W1fW等111乗－１

(煕髪111）工学ＩＩＢ他校舎改作施設聾傭等)1Ｊ某一２

附属刎院脇iliガス孜伯改作工叩

(照竪北）学務郎倉H【取股エワｌ

(瓜竪Ⅲl）工学部他校舎改帳捻殴整備等耶藁－５

(胆饗卿）工学筋他佼舎改惟施股整伯報ﾘI藁－１

本荘団地北地区入jll院棟前スロープ取設J:１１１

本荘ITI地（北地I幻台風倒木ﾘl起し

(照竪111）Ｉ:学部他校合致條艦皎益恂等W1乗－２

O51l

O512

0513

工④

0513

理②

O5L1

0513

工⑤

O513

工｡

0515

0515

工逗）

Ｏ５ｌ３

工⑱

0516

0513

元⑫’

0513

工⑦

O513

工⑤

0513

浬③

0513

理①

O513

工⑪

O513

1Z⑩

0513

理①

O５ｌ７

逓
壷
盃
在
充
症
壷
壷
益

衝
圃
綱
綱
剰
凋
餌
倒
鋼

会
会
会
会
会
会
掘
会
会

立
山
虹
肱
立
立
発
立
血

7.6㎡古代

（ｌ９６ｍ

ｑ７２ＴＩｉｌｉ化

198.75mＩｉｌｒＩｔ

ｌ９９４ｎｉ

ｌ７Ｂｎｉ

８qI38m1Ui化

235鯛nfi0i代

l4TIrI

包含層・土師欝・瓶叫勝

迫揖・遺物なし

土師器,弧恩器

２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１

雑
報
報
報
雑
報

年
年
年
年
年
年

土師瀞・弧MK器

jHHI・遺物なし

週１１$・遮物なL

IlilllM;・士iml器・斌迦器 年報1２

迎加変更 111膳比・土師器・刎哩野

jllIW・過物たし

年報１２

年報1２

血会寓査雷QIzl遺構・遺物なし

迩会調壷ｉ1.4㎡週備・迫物なし

立全国症肱2㎡近柵一迫物なし

斑金餌症Ｍ７ｎｆ遺構・週物なし

血合飼充鰯１㎡遺構・追物なし

泓会調迩65.㎡Ⅲ綱・遺物なし

泓会鯛盃l20Z51TIII栂・週物なし

血会餌査21.6㎡遮構.、物なし

血会iUM壷２ＭＩＴＩiHM＃，週119なし

鉛1M調在６７p$㎡縄文・古代竪穴llihlihI；・縄文土器・土師器．

弧忠器

立会羽iIEI337nlXIIlI・迫物なし

年報1２

年報１２

年報１２

年11112

年報１２

年報Ｈ２

年報１２

年報１２

年報１２

年報１１２

年報１２

年報１２

年報１２

年報１２

年報１２

年報腿

0５．８．２５

０５．８．２５

０５．８．２５

0５．８．２９－

８．３０

０５．８．３０～

９.】

05.9.1～

９．１３

０５．９．１．

９．２０

０５.９．４～

９．５

０５．９．１２～

９．２７

０５．９．１３

０５．９．１４

０５．９．１５

馳
麹
唖
輌
駈
馳
剛
麺
唖
”
國
岡
駆
麺
騨
唾
唖
麺
鴎
感

jZ会潤充Ia75ZTl

jk会函査I39lT（

遮撫・Ｈ１物なＬ

遺構,、物なＬ

週１Ｗ.j､物なし

週１月・遺物なし

包含囮・ピット

週116・避杓なし

飛
在
症

倒
囲
ヨ

会
会
会

血
立
立

鋤ＩＴＩ

157.75㎡

ｑ刃ＩＴＩ

0５．９．１５ 血会誕充405㎡ 年報1２

０５．９．１５

０５．９．１５

０５．９・’６～

１０．２

０５．９．１６

０５．９．２７

０５.10.11～

11.7

05.10.11

05.10・’３－

１０．１４，

１０．１７～

１０．１８

０５．１０．１４

０５．１０．１９～

１０．２０

０５．１０．２１

０５．１０.２５

０５．１０．２６

０５．１１．４

０５．１１．７

０５．１１．７

０５．１１．１‘

’１．２１

０５．１１．２９

１２．１５

盃
壷
充

飼
閃
調

会
会
会

逝
立
立

近撫・皿物なＬ

遺構・遺物なし

±師欝・瓶皿器

年報１２

年報吃

年報1２

17.18ｍ

２型巴竝

Ｗ３１２ｍｉ１ｉ代

医学部illIdi掴院僚珊liIIM外輪水パルプIlR紳工叩

(医鋼）０;U央鯵療棟（化上）

(川饗1W）Ｔ:学郁他校舎改修施紋鐙個輔１$栗－２．３

壷
交
猛
撤
去

調
因
爾
剖
捌

会
会
会
会
会

血
立
血
立
珈

ｍＨＩ・遺物なし

週１１１・週物なL

Il婚｣blb・牌・土IiIi器・jUI忍器

iRIH・mllbなし

牲穴・」ZIMi器・緬忠器

年報１２

年報１２

年報1２

225㎡

57.6㎡

150㎡古代

本iI鯛l地（北地腫）醜jl〔ゲート拡傭エリ！

(叫嬰）lli慨ネットワーク股備兀耶

年報1Ｚ

年報1２

26】３３ZTI

736nii1i代

埋文嗣充室IAl稲改作URIit般伸１１:Ⅲ＄

(MN饗北）文法学nIMsmスヒ１－プ堕憎エリＩ

工学脇ものづくり翼腎溌折営工躯

(医糾）外来臨床研究煉玄IWIli凧境整備さ':Jll

蕊学郎in床室（茄床ilA霊）掬修工ql

lEnWIl処理センター賦外貯段lIR砿工耶

牧育学邪附Ｂｉ穂旗竿枕給水ﾘ1さ込み調水胸ＩＦ

(蝋化）：lイイラー数給水符袖惟：'二WＪ

則饗南匙区囲砥改作エリJ

uq腔耐）工学部他校舎辻作磁股整伯等噸難－２

正
猛
餌
鋼

会
合

立
血

騨
唖 ２０，

Ｍ㎡

遮冊・追物なし

巡櫛。、物なし

年報吃

年flll2

壷
査
姦
正
充
症
充

飼
閥
調
珂
調
餌
飼

会
会
会
会
会
会
会

斑
血
玖
或
蹴
立
通

迫栂・迫物なＬ

週構・遺物念し

週槻・遺物なし

迫H1・遺物をＬ

ｍｌｎ・週物なし

迫撫・珂杓なＬ

遺構，、物をＬ

２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１

報
報
報
雑
報
報
紐

年
年
年
年
年
年
年

唾
騨
麹
卿
》
唖
蝿

810,

38112㎡

５５ｍ

９㎡

３５㎡

1.1㎡

１２４３㎡

血会調壷，I8mHIi代帖嘱雌.Ｍ甚六 年報1２O513

r⑬

1１



３．これまでの鯛査と本脅収録の遺跡

住勵祉・稗・ビット・土師器・瓠

２
２
２
２
２

１
１
１
１
１

報
報
報
報
報

年
年
年
年
年

発掘調売２１UTI古代

血会測漉117jI1uf古代

工会割光８７㎡古代

成金i9Ul光２５㎡古代

血会鋼猫㎡

血会翻狂455丘ｎＩ

立会調充ｑ５ｪⅡｌ

立会閥充３㎡

立会調錨師5㎡

泓会飼壷１８耐

立会調症鋼6㎡

立会調狂82.731㎡

立会調症銘q5ml

血会調轟167㎡

血会鋼壷70235㎡古代

(鵬聖南）工学郎他校舎改修施般整備零W；漁－２

(Ⅲ鰹南）工学編他校舎改修施般確備報lIl難－２

(照鍵南）］:学部他校舎改修施般繁附舗叩(乗－２

(Ⅲ嬰南）工学部他校舎改修施脳雛備等111業－２

鵬髪南）２１:学部他校舎改修施殴稜Mi等馴業-2,5

牧脊学部iWfWlMB農場竹酸抜劉

(照腱向）：I:学部他校舎改修等施設整燗ﾘﾄﾞ難－１

(照髪ItI）工学IFE他校舎改修掩般整傭評ＦＩＩ蕊－２

(M1腱TIi）：l:学部他校轡改修施搬號備輔Ｊ１I紫-１

[)５．１１．２９－

１２．５

０５．１２．J１

0513

理⑥

0513

：[⑰

0513

.ｺ⑬

O513

工⑲

O513

工⑳

05:褐

0513

１２１

０５１３

工型

0513

工璽

0513

:Ig2il

O513

理⑦

０５３６

0513

11M⑥

0537

０５３８

恕器

土師雑

ビット・土師器・翻思群

包含愚・土師器・須恕器

遮榊・juI物なし

柱穴

遡榊・遺物なし

週暢・遁物なし

週１Ｗ・遺物なし

遺構・通物なし

適榊・遺物なし

避柵・遺物なし

遺舸・遺物なし

泄柵･遺物なし

土師器・須恵器

０５．１２．７

０５．１２．９

０５．１２．１２

０５．１２．１２

０５．１２.１３

０５．１２．１３

０５．１２．１３

０５．１２.1３

０５．１２．１４

年報１２

年報1２

年報１２

年報１２

年報１２

年報１２

年報１２

年報１２

年報１２

年報1２

(鼎壁南）：!:学部他校舎改修施賎怯臆等耶業－２

UlA礎南）工学郁他校舎改修施孜整備等邸藁－２

１１K学郁弓in鳩股備工卵

(１m腱南〉工学部他校舎改惨施設轆備等ｺﾘﾄﾞ雄一１．２

理学綴プレハブ念､！[新併工耶

(鵬嬰）１W棚ネットワーク館設側ｴﾘ『（imiⅡ）

０５．１２．１４

０５．１２・’５

０５．１２．１６

０５．１２．１９～

１２．２１．

１２．郡

IXi・１．６－

１．１１．

２．軒～

３．２

０５．１２．２２

０５．１２．２６

２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１

報
報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年

週柵・遮物なし

遺榊・遺物なし

本荘団地（中地区〉ゴミ置場取吸

(Ⅲ腱南〉Ｊ:学部他校舎改修施破独憎零J11乗-２

立会調狂

血会劇症

4a51nl

lOmf

O539

0513

jMl⑨

0513

浬⑯

0513

理⑪

0540

総ltI鋼姦８９，１古代 住勝雄・土師器・須恵器(MA腱附）工学部他校舎政権施般蔑憎等１J粟－２

(Ⅲ壁甫）工学部他校舎改修繩ＭＩＩ確備等珊業－２

本jiI;原地（ＩＩＪ地区）埋設ガス荷改作工郎

〈1M腱南）工学編他校舎改修Miilf魅伯舗叩【雛－７

(H1聖南）Ⅲ:学部他校舎改催施扱諮備緋｡】Ｉ業－７

(郷壁嵩）理学部駐桧塒整礪工111（辺カルiW近加含む》

０６．１．４－

１．１９

０(i・１．５ 丸会調流７０ITI

立会調充61.8ⅡＵｆ

珈会鋼盃lIml

jIZ会調在７()8㎡

虹会鋼流11106㎡古代

週櫛・遺物なし

週桶・週物なし

週柵・逝駒なし

遡撫・遺物念し

土臓器・須恕藤

０６．１．１０．

１．２５

０６．１.１７

蠅
轌
唾
率
剛

0６．１．２０

0６．１．２６．

２．２

2.10

２．町

０６.ル２３

２
２
２
２
２

１
１
１
１
１

報
報
報
報
報

年
年
年
年
年

遺撫・遺物なし(Ⅲ髪南）工学編他校舎改修施設妓佃等咽乗－７

<Ⅲ腱南〉工学郁他校舎改催施設整燗等ＭＩ３ＩＧ－２

(川腱南）工学部他校舎改修施砿葹備等馴蝿－１

(腿桝）悲幹・謝境益Nｉ（奥き顎・感動経路）

(MH鍵南）工学部他校舎改修施股益備等馴業－３

立会鋼充４５．４，

江会調益I2m

jk会綱飛４０㎡

0513

f［２７

０５１３

I22il

O513

工四

0512

０５１３

コ:３０

０５４３

０５４４

週Ｗｌ・遺物なし

逝榊・通物なし

０６．１．割

06.1.26

立会鋼韮

)Z会調壷

遺構・沮物なL

jMt綱・週物なし

0６．１．２７

０６．１．３０

14641㎡

6561㎡

RlIii播院敏興厚生施設闘漣整備

(騰辨）務幹・環境蕊ＩＨＩ（設備・山き蒙後）

血会調充

血会調在

適椚・遺物なし

週１１W・通物なし

年報１２

年報1２

06.2.13

01i・２．１６１

３・’３

０６．２．１７

０６．２．２０１．

３．７～

３．８．

３．１３．

３．１６～

３．１７

０６．３．１０

０６．３．１３

０６．３．割

０６．３．３０

3389K㎡

３９㎡

0545牧方学部附属幼稚園ブランコ胴ゴムマットホ賎

05‘１６（Ⅲ腱）怖報ネットワーク館新徹エリlに伴うﾀ麟工叩

血会翻斑

血会調壷

jHIW・逸物なし

U;居川:.土師器・須忠器

年報１２

年鰍1２

l2mf

l837IrI古代

〈叫腱）北地1通学生会館西INIバイク1,場鍛醐工Y１１

本』躯I地（tlDjIh区）渡り廊下jijl:Ｍｔ

(医桝）外来化学鯉法センター鳳外汚水配補工耶

ぎ木補修エリＩ

在
益
充
森

調
調
調
綱

会
会
会
会

止
血
血
立

２
２
２
２

１
１
１
１

報
報
報
報

年
年
年
年

４８㎡

５h5nf

l、2㎡

091㎡

遺柵･近物なL

jft柵・遺物なし

遮構・遺物なし

遺構・遺物なし

O547

0548

0Sl9

0550

2006年艇

0601教fr学部RlIBIBIu学校テニスーート移設

0602（朋磐北）接地工事

0603〈ｌｌｌ鍵北）資料鮒改修工１１$

0604（川鍵北）安料鉱改修ｴﾘＩ（麗外排水）

血会詞轟

立会調充

発掘調在

発1M欝悲

週Ｈ１・遺物なし

迩榊・遺物なし

土師器

土師器

３
３
３
３

１
１
１
１

報
報
報
報

年
年
年
年

０６．４．１１

０６．４．１１

０６．４.】１

０６．．１．１１－

．１．１２

０６・・１．１２

０６．４．１３

０６．４．１８～

０１．１９

５９１ＩＴＩ

６ｍ

32.1㎡

25.ｌ２Ｔｆ

古代

古代

0606工学部研究突験jEIIfMl(収殴エリ1

0605收送大学案内板取設工ull

O61)７（糾礎南）工学ＩＭＩ他校脅改修施設雛備等耶撫.９

斑会飼光

弘会鋼壷

泓会調狂

遺構・遺物なし

遺構・週物なＬ

適柵・週物なし

年報１３

年報１３

年報1３

019,5㎡

1.51m

5.2111

1２



Ｉ構内遺跡と調査の概要

従
従
礎
葹
光

餌
猟
剰
凋
阿

会
金
会
会
公

立
血
血
立
血

鰹１
０

辿頗
し
し
し
Ｌ
Ｌ

・
Ｌ
Ｌ
器

な
な
な
な
な
器
器
な
な
悪

物
物
杓
杓
物
師
節
物
物
弧

近
週
迫
遺
迫
上
士
迫
近
。

．
・
・
・
。
’
・
・
・
器

挽
柵
梢
掬
孵
大
穴
隅
備
節

近
遮
逝
遮
適
性
性
遡
週
上

(棚髪北）II1Ihi歩in庇軒袖修工耶

理学部駐麟l&ガス洩れ杣作

敬而学郁附属小学校透14新股

(黒髪南）：I:学郎他校舎改作雄綾整fQ等平栗･】

(鯛要南）工学郁他校舎改修捻設整備祥Ｊ１1乗.２

(HL髪南）工学郁他校舎改修Mi殻整備鰊Ⅱl黙.２

(無髪南昨I:学椛他校舎改作随股麟Ｎｉ縛りI蕊６

(照嘆）凧暁雀全センター総水配菅補作

附属病院BIl央触鰹擁折廿旺笂般閥工耶

附属病院中央齢撫棟I1fft楓捻設備（所生）工ﾘＩ

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

報
報
報
報
報
報
報
叙
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

ｔ
ｔ

い
い

ｆ
Ｉ

Ｊ
Ｉ

古
古

古

㎡
ｍ
㎡
㎡
耐
耐
㎡
減
Ｍ
ｍ

咽
、
蝿
型
酌
皿
劉
噸
測
噸

０
１

０６．４．２１

０６．４．２１

０６．５.2

06.5.11

(〕６．５．辺

５．２５

０６．５.露

0６．５．２２－

５．２４

０１i・６．１２

０６．６．１９

０５．６．２２

６．２８

７．３

０６．６．２７

７．７

０６．８．７

０６．８．１１

０６.８．１１

０６．８．２１

０６．８．２４－

８．２５

０６．８．３１－

９．１

０６．９．７

０６．９.１１

０６．９．１２

０６．９．１４～

９．１５

０６．９．２０～

０．２１

０６．１０．２

妬・１０．２

0608

０６０９

0610

06m①

0611

②

0612①

0612②

猛
盗
謙
先
先

潤
剰
例
餌
国

畑
掘
金
会
会

発
発
立
立
虹

４
３
５

１
１
１

脇
蝿
随

年報1３0612③（鯉髪Wj）Ⅱ:学部他校舎改耀施設整備聯叩醸-１ iZ食則搬21.98㎡古代 :11師器・刎忠器

週梢・遺物をし

遺獅・避物なし

遺撫・沮物なし

迫嚇・週物なし

３
３
３
３
３

１
１
１
１
１

報
雑
報
報
報

年
年
年
年
年

軟育学部附属OII学校給水管補勝工事血合閑雅1.7nK

(黒髪）プールIUmi家守凧境配鯉改修(アスベスト処班）エリＦＪＩ金岡企Ｕ”n．

医学部Wl岡綱院駐】IU9閲溝修理典会興従8.75㎡

教育学節離日餐薩学校蹴外人工芝張将その他工耶立会囲庄43051㎡

(照髪IIJ）エ学部他校舎政権施段整備聯印染３立食閃症20.7㎡

(IHI鰹]fl）．:学ill他校舎改作施設整備鎌耶鋼・２ｊＸ会鋼術０１．１ｌｒＩ古代

紋商学部附属小学校プール系統給水渦水補修エリＩ立会飼従２８㎡

(蛆髭南）］:学郁他校舎改修施設整憎守り1乗.1０丸会l脚葹l9Dlm

(鯉堅爾）２１:学部他校舎改作施設整燭等IＩ壌・1０血会円任MOIUi

<照嬰南）工学郎他校舎改修捻腫整伺守印案.10江金岡正型.96㎡

(Ⅲ髪南）工学ＩＨＩ他校舎改作施設整IWi輔J1Ⅲ雛.ＩＯｊＩ会NII雅55.1ITl

lIR婁南〕工学稲他校舎改O濃施設蔓億群１１幾２蝦DIIE105m
(鯉髪）プール附属家弊環糎配担改ﾘド（アスベスト処理）工血勤剰症４４㎡

叩Iその２

(医痢）現塊鞍筋（画傭恥】X場等）工率発掘､81艦aO7750TI古代

（5068ITI）

６
７
８
９
③
①

１
１
１
１
１
ｌ

陥
随
砺
砺
脚
呵

碑・土師器 年報1３

年報１３

年報１３

年報１３

年報1３

0620

0611③

0611⑥

0611⑦

遺榊・避物なし

週H1・週杓なし

週柵・逸物窪し

年報１３

年報１３

年報1３

0611③

0611⑨

0621

遮桶・避物なＬ

遺櫛・週駒なし

土師器・緬哩器 年報１３0６．１０．２

１０．万

１０．３０

１１．１３

０６．１０．１０

１０．１２

０６．１０．１３

０６．１０.’6

06.10.19

06.10．野

0６．１１．２

０６．１１．１７

１阯野

１２．４

０６．１１．２０

０６．１１.３０

０６．１２．１

０６．１２．１５

１２．１８－

１２．２５

１２．２７～

１２．２８

０７．１．４～

１．９

０６．１２．１９

０６．１２.鶏

０７．．１．２

０７．１．１０－

１．’1

１．１９

０７．１．１８

１．２２～

1．２３

０７．１．３０

０７．２．１

０７．２‐２０

０７．２．２６

，７．３．１

０７．３．６

０７．３．８

０７．３．８

０７．３．１２

０７．３．２０

０７．３．２２

０７．３．２６

0622

側鍵団地外灯】肛触その他ｺﾆﾘｌ

附属播院股Ni管理擁アキュームレータードレン管刈ｵL修理

(医病）基伸・凧境狡備（外灯）工邨

(医病）鵡幹按佃〈ボイラー肢傭他哩析）？I:ＵＩ

(大江地区）川水設備エリＩ

医学脇附属測院符理棟北侭外灯撤去工１１

(本荘）鷹学部保健学科校舎改催冠筑ARI1ifI:11Ｉ

遺柵，遡物なし

週胸・遮杓まし

遺構・泣物なし

逝撫・迅物なし

遺捌・ｉｎ物なし

血会釧在

立会捌光

正全国光

逝余風在

立食囚充

血会飼従

血会潮流

年報1３0623 2a79Ｍ

３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１

雑
報
蛾
報
報
報

年
年
年
年
年
年

216㎡

296.01㎡

l0a7ni

O2`1ｍ［

２８㎡

型1ＭＭ古代

O62I

O625

0626

0627

0628

0629 土師器

11A髪南地区正学縮迩lUP1lM辺植栽

遼歴団地防火lil水撤去ｴﾘﾘ

ﾘI務同正門樹木M【伴え

(出鍵甫）：l:学部他笹舎改作施投整備等11$乗.６

立金潤荘

玖金期先

立食測葹

発掘飼従

逝構・通称なし

遺構・遺物なし

、樹・週物なら

土師器・孤理器・動物升

３
３
３
３

１
１
１
１

報
報
鍬
報

年
年
年
年

０６３０

０６３１

0632

0612①

15㎡

5693㎡

336㎡

1627㎡古代

0633本荘北地区llIOHH[J1[鳩歩j､現境慈備エリド

0631（本荘）医学liZIM健学*l校舎改修機械般陶エリJ

O635Rl風養護学校ガスiUfL繁急逝会

雅
代
従

調
倒
風

食
灸
灸

私
立
斑

週１月・俎物なし

遮構・週物なし

年報１３

年報1３

2913”urI

ll3`蝿、

週ｉｎ・週輪なしl3L45ni 年鞭1３

0636理学部４号航押降賂収設]:川Ｉ 船１M脚代３Ｄ弱､ｌ古代 土師器・脱忠器・鰯 lizIfll3

(本荘）医学脇１Ｍ他学科校舎改修工馴

〈字留毛）ゴミⅢ匙場IIz股工ｗＩ

(本荘）医学､'保健学科校舎ＣＴ)Wi接比ｴﾘ１

期礎団地北地区181命堂ガス鯛れ調先

(本荘中）騰学IHllIOI斯所取り塊し工u,，

字FIF毛団地災郷iulHエリＩ

(鵬塵１１$〉理学IMB裡塞取りj翼し工事

(IIi地区）西側UIl随改作I:願

本荘蒲地区テニスコート｣M1醜給水管旧水:,:１，，

(医癖）鞆境魅伯（救緯棟改俸）捜依故旧]:１＄

(紋）附属幼雛団IHI障改M5rmI

曠鯛〉環塊駐1Ｗ（山崎肥念IMI外部改11F）工耶

狂
舵
企
流
碓
従
葹
従
雅
猛
任
髄

鋼
劇
飼
岡
岡
閥
劇
掴
瓜
圃
関
鋼

全
会
会
会
会
金
会
食
会
会
会
食

血
立
立
立
虹
以
庇
立
立
立
遡
立

逝榊・遮物なし

週旧・過物まし

遺構・遺物なし

juIW・遮物なし

遺櫛・ｉｎ物をL

HRIW・遡物なし

二h節淫

週１日・遺物産し

近撹・避物なＬ

迫り9.週杓なし

適構・週物なし

週柵・jIIl物なし

吋
醗
瞬
卿
螂
呼
蠅
畷
職
嚥
職
“

３１１２㎡

３５㎡

･lj35ni

l52mi

５２.dI2nf

l湖B2nI

1OL7rI古代

５５』爵1㎡

763ｍ

5-77㎡

25.7,1

1」5111

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
。
１
１

報
報
報
報
報
報
雑
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

１３



３．これまでの調姦と本書:収録の遺跡

2007年度

(散）附腐鍵纏学校東１１１１聯改修エリＩ

(本荘）厩学部回併講縫擁新燃戎ﾘ【

教育学縮附属幼稚団飼ff小屋躯設ＪＺ１ｌ

(騏髪南）工学編他校舎改修施設整禰繍叩f業－６

(鵬髪南）新徹工事に伴う樹木移植兀耶

(医捕）＃(HjWi新常エリド

(医痢）］I(；ihIIm新徽'二伴う支障配線jM8：IZUr（砿気敗備）

(黒撰ili）工学郁他校舎改修施設整Mi鱒Ⅱ｢業-13

醐会調迩

試掘鋼狂

立会鋼在

正金調壷

遺構・jut物なし

溝・枯穴・土器

遮臓・迫物なし

週相・迫物なＬ

土師器・緬忠器

年報Ｍ

年報Ｍ

年報Ｍ

年報1`１

２㎡０７．１．１０

０７．４‐１２

０７．４．１３

０７．４．１６

４．２０

０７．５．７～

５．８

０７．６．７

０７．６．１３

０７．６．１９

６．２１

６．２７

０７．６．２０

０７．６．２０

０７.６．２５

０７．６．２６

６．２９

７．１０

７．１８～

７．１９

０７．６．２８

０７．６．２９

０７．７．３

０７．７．０１

０７．７．９～

７．１０

０７．７．１７

0701

古代

1821㎡

ClIUf

0702

0703①

壷
壷
猫
垂

餌
潤
棚
鋼

金
捌
会
会

血
拭
江
血

116㎡古代 年報Ⅱ07Ｍ

週梢・遺物なし

遺槻・iii物なし

年報１４

年報1４

７㎡

4御2賊

0705

0703②

ｏ７ｕ６本荘南地区保健学NjmiIIIIll雅傭

Ⅲ髪北地区総合研究111新徽こ】二Ill

O703③（鯉髪ifI）工学編M1校舎改作倦霊舞哨繍叩1乗-13

０７０７（本荘）躍学郁図緋講綻棟新徽工耶

通
光
正
壷

綱
綱
調
調

会
捌
会
会

立
賦
私
立

ｉｎ栂・遮杓まし

柱穴・土器

週槻・逝物なし

(－次掘iiIl立会）

年報１１

年報101

年報11

年報1４

174㎡

３Ｍ㎡

大教センターihlmI雨水符つまI)催JR！

(本荘北）仮設渡I)廊下収設エリｆ

(黒髪TIi）Ｉ:学臓他校舎改作施設整佃辮聯業6,14

(京町）紋和学郡附属小810学校仮設校舎取設工噸（愛M1）

(黒嬰1W）：I:学部他校舎改修施殻確備錦小乗ｂ６

<医綴）盤仲・環境壁偏（旧中央鯵縦棟取り壊しに伴うｎ世気

蝕傭）工ｌＩｊ

(黒髪南）工学郎他校舎改修施設粧欄聯Jlf業-13

qlA鍵1W）工学部1h校縛改惟雄設益(Ii癖zlI業-13

(本荘）医学部回密謝罐棟新憾エリＩ

杢
狂
在
充
識

調
調
鋼
潤
調

会
会
会
会
金

塊
立
立
立
血

４
１
４
４
４

１
１
１
１
１

報
執
報
報
報

年
年
年
年
年

通1Ｗ・遺物なし

週'111.週物なし

週柵・週物なし

遺構・遺物なし

遺構・逝物なし

O7Uj

O709

0703④

0710

0703⑤

Ｌ50㎡

４３５㎡

弧ＩＴＩ

‘１０㎡

58.75㎡

珈会調壷834㎡ 年報1．１遮綱一巡物なし0711

１
２

③
⑥
町

”
”
町

姦
通
査

禰
鯛
醐

会
会
娼

血
血
発

遺柵・巡物なし

逝柵・週物まし

縄文・古代縄文時代石器・縄文土器・土師

器・刎迎器・古代鉄器

（－次lMnlI）

迦描・過物なし

週榊・遺物なし

遺構・避物なし

縄文,古jIi・縄文土器・土師器・緬恵群・灯

古代･近泄器・古代鉄器・銅製椅桁・脇什・
宋鋭

週柵・逝物なし

遮撫。、物なし

古代住居士・ピット・土師馨・緬恕器

年報Ｍ

年報Ｍ

年報1４

０７．７．１７

０７．７．１９

０７.７．３０～

９．３

０７．８．７

０７．８．１０

０７．８．２２

０７．８．２３

０７．８．２７～

１０．２５

1.576m6m

3oOp8IIl

L590IrI

(医病）來捌楓新徽工H1『

薬学部朏外給水符湖水修理工Ｊ１Ｉ

(黒髪iW）理学部１２号館掲示板取設ごIﾆﾘﾘ

(黒髪浦〉工学部他校舎改惨施設益備群耶業.１９

(篤痢〉＃[掴1M新常兀１１「

血会調在

立会3M盃

血会餌狂

立会餌査

発ＩＨＩ禰在

本報告Ｖ

年報１４

年報１４

年報101

本報告Ｖ

２４㎡

１㎡

15.7㎡

209㎡

569L29㎡

0712

0713

07ﾙ1

0715

0712

年報１４

年報Ⅱ

0716本荘南地区耽駆鳩111入'二l楚傭立会諏症

0717（藤綱）鵜紳・環境益愉〈111kF央鯵蝿ｷ１１(取り塊し'二伴う機械、L会禰正
設備）］:JlI

O7UB⑦（黒鍵iIi）：]急学部他校舎改作施設整備聯Ｍ１業6.16総1M調在

”４８㎡

９３TＩｒｉ

０７．９．３

０７．９．Ｍ

１０．３

０７．９．２５～

９．２７

１０．２

０７．９．２７

１０．１～

１０．２

０７．１０．４

１０．１５～

１０．１６

１０．２２

１０．２５

０８．１．３０～

１．３１

Ｚ・’３

０７．１０．１９

０７．１０．２６～

１１．２８

１J７．１２．３～

1２．１

１２．６～

１２．７

０８．１･’８

０７．１２．５

０７．１２．５

１２．１１

０７･１２．７

１２．１０

１２．１２

０７．１２．７

０７．１２．１０

12.17～

１２．１８

０８．１．１６－

１．１７

０７．１２．１１～

１２．２７

年報1４野５５㎡

発掘綱丑26432ｎｆｉ１ｉ化餌・土師器 年報1４､718（六打:）鋼学部本飽耐震改修工耶

施会閣杢308鶴㎡弥生・古代ビット・蔀欺･Iご器・土師器本報告Ｖ0719（京可）教方学部附属'１､`１$学校校舎繩改修エリI

血会調王ｚ５ｎｆ巡栂・遺物なし年報1.1

発掘調症2303㎡弥生・古代竪穴lli暦一ビット・溝・弥生土本報告Ｖ

器・土師器・緬恕器・打製石鑑

:IX会翻壷1.309,5㎡称４１二・古里穴tl鵜・ピット・弥生土器・士本報告Ｖ

代.近世・翻器・狐悪器・近ilL近代陶磁器

近代

那務局M1側等屋外総水符補作エリド

(京町）紋商学部附FII小中学校校命聯改惟工那

(京町附掴小中）校舎聯機械設働改修

0720

0719

0721

年報１４

年報1．１

07鑓（黒鍵）工学部８号IWIMi改修その11,工馴

0723（無鯉）工学NNN８号館IAl部改鯵冠筑股隅工H1Ｉ

立会鶴盗

立会調盗

９７㎡

1`1.1,1

遺構・遺物なし

遮構・週物なし

0724（本荘'１１）腫学郁選礎研究棟（Ｃｲj11とりこわし）工11F立会調狂1.000ｪＴｌ古代土抗，ビット・ﾆﾋIlllj器 年報1４

年報101

年報1.1

０７２５（京日｢）紋１F学部FllinI'1,.1P学校校舎等改修HLA〔股傭工那

0703③１（黒饗WI）Ｉ:学部他校舎改修施設雛附騨Jll業.6,18

施会鬮壷９０㎡遺僻・遮杓なし

血会綱査１`1875㎡古代？ビット

絶jM調杢11265㎡弥生・古里穴HHI計・ピット・近代土坑・弥
代・近似・生土器・土師器・瓠忠器,近１１t，

近代近代陶磁器

立会調査１１㎡避柵・遮物なし

)Z会調蕪94.5Ⅱ㎡週柵・週物なし

年報lil0721（京町附属小『1ｺ）校舎聯機械設備改推

年雑Ｍ

年報Ⅱ

０７２６医学部鶴礎研究棟北側喫煩所

0703⑨（無鍵１W）犯学部他校舎改修施般繋備聯馴業-20

０７．１２．１９

０８．１．１６

1４



Ｉ榊内遺跡と調査の概要

(鯉嬰）エ学部８号飼餅震改鯵機械離備工躯

(肌嬰）工学ＩＭＩ８号跡IAl脇政権機俊醗倫エリＩ

(瓢嬰ifI）：】:学部他校舎改修施設強編等耶業5,18

(肌型111）工学部他校舎改修施醗益備等珈粟.10

(煕腱ifl）］:学部他校舎改修雄股妓備等剛l業6.18

(叫腱１W）工学部他校舎改俸捻般整備等UU乗6.18

(鯏幾lliルドイラー等撤去工馴

(}M盤北）牧布学部附随特別支援学校防火用水梢撤去エリＩ

(瓜鍵１１ﾘ）’1］1W松処理センター改修

(本ill;）INF別商1m受矼棟1N築加１１

(医禰）旧01'央鯵縦１１１(とりこわしエ111

(Ⅲ髪:に）排水路MII二I部ツェンスMjkl1工IIJ

医学部係髄学科ボイラー川地下Ⅲ柚タンク撤去工Ｍ１

(大刮:北）獺学liBirI助lfl水I､撤去工RlI

UIl饗iW）ボイラー侭突撤去J:91「

(本荘1脚）陵学郎膿健学科記念碑取設工１１

(Ⅲ饗北）111剛漉愈灯取般ｴﾘ『
避
壷
盗
在
盃
巌
光
盗
巍
充
在

調
製
鋼
調
調
調
調
調
劉
鋼
綱

会
会
会
会
会
会
会
会
合
会
会

立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
沌

Oij・】・Ｚ２

０８．１．２２

０８．１．２３

０８．１．２５

０８．１．２９～

1．３０

０８．２．１

２．４

０８．２．１１

０８．２．２５

０８．２．２７

０６．２．２９

０８．３．１１

３．２６

０８．３．１７

０８．３．２１

０８．３．２１

０８．３．２５

０６．３．２７

０８．３．３１

０７２７

O728

07U3⑧２

0703⑭

0703⑧3

0703⑥廷Ｉ

Ｏ７２Ｐ

Ｗ３０

０７３１

０７３２

０７３３

0731

0735

０７３６

０７３７

０７３８

Ｗ3９

遮榊・週物なＬ

遮栂・遺物なＬ

遮栂・週物なし

週ＩＲ・遮物なし

土師膿

４
４
４
４
４

１
１
１
１
１

報
報
報
報
報

年
年
年
年
年

12ｍ

２ｍ

８９㎡

２UＯｍｉ

９６j7ni古代

5302㎡古代

３８m８ＩＴｌ

４ｎｉ

２５㎡

９１㎡土lilj器

別IJI

５０３ITl

lOIZf

７３m3Irl

208ITI

365㎡

10.135㎡

土師騰

週柵・遺物まし

週描・遺物なし

週1Ｗ・遺物鞍し

４
４
４
４

１
１
１
１

報
報
雑
報

年
年
年
年

週柵・泄物なし 年報1４

先
韮
盗
鉦
識
壷

禰
綱
調
調
調
調

合
会
会
会
会
会

立
立
立
立
立
立

iii1脚・ilt物准し

通梢・jHt物なし

jHIW・過物なし

jualH・過物なし

遺榊・週物なし

４
４
４
４
４

１
１
１
１
１

報
報
報
雑
報

年
年
年
年
年

2008年度

0601〔医病）IIJDII央総微M1とI)こわし二[:Ⅲ「（辿加）

O6021Mi風'1】学校nA水御Ⅱ:l:TII

O603薬学編纂硴剛軒理舎ガス符改修エリ『

０６０１（本荘北）駐liilll取塊Ｌｴﾘｌ

ＯｄｉＯ５（朋嬰卿）ボイラー寵南側給水管湖水修理

06,6（鯉嬰）Ｗ地区禍利施股支陣配管緋兀Uｚ

０８．４．２

０６．５．７

０８．５．２０

０８．５．２６

０６．６．５

０６．６．６

６．１９

６．２３

６．２６

７．４

７．１０

７．１８

７．２８

８．２５

１２．１

１２，８

０８．６．２０

６．２５～

７．１

７．２８－

７．３０

１２．４

１２．１８～

１２．１９

０８．６．９－

６．１０

０６．６．１８

０８．６．２３

７．１

７．３～

７．４

７．１５－

７．１６

０６．７．１０

０６．７．１１

０１j・７．１１

０８．７．１５

鱒｡８．１８

０８．８．２０～

８．２２

０８．８．２１

０８．８．２１

０８．８．２９

０８．９．１

０８．９．９～

９．１０

０８．９．９

０８．１０．６

０８．１０．９

１０．１０－

１１．２８

０８．１０．１０

０８．１０．１５

０８．１０．２８

０８．１０．２９

０８．１１．４

０８．１１．６

０８．１１．１０

０６．１０．１０

壷
従
壷
在
任
壷

讃
調
餌
譲
調
灘

ム
雪
〈
蕊
ム
麦
〈
寒
く
塞
今
三

立
立
立
立
立
立

遮栂・遮物なし

遺構・適物なL

iRIH・逝物なし

逝栂・近物なし

週構・遺物なし

土師器

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報1５

ZOIYI

２㎡

18171

11.1ERI

２m

306L46m古代

o80Ii〈叫卿１１j地区柵利施般支障腿補杵工蛎 発掘調疵125.2㎡古代 榊・ピット，」も､ＩＩ群，鋼MH器・近年報１５
代陶磁器・JJ器

(本淵:）腱学細因幡欝鍵棟iWN鞍機械股煽エ小

(鯏壁北）有機系廃液処理腫毅M〔開給水管渦水修理

(肌髪iW）柵iII施投BI木移IiI:1二!〃（inｶｌｂ

血会調充29.7㎡ 遡梢，遺物なし

遮梢・遺物なし

碑・化膳hI:・土師鑑・石器

0807 年報1５

蠅
如
０
０

立会綱壷

立会剰壷/

発掘鬮姦

O31TI

235ni古代

年報１５

年報1５

字iW毛団地給水符補作エリ『

(糾饗lIi）共'11棟、４階改作矼気設傾エリＩ

(Ⅲ饗ili）掲示板移設エリリ

(本荘[I'）曝学脇鴻礎IIfIAl肺TI『ガス便管柵れ修理

(医蜘）煕綱棟斬僻エリ『

(医綱）東綱棟緋櫛:I:１１１

(本荘191）こばと1糠『Ⅲ支障錐礎等撤去エリＩ

(本荘'１１）灘学総雅礎IlilAJ1i水逝配笹調れ修理

:iどlW毛IHI地ilbタンク掛概線補修]:1Ｊ

(ML腱北）ポンプ溢酒1M給水鉾Ni水修理１１

(照鍵北）文法学H'1本鮒改修1W側支障物撤去工邸

本荘Iill地（北地区）渦腹IMiliW舎埋股赤ス楡修理

本荘IfI地区保健学科〕I[側UIl障整M3

(護肥）体YrmHil震改修その他ｴﾘＩ

立会綱去

立会調査

立会調鎌

典会調森

立会調盗

発掘調流

立会鬮轟

立会調壷

巫会鵬壷

立会翻在

虹会調壷

立会調壷

立会調轟

一次掘椰l／

発掘調轟

立会調従

立会調壷

立会調狂

立会調従

立会調姦

立会鋼壷

立会調遜

立会羽壷

０
１
２
３
４
４
５
６
７
８
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

肥
偲
岨
明
肥
鱒
鱒
肥
肥
肥
肥

遺構・逝物なＬ

週111．遺物唯し

週１N・週物なし

週Ili・週物なし

弥生ｉｉｉ発見

弥生・古代称4k土器・土師器・額迦器

遺撫・通物なし

遮柵・遡物なL

jut1Ii・ｍｌ物なし

遺柵・逝物なし

遺柵・通物なL

jRMI・週物なＬ

ｊｈ櫛・Ｈ１物なし

繩丈･古城・縄文土器・石器（lijlt時代玉．土

古代iii器・打器・人骨

遮榊・週物なし

遮榊・避物なし

廻附・週物なし

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

２ｍ

３６㎡

41.1m1

2.,12㎡

８KTＩ

212㎡

ｌｍｌ

ｌ７７ＪＴｆ

ｑ９６ｎｆ

２１㎡

802ｍ

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報1５

年報１５

年報１５

年報1５

１
２
９

２
２
１

肥
肥
肥

品jlnf

30,ｆ

694.95㎡

08羽牧商学郁附属聯別支援学校Ｎｉ水圏壷細作工馴

08201（本荘lⅡ）暖学部保憾学科喫聴所取設エリ１

０６２５（医摘）麺刀工mjDh但金

0826（叫壁111）』tlllIIl朋礎３捌木伐採Ⅱ移植工Wl

O827fi高IHI枝l20jM年紀念掴IHl

O8錫（本荘）こぱと保府116改築近気数億工馴

08鱒（熈嬰凸化）学務部プレハブ倉bM改作閥1機股備工期

0823軟向学郁附属聯別支援学校鯛水餌猛補作工邸

4.8nl

O8nf

l2u5m

44.55㎡

0.25㎡

lu7ni

２５㎡

,lBITf

５
５
５
５
５
５
５
５

１
１
１
１
１
１
１
１

報
報
雑
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年

週梱・週物なＬ

jnIII・避物なし

週111.週物なし

1５



3．これまでの調森と本書収録の遺跡

(本湛市）医学部係髄学科喫煙iWIIX設工１Ｊ

(医鋼）瓶カエリリ負担金

(黒嬰爾）共用棟黒髪３樹木伐採・移植工馴

訊[高開校12ＭJ年記念植樹

(翻空）こぱと保育団改築Ｈｆ笂蔽傾兀J1エ

(隅嬰北〉学務部プレハブ倉庫改修機械殻傭工馴

(本荘）こぱと保育団新衛機械殻燗工珈（変Ⅲ2）

韮
発
売
交
流
充
馴
赫
迩
狂

櫟糯翻郵鐸蠅螂辨鍔辨

遺構・遺物なし

泄栂・遺物なし

５
５
５
５
］
。
５
二
□

１
１
１
１
１
１
１

報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年

代凸
Ｉ

殻

㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡

８
５
５
５
７
５
５

，
釦
幅
哩
皿
２

１
１

０８．１０．１５

０８．１０．２８

０８．１０．２９

０８．１１．１

０８．１１．６

０８．１１．１０

０８．１１．１８

，．１９～

１１．２１

０６．１１．１８

１１．２０

１２．２１

０８．１２．１

０８．１２．３

０１j・’２．１０

０８．１２．１１

１２．１５～

１２．１９

０９．１．１３－

２･’９

０８．１２．２２

１２．２４～

１２．２５

０９．１．５－

３･１０

､６．１２．２．１

０８．１２．２６

０９．１．２０

０９．１．２２

０９．２．２

O821

0G25

0826

0827

０８２８

０８２９

０８３０

週榴・遺物なし

遮楠・遺物なし

土師器・石器

0831〈渡M1）体布館耐震改修機械設備工耶 iZMi;・遺物なし 年報1５1133㎡

文法学邪講義室北側給水符湖水調狂

(凪髪北）軟育学部本航東側汚水枡111催エ事

(本荘中）共用研究棟新世工事（変更）

(医描）東繕棟新憐機械設備（衛生）工率（変奨）

通楠・遡物なＬ

遺榊・遺物なし

恕曜石

ピット・性居吐・土師器・須恵

器・弥生土器・縄文土器・石器・

鉄器

立会訓在

IZ会鯛壷

正会綱壷

一次掘削/

発掘譲壷

0832

0833

0834

0835

ＬＭ㎡

1.1㎡

1413㎡

580㎡

年報１５

年報１５

年報１５

年報1５

0836qIA髪北）教育学部本館・文法学部本館改修慨械般憤エリ３－次蝿IiIi／I56541ri古代
（変咀その１、その２）発掘綱盃

灘・住居趾・ピット・土師器・領年報１５
忠器･石器

天闘iM稜120周年記念植樹（迫力Ⅱ）

(醗鍵北）教育学部本館改修南側耐麓hUiMiエリＩ

(黒鍵南）備蕃倉肱取設エリＩ

(黒醍耐）Tfj地区ボイラー室改修工J1＄

(黒髪南）ものづくり実習まⅡ新鴬に伴う支障樹木伐採・移

柵工事

(本溌）医学部図11『舗鍵棟墹築機械設備工｡１１

(無獲北）ボイラー煙突撤去エリ『

(無鍵北）赦育学部本鮒・文法学部本liii改修湿気麟備]二ﾐﾘJ

立会柵猫

立会調充

立会調猫

正金調笠

立会鯛杢

立会調描

立会iiM盃

立会劉在

立会調盗

立会調轟

立会潤盃

過構・遺物なし

遺撫・遺物なし

週柵・迷物なし

遺柵・遺物まし

週榊,週物なし

当EMIＩ・適物なし

遡構・遺物なし

週１１；・遺物なし

逝櫛・遮物なし

週櫛・遺物なし

週榊・遺物なし

逝撫・遡物なし

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報1５
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0９．２．１

０９．２．５

０９．２．１２

0842

0843

0844

(愛更）

<黒髪１判）棉祉施設新築工螂

(壌東町）附属幼稚園北FUI改催工聯

偲髪北）教育学部本航改維（幽璽〉

(鯉鍵北）丈法学邪本館改修（変更）

０９．２．１ｚ

0９．２．１３

０９．２．１３－

２．１９

０９．２．２３～

２４

２．２７

３ｐ４～

３．５

３．１３

０９．２．１６

０９．２．１６

１
２
１
５

瞬職岼一峰一 立会調轟138.17㎡ 年報1５

Ｏ８ｍ９照鍵Iill地（北地ＩＺ）外灯墹改その他工勵J

m50（渡鹿）体育館耐震改修擬蛾設燗工瓢（迫力[]〉

0851（医蝿）水路蓋改修工馴

0852（鵬髪爾）排水ポンプ遜源エリ1

0853（黒髪南）ものづくり突問型Ⅲ新徴趣気般備工珊

O別７－３蝿髪北）教育学部本館改修（変更その２）

０８５４（煕醒北）北地区ボイラー室改修ｴﾘ1

08魂鴫醒北）北地区ボイラー室改修ｴﾘ『

ｊ
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遺構・遺物なし

遮構・過物まし

遣椛・遺物なし

遺構・泄物なし

遺構・遺物なし

適柵・遺物なし

土師器・須恵器

ビット・竪穴住居hlK・逝状遺構・

±鱗墓・竃・土師器・頬忠器・土

製紡錘2Ｍ

避柵・遺物なし

遡榊・遺物なし

遡構・週物なし

年報１５

年報1５

３菰

1332㎡

８㎡

１㎡

ｕ5㎡

244.6㎡

１２m｢ｆ

ｌＯ６ｎｆ古代

０９．２．１７

０９．２．１８

０９．２．１８

０９．２．２３

０９．２．２４

０９．２.２６－

３．１２

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報1５

(黒獲嚇〉lHIW報処理センター改修逝気設燗エリｌ

(黒嬰南〉ものづくり典習叢Ⅱ新懲、IF

(無獲耐）lnIfi報処理センタースロープ取設:I話Uｌｆ

立会訓罐

ＪＩＫ会綱交

立会調斑

年報１５

年報１５

年報１５

0９．２．２６

０９．２．２７

０９．３．３
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20.85㎡

60.99㎡

33.11.1㎡

(内ll2nf）

117㎡0858〈黒髪北）教育学部本館改修東IMlih栽工卿 血合調症０９．３．４～

３．６

３．１１

０９．３．６

遡構・週物なし 年報1５

(鵬鍵間）共用棟照髪３節鰹改修機械設燗エリ＃

(黒髪nW）ものづくり実習室Ⅲ新営鰻械設備エリ『

(黒髪北）丈法学部本鮒改修東側植栽工砺

立会調狂３．６㎡

（0.32㎡）

立会訓織115.別㎡

（i7Thlmf）

立会調轟336㎡

逝構・遺物なＬ

逝織・週物なし

年報１５

年報1５

O859

0860

0861

0９．３．６

３．１３

０９．３．９～

３．１１

３．１７

０９．３．９

０９．３．１０～

３．１１

０９．３．１６

３．２３

０９．３．１７

過織・週物むし 年報1５

(期鍵爾）共閉棟恩髪３耐震改修電気股備工事

(無鍵爾）ボイラー室他改修機械識備工駅

(蝿擢北）環境粧縮（排水等）エリＩ

(期饗醗）南地区ボイラー霊周辺外榊工瓢

(蝿鍵北）学生会館北TW排水鎌工EIU

(蝋撰北）北地区ボイラー寵周辺外撫工:11

鱈彌）カーブミラー取投工IＦ

査
撤
撤

鯛
調
調

会
会
会

立
立
立

遺構・週物なし

遮構・遮物なし

仕居M:・ピット・土師器

年鞭１５

年報1５

２１㎡

９８５㎡

(4.861㎡）

119.99㎡

0862

m;63

0864

0865

年報１５

年報1５立Ｉ会調充393.78㎡

（1.12㎡）

立会綱杢18㎡

立会調壷37.24㎡

（16.1㎡）

立会調光２㎡

遺構・遺物まし

0９．３．２３

０９．３．２７

遺獅・遺物なし

遺構・遺物なし

年報１５

年報1５

0866

0867

週樵・逝物なし 年報1５0９．３．３１ Oil68

1６



Ｉ構内遺跡と調森の概要

2009年度

090】（照嬰閣）西Ｉｌｊｌ改修植縦移捌工班

0902（叫髪南）鱈IIIj改鯵工郡

0９．４．１５

４．１７

０９．４．２０

４．２２

０１．２４

４．２７

６１．３０

５．１

５．２５

５．２７

５．２８

０９．１．２３

０９．５．８

江会ＭＩ流１８u刊

立食剥推422㎡

週柵,遺物なし

I念願・塀緋設$二際しlXIiUILの住lii；

壮らしき迫構検出

それ以外遮榴・遺物ゑし

0903（本荘中）DII地区柵内カーブミラー取股.ru1正金iiW光1.19Iri

O90.’（字iW毛）学生寄宿舎駐鰭塒iWi営工邪立会劇壷115.61㎡

（16㎡）

0905（無嬰閥〉離外鯛水管改修エリＩ立会測在5.8㎡

０９鯛（大江）蕊学邪ff薬フロンティアセンター新営その他]含J1「立金閣症191.1㎡

（0.8nf）

0907（底摘）鰭幹按lhI（冠麟交換設旧更新）：Iﾕﾘｌその１（愛災）血会INI在１”２１㎡

（】IA8mf）

0908（医病）器幹腱備（電話交換設備更新）工叩その２血合iWI壷１．６Irl

O909（大江）薬学擁樹木伐採■移植工耶立会禰壷42.7ｍ

ｍ0,18㎡）

0910（隅腱北）ガスIiil蒜修理立会鋼在３，

０９１１（大江）薬学IlBfr蕊フロンティアセンター転営その他魎菟譲立会潤在3.24㎡
備工躯

0912熊本大学照製Iili地（東地区）インフラ麟備血会綱充１０ａ５１Ｕｆ

（1.2Irn

O913（MA鍵北）非常勤議師樹irI施設屋外給水管踊水修理血会i1W壷0.6㎡

0913（鵬曜北）糠別支按学校墜外給水管瀦水体理立会､61壷0.8,

09Ｍ（照髪北）文法学部卒IMI耐震プレース離職吉ｵﾌI)エリＩ丈会捌在７㎡

（3.5ｍ）

0915（宇斜毛）ｉＷ学生禰舎新営逓気醗俄工ZII〈近加その５）正金刺を２㎡

０９１６（本荘u;3）動物資源開発研究捷鰻棟南側1週外配管溺水作理斑会翼従３㎡

０９１７（本荘中）栂IAl通路屋根取股工叩延会禰壷８．０(ilTI

（0,1ilIIf）

0918（叫饗北）牧汀学部本館･文法学部本館】1期改修機俄股IniエリＩ地金鯛盃50.37㎡

０９１９（鯏髪化）文法学編本如Ulill改修外IW工?ｌｌＪｋ会iIuI壷461.8ErI

D920（H1竪北）文法学部本館IIIlll改修束011ﾀHII工那立会iM充3,56,

0921（黒髪北》牧方学部本簡･文法学部卒蝕IIlIH改徳矼気般懲lZWj立会期張8.26㎡

０９２２（鴎髪南）工学師研究実験棟準備霊Ａ檀接地工RIFエ金緩丑：Ｍｉ㎡

0923（臓荊）東掴棟析営侭械iIjt伯（徳』L）二l:Uｌ（変虹）立会IMI従／工区

発蛸HNI壷①30㎡
（００２１）

⑨15Ｍ
⑤⑤50㎡

0924（医掴）iIqjillluUf常機械般備（衛生）工卵（変更）立会洲飛／］ﾕ区

発掘剰在③(19㎡

④51㎡
⑦25.5Ⅱ㎡

0925（医撫）束辨楳析営機械般附（斯生）ごIｴﾘＩ迫力Ⅱその】止金IMI盃／工lＸ

総lMiiII益⑨９Ⅱ㎡

⑥7.2㎡

逝桶・遺物なし

遺構・遺物なし

遺榊・避物なし

遺繍・週物なし

遺構・遡物なし

遺椴・遺物なし

遺構・巡物なし

逝櫛・週物なし

遺禰・週物なし

０９．５．８

０９．５．２７

０９．５.鍋

0９．６．５

０９．６．４

伽.６．１１

０９．７．３

７．２２

０９．７.Ｕ 遺構・週物なし

０９．７．８

０９．７．８

０９．７.１３

０９．７.盤

09.8.7

09.8.10

0９．９．．１

０９．９．４

迫構・hit物在し

週撫・逝物なし

逝梢・遺物なし

遺榊・in物なし

遺構・週物なし

遺構・通称なし

遺構・遺物なし

遺構・逝物なし

０９．９．４

１０．２．２４

０９．９.２９

０９．１０．６

０９．１，．１３

１０．３０

１１．１２

１１．１３

週構・逝物なし

週柵・週物なし

遺構・』､物なし

ピット・柱Iiii

土師器坪・瓶忠器壷

ピット０９・】0．１９

１０．２３

１０．２７－盤

溝・二ＭⅡi兜・高坏

土師器・刎忠器

０９．１０．２７～2９

１１．１８

１１．１９

１１・型～

１１．２６

１２．１～

１２．３

０９．１０．１３

１０．２８

０９．１０．２０

0926（侭鋼）蕊幹按備（自薫発硴股備更新）’二Ul

O927（鯏撰南）ゴミ』L緬場取孜エRlK

O928（黒髪北）軟澗学郎本館・文法学部卒lNilI期改修機俄股備エ

リ1

0929（医病）第６掴槻スロープ取扱工耶

0930（本荘北）離陸研究棟北側プレハブ小股改修エリ5

0931（医痛）束綱櫨北岡排水符坤取設エリＩ

立会飼猫O1IUf古代

]Z会iMiI猫７５.ｌＩｒＩ

（9.19㎡）

立会調正，16.4㎡

（3.3㎡）

泓会隅旅２㎡

立会iiU盃ＯＬ９ｕｌｆ・

泓会禰充訂.17811縄文

土師器

土師器

遺榊・週物なし0９．１０．２１

遺構，、物なし

磁器

Ａ・Ｃ週構・逝物なし

Ｂ住P;牡・縄文後期土器・古代土

師器・釧幽器

構

古代土師器・頬Ⅲ器

０９．１０．醐

０９．１１．．’

0９．１１．１０

１１．１８

縄文機I鯛

古代

立食鋼在／地‘I:梁拭古代
発拙餌壷掘・ビッ

ト試掘

0,蝿耐

外獅エ卵

230ｌｘｉ

虹余剰壷62.04㎡

（L8JUf）

ｊ11h余溺壷101,601,㎡

0932（撫擾南）１Ｍ図#｢館工学iii1分巍改帳エリＩ0９．１１．１０

１１．３０～

１２．３

１２．Ｍ

遺椛・遡物なし

遺構・遮物なし

0933（京町）WlIdI小学校プール他改鯵機械股傭工蛎

0931（出髪衛）Ⅲ図替館工学ＩＨＩ分室他改修1U筑雄傭エリ；

0９．１２．９

０９．１２．９

1７



0935（黒撹北）体育館改修電気般備工111 血合綱狂423.2】㎡

／発摺綱充

ピット

土師器兜・坪・瓶忠器

摩耗した瓦・磁器

1０．１．７

１．１２

１．１９

１．２２

】・２８

２．２

１０．１．１２

１０．１．１３

２．２３

１０．１．Ｍ

２．１７－

２．１９

１０．１．１５

１０．１．２６

１０．１．２９

１０．１．２９

１０．２．２

】0．２．８

１０．２．８

(腱撫）Ⅱにばと保育NUHI:)I[Mi盤傭血金劇遜

〈照鍵191）Ⅲ図徴飾工学IIE分室他改修MMn詮傭兀Ⅲ「血会潤従

(鵬製ili）エコロジーシステム実験寵接地工馴血会囲盗／

誌１Ｍ棚迩

(黒髪北）牧背学部本鮒Ｈ期改修西側外榊工馴jIL会捌先

(隅袰TIf）生物生堪現境帝唇解Iﾂﾞﾁ室新付工耶立会INI斑

(瓢愛化）体帝館脆外附段改修工螂型会脚査

(鵬髪北）体背飽歴外脆水符改修J1L会関査

(無髪阿）’11図啓蝕工学部分室ﾀI4i9工申血会厨轟

(黒髪北）軟苛学部本mnMjl改催東側外撫エリＩ立会糊壷

(無鍵北）敬fi学部本fii・文法学離水iii改修機械彼備工瓢丸会測狂

(Ⅱ期）

(照髪北）軟行学部本飢・文法学筋本飢改俸機械餓備工駆立食飼壷
(ⅡＩＭＩ）ｉｍｊｌＩ

(大江）蕊学部簿幾棟11i｢外灯工珈止金iili強

(鱒髪北）教育学部〕I[教躯I麗設駐翰囎Mt去・新般Ⅱ､工耶血会鯛交

(鯉髪北）紋行学部東軟寵ﾀH1$工那血会鋼査

(1Wし髪北）牧ff学郁東軟鎚耐震改OIFIilliR股備工噸血会餌壷

(糾髪北）牧fr学部束数超耐鰹改鵬lu虹醜偏ｚ邪ＸＬ会刷繊

(騏鍵南）生物生息環境ff秤解析塑斬付擬桟設伯エリドＪＺ会潤壷

(黒壁卿）生物生息環境･耐辱解析室新付趣気股備エリ；血会剰寵

幽艶0936

0937

１２㎡

56㎡ 週１月・遺物なＬ

禰

抑文二12鵠l{・・台ＪＴ・弥生土欝H・

遺構・逝杓なし

遺撫・週物産L

jkWi・通物なし

遺構・遺物なし

Ｖ字nM近柵（溝？）

遺構・週物なし

適栂・週物なし

週鯛・巡物なし

遺構・避物なし

遺構・遮物なし

遺構・遺物なし

逝撫・週物なし

遺概,Ⅲ物なし

逝柵・週物なし

遺相・週物なし

09鑓 10㎡

0939

0910

0911

0912

09J'3

0944

0945

㎡
㎡
Ｍ
ｍ
耐
滅
滅

咀
１
１
１
７
１
３

1０．２．８０９４６ 7.2㎡

１０．２．１２

１０．２．１５

１０.２．１５

１０．２．１５

１０．２．１５
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Ⅱ黒髪南地区の調査

1．工学部実験用プレハブ新築工事に伴う発掘調査（9907調査地点）

（１）調査の目的と経過

ａ、調査地と鯛査経緯

本学の文学部・法学部・教育学部・大学教育センター（旧教養部)・工学部・理学部の所在する黒髪

地区は、周知の黒髪町過跡群（熊本市遺跡地図No.８－８８）内にある。阿蘇南郷谷に発した白川は永

年の土砂運搬と増水・氾濫を繰り返して熊本平野を形成し、中流域では両岸に河岸段丘を発達させて

いる。白川は大学付近で小刻みに蛇行しやがて穏やかに下流域へと下る。本遺跡は白Ⅱ|右岸に展開す

る河岸低位段丘上（標高18～25ｍ)、立田山（標高151.6ｍ）の南山麓部に位置する。周辺遺跡として

は、小峰遺跡、黒髪町下立田遺跡群、カブト山遺跡、龍田陳内遺跡などが、白川を挟んだ対岸には渡

鹿遺跡群や新屋敷遺跡、大江遺跡群が所在している（図１）。

本工事は、年度当初には計画されていない事業であった。前年の平成10年11月初めに工学部より、

実験用プレハブを取設したいと依頼があったｃしかし、年度末についた補正予算により１月～３月の

間に急遁理学部自然科学等総合実験棟新営に係る調査（9810）を優先して行い、この調査終了後には

医学部附属病院病棟新営工事に係る調査（9901）を実施することとなったｃ理学部の調査は年次報告

書の作成期間中であったため一部の業務を委託して小畑が調査にあたり、また病棟新営工事は調査面

積から推して調査員一人では半年以上かかると予測され、調査期間短縮のため小畑・大坪が二人で現

場に係らなければならず、プレハブ取設に伴う調査は上記の調査が終了するのを待って実施された。

９月１７．２０日両日で一次掘削を終了し、９月22日より作業を開始した。期間中、大きな被害をもた

らした台風の通過があった。そのような困難のなか参加して頂いた作業員の皆様には感謝いたします。

ｂ・鯛査の経過

1999年９月22日

1999年10月５日

作業開始ｃ撹乱撤去、包含層掘削。

調査終了。

ｃ・調査の組織

調査員：大坪志子

事務担当：松嶋木綿子

発掘作業員：岡田イツ代・押方富江・河野義勝・小細工洋子・白石亜紀・白石美智子・高松北子・

溜渕俊子・香山明子・福田久美子・堀川貞子・松井昭子・水上順子・村上幸子・森田

ミドリ

整理作業員：江口路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・土田ちえみ・長谷智子・林田

恵子・増井弘子・山嵜早苗・早川翔

（２）鯛査区の基本層序

今回調査したのは、白川右岸の標高19ｍ前後の地点にあたる。調査地点は、熊本高等工業学校（前

第五高等学校工手部）の寄宿舎「工友寮」があった場所である。工友寮は昭和55年３月31日に、建物

の老朽化と白川河川敷拡幅工事のため閉鎖となった。南側には堤防が控え、すぐに白Ⅱ|の流れとなる。

基本層序は以下のとおりである（図３）。

東壁では、ｌ層（黒褐色lOYR2／３）,２層（黒褐色lOYR2／２）は現代理士および跡地整備時
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1．工学部実験用プレハブ新築工事に伴う発掘調盗（9907iiMi森地点）
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Ⅱ黒髪南地区の調迩

錫鋏 綴
ﾍラ

埴 域

②０

｡

麹
■颪;=if三ｂ
ｏＣ

。

/縛
AＶ

?■

。『｡

０●●■

･CGI

点了
賦

一
罪
．
恥

八
．
：

八齢・》．．．←・』

鴬４■●白､

ﾛ９．．Ｚ、

巾●

二二-1列露０

☆
、

弓::》，

１１ｍ：ＩＮＩ禍色土脇（l0YR2/3）

２厨：川禍色土層（l0YR2/3）

３胴：Ⅲ褐色土層UOYR2/2）

４厨：略褐色土隠（l0YR3/3）

５１ul8IlHIlI色砂賀士厨（l0YR3/3）

Omi：川褐色土層（lOYR2/2）

７１Ｗ：帆褐色土冊（l0YIW3）

他山烟：略褐色土j轡（l0YR3/3〉

北壁ＬＨ＝19.40ｍ

地山

東壁ＬＨ＝19.50ｍ

lHW：鼎褐伍十周（l0YR2/3）

2周：照褐色土用IUOYR2/2）

3層：lMf褐色砂賀土厨（l0YR3/4）

4層：暗褐色砂賀土厨（l0YR3何）

5用：暗褐色砂質土用（l0YR3側）

6層：暗褐色砂土層（l0YR3側）5ｍ

図39907鯛査地点週欄配圃実測図・壁土層断面実測図（/150.1／100）

の客土であろう。３層（暗褐色l0YR3／４．厚さ30ｃｍ）は他の調査地点において通常地山層と呼称

している遺構が掴込まれる層である。きめ細かく粘性の少ないきれいな土である。縄文時代の遺物包

含層でもある。４層（暗褐色l0YR3／４．厚さ20ｃｍ）は土の質は３層と同じである。色調の表記で

は同一となるが、３層と比べると赤味が強く鮮やかなオレンジ色という感じである。縄文時代の遺物

も若干含まれていた。５層（暗褐色l0YR3／４．厚さ30ｃｍ）は３．４層に似た土に砂岩ブロック

(にぶい黄褐色l0YR4／３.厚さ10～30ｃｍ）が入る。遺物は含まれない。６層は５層の土に多量の

川砂が入る。

地山はＶ層に入るブロックが基盤となる土で、黒髪北地区の9802地点において、調査区の南側半分

で検出された地山（遺榊面）と同じである。9802調査地点では、この地山直上で縄文時代早期の押型

文土器が多量に出土した。
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工学部実験用プレハブ新築工事に伴う発掘調査（9907調査地点）１
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Ⅱ黙鍵南地区の調査

本調査地点では一部を除くと地表面下50ｃｍで地山となり、これまで調査された黒髪南地区の様子

と比較すると非常に浅い。

（３）検出遺構

本調査地点は、地山の遺構検出面までの土が現代埋土であり、工友寮の建設と解体・整地の際に削

平をうけたようで、地山は本来もう少し高かったものと思われる。今回の調査では、１０個程度のピッ

トと旧河川敷につながるかと思われる落ち込みを－部確認したほかは、遺構は検出されなかった（図

３)。地山は調査区の南隅にむかって傾斜しており、Ⅲ層.Ⅳ層はこの落ち込み部に堆積していた。

遺物が分布する範囲を境に白川に向かって緩やかに傾斜し、図３中に示した傾斜変換線から急激に深

く落ち込んでいた。

Ⅳ層以下は川砂と円礫が多量に入っており、周囲に一様に広がっていたことからこれらは炉などの

遺構ではないと思われる。遺物は縄文土器が出土した。図中に遺物の出土地点をドットで示したよう

に、包含層であるⅢ層とⅣ層の広がりに対応して調査区の南隅に集中して分布している。

（４）出土遺物（図４：１～38）

出土した土器は砕片が多く、部位や器種まで判別できるような良好な資料は少ない。ほとんどが後

期の土器と思われる。

図４のｌ～４．６～27.29～33は無文の土器である。ｌ～４は口縁部である。２は器壁が薄く、ナ

デも丁寧で後晩期の土器と思われるｃ４は内面のナデによる粗い条痕が著しい。５は丁寧にナデを施

し、爪形の模様をつけている。６．８は胎土に粗い砂が混入するが、１．２．４に比べ内外面とも表

面は丁寧にナデ調整している。７．１０．１１．１３は顕著な粗い条痕が残る。９は内面に特に、細いへラ

状のものでなでたような調整痕が顕著である。１２は丁寧になでている。１に近い。１４．１５．１７．１８．

３１は細いへラ状のもので調整した痕が内外面ともに顕著である。１５．１７も14のような器面調整を施す。

16は丁寧なナデ、19は４と同じでナデ調整で、器面は非常に荒れている。２０～22は、刷毛条の調整具

の条痕が顕著である。２３．２４．２７は丁寧なナデ、２６は粗いナデを施す。２７は４や19に類似し、凹線文

が入る。２８～３０．３２は粗いナデ調整である。３３．３４は北久根山式系の土器であろう。３４は口縁径が小

さく壷の頚部のような形態である。３５は三万田式か太郎迫式であろう。３６は口縁部内面は丁寧に磨い

ている。外面は調整画や粗い。３７は刻月突帯の部分である。３８は弥生土器で、刷毛目調整が顕著であ

る。

（５）まとめ

今回の調査では、遺構の検出がピット以外になく、遺物の出土も少なかった。

9802調査地点では、地山層と認識している黄褐色土層に縄文土器が含まれることを確認し、砂岩ブ

ロックを含む基盤の層の上に堆積している黄褐色土層の上部には縄文晩期の土器が含まれ、また下方

(基盤の層の直上）では縄文早期押型文土器が多量に出土した。本調査区でも同様であった。0302調

査地点Ｉ区では、Ⅲ.Ⅳ層に相当する層から、早期の押型文土器が出土し後晩期の土器は少なかった。

同じ層でありながらが、包含される遺物の時代が大きく違う結果となった。白)||沿い以外の地点では、

Ⅲ層上面（上位）に後晩期の土器が含まれ、基盤の層は数十cm下である。本調査地点は、Ⅲ．Ⅳ層の

レベルが高く、削平や撹乱などの改変を受けやすい状態にあり、傾斜地に後晩期の土器を含むⅢ.Ⅳ

層が堆積したと考えられる。中期以前の逝物は、さらに白川側の低地にあるのかもしれない。
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1．工学部実験用プレハブ新築工事に伴う発掘調査（9907調査地点）

表39907鯛査地点出土遺物一覧表
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図 番号 迫物 田頭（器■） 法■（函） 残存■ 特徴 色倒 出十沿舜 衝考
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Ⅱ黒髪南地区の調査

2．工学部衝撃・極限環境研究センター・サテライト・ベンチャー・ビ

ジネス・ラボラトリー棟新営工事に伴う発掘調査（9909調査地点）

（１）調査の目的と経過

ａ・調査地と調査経緯

本学の法学部・文学部・教育学部・大学教育センター（旧教養部)・工学部・理学部の所在する黒髪

地区は、周知の黒髪遺跡群（熊本市遺跡地図Nb,８－８８）内にある。遺跡は熊本平野北西部に聾える立

田山（標高ｌ５Ｌ６ｍ）の南山麓部、白川右岸に展開する河岸低位段丘（標高18～25ｍ）上に位置する。

熊本平野南部は<阿蘇南郷谷に水源をもつ白川の運搬した土砂が扇状地形に堆積した砂礫層を基盤と

しており、本遺跡は位置的にその扇状地の要の部分に相当する。

周辺遺跡としては、背後の立田山裾に小峰遺跡、黒髪町下立田遺跡群、カブト山遺跡、龍田陳内遺

跡などが、白川を挟んだ対岸に、渡鹿貝塚・北原甕棺遺跡を擁する渡鹿遺跡群や新屋敷遺跡、大江遺

跡群などがある（図ｌ）。本調査区は黒髪南地区の南西端で自然堤防が白川に最も突き出した部分に

あたる。

今回の調査は平成９年度補正予算によって年末に急痩浮上した事業である。建築課と協議の上1月

７日に試掘調査を実施し、その結果畑跡の存在が確認され、要調査との回答を行った。１．２月は年

次報告書作成のため調査の実施が困難であったが、２月中旬より調査を開始することとした。

遺構面までの掘削作業の終了を待って、２月14日より重機による遺構面検出・撹乱除去を行い、次

いで作業員を投入した。調査は３月24日をもって終了した。

ｂ・調査の経過

2000年２月14日調査開始・遺構検出。

2000年２月28日清掃および中央部墓群掘り下げｃ

2000年３月６日現地説明会。

2000年３月１５．１６日畑土壌サンプル採取・下層試掘トレンチ入れ。

2000年３月24日調査終了。

ｃ、調査の組織

調査員：小畑弘己

事務担当：松嶋木綿子

発掘作業員：内田美穂・夘野木亜紀・岡田イツ代・岡村久美子・押方富江・河野義勝・熊本茂仁・

黒木重信・黒木タケ子・古賀敬子・小細工洋子・坂口三輝子・坂元紀乃・白石美智

子・鈴木笙子・高橋久美・高松北子・田代理恵・溜渕俊子・橋口剛士・早田咲百合・

番山明子・福田久美子・堀川貞子・松井昭子・丸山愛・三浦和之・水上順子・宮本千

恵子・村上幸子・森川征子・森川護・森田ミドリ・安武寛文・矢羽田幸宏

整理作業員：江口路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・土田ちえみ・長谷智子・林田

恵子・増井弘子・山嵜早苗・早川翔

（２）調査区の基本層序

調査地は駐車場として利用されていた。このため調査区は旧建物の基礎部分を除き、きわめて遺構
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２工学部衝墜・極限環境研究センター・サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー棟新営工事に伴う発掘調査（9909調査地点）

図５黒髪南地区における調査地点位置同（１／2000）
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Ⅱ黒髪南地区の調議
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図６調査区北壁土層断面実測図（１／100）

の残り具合が良好であった。土層は大きく１５枚に分けられる。河川に近い位置にあるため、土層の堆

積が著しく、最初の遺榊検出面Ⅶ層上面までの深さがおよそ２ｍに達する（図７)。

Ｉ層（厚さ１ｍ）…現代埋土およびバラス

Ⅱ層（厚さ60ｃｍ）…昭和28年白川洪水の際の砂層

Ⅲ層（厚さ40ｃｍ）…|畷茶褐色ﾆﾋ層（近代理ﾆﾋ層）

Ⅳ層（厚さ20ｃｍ）…灰暗褐色土層（近代耕作土層１）

Ｖ層（厚さ20ｃｍ）…暗茶褐色土層（近世後期耕作土層）

Ⅵ層（厚さ10ｃｍ）…淡緑灰色砂層（近世中期洪水砂層）

Ⅶ層（厚さ40ｃｍ）…茶褐色土層（近世中期耕作土層）

（３）検出遺構

Ｉ区とした南側はその半分が１日建物によって撹乱されており、またこの地区はⅥ層の被覆がなかっ

たため、畑の畝を明確に捉えることができなかった。よって北側のⅡ区（1,200㎡）においてのみ良

好な畑の畝遺構を検出できた。

Ⅶ層面が近世の畑の面であり、畝200条余りを検出した。このⅦ層而は洪水によるものと思われる

砂層（Ⅵ層）に覆われており、過構の検出は比較的容易であった。畝はおよそ30～50ｃｍ幅で、長い

部分で19ｍほど、短いもので５ｍほどである。畝の高さは深いもので30ｃｍほどであり、山部分の幅

が狭いのが特徴である。単位としては南東部に５ｍの短いタイプが30条ほど３列に並び、その他の地

区が長いタイプで構成されている。

（４）出土遺物

Ⅵ層およびⅦ層から近世陶磁器片、釘、煙管、銅銭などがコンテナ４箱ほど出土している。近世陶

磁器は大橋編年のⅣ期（1690～1740年代）を中心とするもので、煙管が泉編年ⅣもしくはＶタイプ

(18世紀代)、銅銭は新寛永および寛永通賓鉄銭であり、これが示す年代は1739年以降であることから、

18世紀後半の洪水によって埋没した畑と思われる。この時期の肥後藩内で発生した洪水の履歴を参考
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2．工学部衝撃・極限卵境研究センター・サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー棟新営工事に伴う発掘調査（9909調査地点）

資料（表４）として付けているが、遺物の年代槻からみておそらく寛政～文化・文政年間のものが該

当する可能性が高い。文化年間には、当地は畑として利用されている（図８)。

これに続くものとして、近世墓53基余がある。調査区の西よりほぼ中央に直線状をなすように配置

している。以前の時期の遺構であるⅦ層の畑の畝境に沿って配置していること、埋土の質からＶ層か

らの掘り込みと考えられ、水没後さほど時期を経ずに形成されたものと考えられる。

最後に調査区の西側に畑とは少し方位を違えて、近代墓が形成されている。掘り込み面はⅣ層面で

あり、最も古い（確認できる限りの範囲で｡）もので嘉永６年の年号をもつ。ただし、この墓地は調

査を行っていない。この西側の墓地は調査区の南西にある旧熊本刑務所の墓地の前身であろう。

（５）まとめ

今回は調査途中であり、Ⅶ層面以下の状況についてはいまのところ不明である。ただし、Ⅶ層で検

出した近世中期の畑遺構は、考古学的にあまり状況が把握されていない近世の畑の状況を知る上で、

さらに当時の災害史を考える上で貴重な資料を提供するものといえよう。

耕作作物に関しては、耕作土の土壌サンプルを水洗選別しているが、ムギ・マメ類が少鐘検出され

ている。種子選別が－部が手についた段階であり、その全体的な成果については、別の機会に報告す

ることとする｡
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Ⅱ黒髪南地区の調査

胆

Ｘ＝－２１，１８ 、

Ｘ＝ -21.190 ｌＥ可

薑三二雲

－１

－戸＝＝

￣

=菫二二二
二－－－

薑薑－－

薑
三三二篝

ニジーと

Ｘ＝ ２ 210

‐
「
‐
１
１
‐
１
‐
「
‐
‐
１
１
‐
‐
－
‐

近
世
墓
群

／
Ｘ 21,2 2０

□近
世
墓
群 ＣＩＳ

＝-21,230

仁

０
］

Uｍ

図79909調査地点遣 (１／300）構配置実測図

2９



2．工学部衝撃・極限環境研究センター・サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー棟新営工事に伴う発掘調査（9909調査地点）

表４肥後における江戸中期～後期（元禄～嘉永年間）の水害記事

（｢熊本滞年表稿」細川藩政史研究会編1974より抜粋）

3０

年号西暦月日妃録の内容地域

元禄４１６９１６」２′1,1Ⅱ町のみ洪水、米穀多く流出（気)。小川町

元禄９１６９６６」８洪水、人々流H１（気)。

元禄1２１６９９６．９
洪水（｢玄察」に此年對国北目大洪水、大津町かしらの土手IIJ水にて切れ町々損ずる゜南北目
目は小洪水。右の熊本古町にて３尺水揚がるとあI)。本文に該当するか）古町

元禄1３１７００５．１５Ｗl佐川30年来の洪水（玄察）甲佐jll

元禄151702610小Ⅱ|町洪水（気)。小Ⅱ|町

処年
国中水損洪水大変あり（｢福岡県災異議」に５月、６月及び８月同方面大jiK雨洪水の記馴

あり、本藤の分もその何れかに関係あるか）（１１巴・本） ○

肥後

宝永３１７０６６月肥後洪水（肥比肥後

徳２１７１２６ﾉﾘ所々に洪水、長六橋落つ（党)。白川

1K徳５１７１５２．２風雨強<輔破る（気)。不明

享保４１７１９５２２肥後洪水田畑13万石余楓毛（肥)。肥後

享保１４１７２９８」９矢部大洪水菅村白谷社後の山崩れ神殿拝殿流失（郷歴)。矢部

享保1７１７３２５．７遅日より洪水、１３日迄減水せず、そのためＩＭＵ腐れ害虫発生被誓醤大（笑紀・肥)。不明

享保1９１７３４ａｌＯ是Ｈより15日迄肥後強雨洪水（家譜続)。肥後

元文１１７３６５２９
是夜よ')翌晦日にかけて強雨洪水、水損田畑5.062町２反余（高56.918石余）塩浜46町４

反余、川塘6,370間余、破所99601Ⅱ１余、潰家43軒、死者22人（肥)。
不明

処)］白川洪水にて長六橋下で馬船流れるのを繋留した者共へ心付を与う（年覚)。白川

元文２１７３７７月諸国大洪水、本藩にて田畑６万7,000万余損毛（肥)。肥後

１０)］鰯崎洪水にて損高荒積の轡付岡田圧大夫へ途（年覚)。鶴崎

天文４１７３９６．１７２１日まで川尻方面大洪水、男女大小79人４HlIU西蓮寺にて養う（川尻史291)。川尻

天文５１７４０３月甲佐手永洪水に付、謂薮荒畝分去１ケ年代米_上納御免のこと（党)。甲佐

延享３１７４６６」４洪水（年)。不明

宝暦５１７５５６．１此日より９日迄強雨洪水、山臘、破損、流家死人多し、稲津弥右術門活耀す（家譜続)。不明

８５去６日の強雨洪水の損毛23万560石と幕府に届く（家譜続・新続跡覧)。不明

暦６１７５６４１７翌18日迄強雨l{}水（肥几不明

宝暦９１７５９３２５大雨出水（肥)。不明

７．２２足日より241]迄強雨、諸IⅡlll水（肥)。不lﾘｌ

`ｉｆ暦1３１７６３５．２８勅雨にて諦川１１１水（)}11)。不明

明和３１７６６５.鹿

安永１１７７２８J】

軌iili洪水、球磨Ⅱ１１丈９尺、水俣1Ⅱ１丈３尺出水、Ｈ]畑浸水469丁６反余、萩原糟破損
1255間、修覆人夫数19.507人（肥） ｡

雨降り続き田畑冠水す、為に玉名郡６手水急に飢え、救助として樋方より銭60賞目、
武々（肥)。

南部

玉名郡

安永７１７７８７」0肥後大風雨、洪水（本)。肥後

天明６１７８６６月６月下旬よ})７月にかけ藩内（内田・中富・坂下・矢部手永）洪水（覚)。矢部他

6.29強雨増水、白)Ⅱ１丈７尺、長大橋流失（肥・町日目)。白川

7.28夜大洪水（気・川尻史291)。川尻？

天明７１７８７４．１２諦郡水害（寺例続)．肥後

８１１大風洪水（気・川尻史291)ｃ川尻？

寛政１１７８９６月
熊本地方渇水（本)。然るに６月14日より玉名方面強雨、洪水、高瀬御蔵没水、米1,767
俵濡米となる（肥・覚） Ｃ

玉名・高瀬

寛政２１７９０６月１K町手永、Ｗ{山津手水洪水（党)。五町・沼111津

覚政３l7915l3６)112日まで大雨降続Ⅱ|々洪水（損)。不明

６９是日よ})12Ｈ迄大雨、莫大の荒地lll来（肥・本沁高瀬御蔵浸水（党)。高瀬

寛政４１７９２６２０高瀬方面洪水（本)動高潮

寛政７１７９５６１１大洪水、京町１１１崎のほか一切水授（本)。白)'１

６．１２阿藤山lll水、熊本洪水（気・肥後の風土史・熊本県災異誌)ｃ熊本

竃政８１７９６５月１５Ｈ頃よりiiiii降続、度々洪水（柧沁不明

611大雨降る、熊本大洪水（郷歴)。熊本

6.】２
水１丈６ｋＬ緑川・加勢Ⅱ|筋35ケ所堵切れ、藤嵩村椛藤「古ボケ」を生ず、俗'二「辰

の年の大水」（川尻史291)。
緑川・力Ⅱ勢川

10月；Ⅱ町手水、宇綱毛村懸ItZ田'11洪水で諦木根こげに鞍ったものの処俄について（年覚ル竜Hl11I

享和２１８０２４８足日より101]まで強雨、諸川満水（肥)。不明

事和３１８０３４．２２ノと日より５月23日まで降雨諾Ⅲ1M水（肥恥不明

文化１１８０４４．２３ 々洪水（IIE)《，不明

５」４大雨、白Ⅱ|満水（肥)。白Ⅱ｜

文化７１８１０３．５大滞雨にて１２１Ⅱ|石踏切ｵしる（度識・Ｉ巴)。白１１１

３７強iili、諸川満水、白Ⅱ'１丈５尺、球磨)Ⅱ１文８尺、佐赦川１丈７尺（肥)。肥後



Ⅱ黒髪術地区の調姦

3１

年号西暦月日肥録の内容地域

5.18遅日より20日迄ilji雨大水（肥叱不明

６月是月初旬よ')ilji雨大水（本)。不Iﾘ］

文化1２１８１５７．６是日よ')８日までiMi雨、瀦川満水、球磨川１丈１尺（肥)。球磨川

ａｌ２強禰にて球磨川l丈１尺、１１｣腿Ⅱ'１文２尺出水（肥施肥後

)1初より強雨、諸川i簡水、就中６月１４．１９両njM水饗しく

文化1３１８１６３月2.234ケ所､27,0581111破拡|、iij！死男女17人、８月23[|同所、

6．１３

地5,227町余、槽破拡1520ケ所（肥） ｡

、Ｈ１畑7.819町余水擬荒地、塘
溺死男女６人、ために[Hm11荒

強雨のため大i:'1脚蔵裏手岸liiあI眺四五六番御蔵打川)、球}藤川も大噌水（肥叱大灘・球
磨川

不IﾘＩ

8.23強風雨、虫入（損)．不Iﾘ１

大雨諸川満水、白川１文２尺、緑Ⅱ'１丈５尺、商瀬川１丈６尺、田畑8.466町９反余砂入
文政３１８２０６．１７水漫荒崩塘5,575ケ所破楓56.56911M、寺１ケ所倒潰、家７１W流失、倒家108軒、溺死ﾂ}女肥後

文政４１８２１５．１９

12人、牛馬５正､12月３１］此の損響を幕府に)iiiけUIづ（１１m・本） ｡

是Elより27日迄大雨、鮒Ⅱ|満水lIMll13,151町金砂入浸水、Mljl,420ケ所破損28,88111}I、家
13軒倒iiX、溺死男女２人（Iu)。

不I’」

文政７１８２４６．２６鑓日よ})28日までiijl風iWi、大木折れ、家根、垣根砿l#け、’二lⅡ11丈２尺金出水（肥)。白川

文政８１８２５８」３強風雨被害、浸水田'1112.371丁、流失倒讃347軒（IIE九不明

文政９１８２６５．２１1M１日よ})大雨、高薊Ⅱ|、球磨Ⅱl出水（肥)。肥後

文政1０１８２７５．１９２０日迄大雨、諸川満水（IIE)。不'’１

6.4強雨、水損多し（肥)。不明

文政1１１８２８５．５大雨洪水、球磨川地水（肥)。球膳Ⅲ

5.20雷雨、翌ロ大雨、緑Ⅱ１，識贈)Ⅱjii水（)IUD。南部

5.29２９．３０日大雨満水、Ｉさ１１Ⅱ．菊池Ⅱ|・緑川など（肥）肥後

6.7
大雨、白川・菊池)Ⅱ.御船Ⅱ１．緑lll・合志)Ⅱなど火洪水（本。Ⅱ(11)。鞍繊山湖、優六橋流
矢、田畑水損7.083丁１反金（本・肥） ｡

肥後

6.17大雨、白)Ⅱ.球腫川洪水（MH)。肥後

7.2強風雨、白)Ⅱ・iii】船川・緑lll・河江)Ⅱ．高瀬Ⅱlなどで出水（肥)。肥後

7.12強風雷鳴白川増水、艇六仮橘又々流失（肥)。白川

天保１１８３０４．２２強爾、白川出水（肥)。白Ⅱ’

6.15大雨球磨川出水２丈余（I1E)。加勢川・緑ⅡⅡ11水（Ⅱ|尻史291)。南部

7.8昨夜より大風雨、八代ijli水、鶴崎強風（肥沁八代

天保２１８３１５．１９上旬より梅雨、このＩ目i強雨'二て八竜糟切れ、鯰・洲'11灘方面没水（''四)。鯰・沼111津

5２６川尻地方大洪水（天明雛484)。川尻

２８．２９両日の大雨で八逝』Mi更に切れ、野田村延寿寺鰹新鯏f外４ケ所切れ、ｊⅡ尻町野１１１杉

島両村は57日、横手・銭jI1i・沼111津は３～13日、鯰手永は201=l水浸しとなる。［11畑水'1１
5.2912.850丁、潮塘45311Ⅱ、川塘48.6331111、井手堵27,3921111砿}側。諾宮宅20軒、侍屋蛾l11lW:、爾部

犠篭屋敷219軒、町麗904軒、百姓家2.545軒流失破損、憐565流失、死者17人（度謝・肥)。
川尻蔵米10.800俵撹水（１本に8.250俵ともいう）（肥・川尻史316)。

６１球磨Ⅱl出水（肥)。I麓方延寿寺洪水のため倒壊流失す（気・川尻史315几球磨川

天保３１８３２６．１０
洪水、illI勢lⅡ鱗破根、ｌⅡ畑水損7.463丁４反金、例ift水楓家数1,272軒、塩浜38丁５反金
水洗瓢、溺死３人（肥)。

力I]勢Ⅱ１

6)１川尻地方大洪水、力１１勢Ⅱ|棚切旧にかえる（本ル）Ⅱ尻・力11勢川

天保４１８３３７．２０この頃菊池・合志地方強雨、緒！Ⅱ満水（肥)。北部

８２２この夜よ')翌IEI迄強iili、鯰手永312丁１反余水攪その他被ﾈ1Ｆ（IIU)。鯰

天保５183`1５．８９日迄大雨洪水、Ｉ舎Ⅱ11・球磨ⅡⅡ11水（肥)。肥後

天保６１８３５４．２１２４日迄諾Ⅱl満水（肥)。不明

5ｌｉｌ下旬諸川出水、水授H1畑12.831Ｔ２反余、死者17人（肥)。不明

6.10洪水、水浸田畑7.463丁４反余、溺死圧死３人（肥九不明

8．２２
此夜よi)翌日にかけ強iini、鯰手水低地の村、［llllIl312町１反水没、其の他被害あり（気。

熊本県災異誌九
鯰

天保７１８３６１２)iＩ諸国洪水、諸物価騰貴、覇貧の者を紋iK1す（本,肥凡不明

天保81837Ｌ2３大雨洪水にて麦作数数百丁水没し（肥)。不明

3」４大雨出水（肥)。不明

3.24大雨111水（肥)。不lﾘＩ

天保９１８３８４月下旬より５月下旬にかけて時々強風雨出水あり（本・肥)。不明

天保1０１８３９５.銘洪水（肥脂不明

天保１１１鋼05.17大雨洪水（肥)。不IﾘＩ

６１１数回大雨、出水（''四)。不Iﾘ１

天保１２１８All‘1.24強雨、諸川満水（１１２)。不|ﾘ］

弘化３１鋼６１判5.9強雨、諸)Ⅱ満水、白川１丈２尺（肥爬白川

8.4大津地方iMi濡雨、lIMlIl並びに町内水溢れ、機遡筋jM水４尺命（肥)。大渕！



2．工学部衝撃・極限環境研究センター・サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー棟新営工事に伴う発掘調査（9909調査地点）

年号西暦月日 記録の内容 地域

）|I尻方面大風洪水１丈３尺､１９日洪水１丈１尺正中島町56軒のうち40軒庭入床あげ（川尻）,|尻嘉永２１８４９５１３
史293)。

肥後強風雨、田畑618丁５反７畝水温、川塘Ｌ７４７間根切破損、百姓家9,779軒倒破（本･
嘉永３１８５０８．７肥後

肥)。

強風にて鯰手永田畑浸水、同29日強雨、内田・中富・南関・坂下、翌晦日鯰・大津・中肥後嘉永４１８５１２．２１
村・山鹿諸手永諸川満水、田畑浸水す（肥)。

4．２２強雨、鯰手永田畑浸水（肥)［ 鯰

５月洪水６尺（気・川尻史293)｡ 不鵬

嘉永５１８５２８２２肥後大風雨、田畑浸水（肥)。 肥後

P1E

/〆ｏｒ。

百

図８「熊本之図』文化二年（1805）に見る調査地点の位置（アミは熊本大学、黒ベタが調査地点）

（｢新熊本市史別巻第一巻絵図・地図」上中世・近世の解説図P28を改変）

3２

年号西暦月目記録の内容地域

嘉水２ユ849iBpL3

嘉永:』獄iＯＲ７

波４：Bfb-２２：

：尻方面大風洪水ニス３尺､ﾕ９::;火水ニメユ尺u･：:島町56軒の；ら4<)革~塵入床あoｙ（，尻
史293>⑩

肥後強風雨、Fwi畑6二８．．５反７畝水浸、'1堵2.747問根切破損、百姓家9.779軒倒破く本・
肥)。

強風にて鯰ｉｆ氷：：畑謹水、同29:I強雨、・可IIi・；：富・丙関・坂瞬、翌晦:;鯰・大津・；i：

瀞ｆ・：l:鹿諸孚永諸，満水、：:畑浸水うぐ肥）

，尻

lIE後

鰹後

４２２強雨、鯰手永1.:畑浸水（肥》⑩鮒

i)}！洪水５尺〈気・‘、尻凱:293>己不印』

嘉永:）:852８２２肥後人風雨、：:畑浸水（Eu)。肥後



Ⅱ黒髪南地区の調査

3．黒髪団地南地区基幹・環境整備に伴う発掘調査（0102調査地点）

（１）調査の目的と経過

ａ・調査地と鬮査経緯

本地点は本学黒髪南地区の北西部に位置し、隣接する既往の調査地点には9603地点と9704地点、

9802地点がある。本調査地点の南100ｍに位置する9603と9704地点では古代の堀で囲まれた掘立柱建

物群と弥生時代甕棺群などが検出されているが、道路（県道337号線）を隔てた9802地点では縄文時

代早期～弥生時代中期の遺物包含層および近代の東西方向の堀が検出されており、若干様相を異にし

ている。本地点も大正期に運動場として利用されていたため、２ｍ余り削平されている。

上記のような状況から試掘調査を５月14日に実施し、１次掘削の深度を決定し、１次掘削終了後の

７月９日より発掘調査を開始した。梅雨時期にあたり、雨天には悩まされた。削平が著しいため、鋭

意遺構の検出に努めたが、古代以前の遺構はほとんど残っておらず、撹乱の除去に終始した。防空壕

(塑壕）６基と撹乱土坑を掘り下げた後、風倒木痕の調査を開始した。遺物は撹乱層およびこの風倒

木痕跡からのみ出土した。

ｂ・調査の経過

2001年５月14日

2001年７月９日

2001年７月14日

2001年７月１８日

2001年７月25日

2001年７月26日

試掘。

防空壕（塾壕）６基検出・掘削。

風倒木（１号・３号・５号）検出。

風倒木１．２．４号完掘。

風倒木３．５号完掘、空中撮影。

測量。調査終了。

ｃ・調査の組織

調査員：小畑弘己・大坪志子

事務担当：富永明子

発掘作業員：岡田イツ代・河野義勝・黒木重信・黒木タケ子・白石美智子・鈴木笠子・溜渕俊子・

高松北子・林田恵子・早田咲百合・番山明子・福田久美子・堀川貞子・松井昭子・水

上順子・宮村邦子・森川征子・森川護・森田登

整理作業員：江口路・鬼塚美枝・小山正子・泗水直子・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊子・長谷智

子・林田恵子・早田咲百合・増井弘子・山嵜早苗・早川翔

（２）調査区の基本層序

削平のため包含層は残存していない。削平面の上はすべて昭和28年の洪水砂およびその後の埋め立

ての際の造成土である。

（３）検出遺構

く防空壕（璽轤)＞

調査区の北半で６基検出した。並行するように５ｍほど離れて２列に掘られている。幅１ｍ、長さ

5.5～６ｍ、深さ１ｍで短辺に３段ほどの階段が付けられている。使用時の状況を示す遺物は出土し
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３．黒髪団地南地区基幹,環境艦徽に伴う発掘調在（0102調査地点）
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図90102鯛査地点遺構配圏実測図（１／200）

ていない。

＜風倒木痕＞

５基を検出した。幅３～４ｍほどの不整楕円形を呈し、深さは0.8ｍで、断面形はロート状をなす。

１号風倒木痕（図10）を中心に覆土内から繩文時代早期～晩期の土器片10点が出土した。早期には山

形・楕円文の押型文土器片（図11-1～３)、条痕文土器片（同４．５)、無文（同６)、晩期の土器
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Ⅱ黒髪南地区の調査
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には条痕文の粗製土器（同７．８）がある。

＜その他の遺物＞

撹乱土からは磨耗した須恵器や土師器の土器片が少量発見された。寛永通衡１枚も出土した（図１１

－９)。

（４）出土遺物（図１０：１～８）

先述したように、過構面までの削平のため、遺物は風倒木痕の埋土からの出土が主である。風倒木

痕からは、縄文時代の早期から晩期の土器が出土した。１．２は山形文、３は楕円文の押型文土器で

ある。４．５は条痕文土器、６は無文土器である。６までが早期の土器である。７．８は晩期の条痕

文土器であろう。土器類は、この他に撹乱から古代の土師器や須恵器の砕片が出土している。９は寛

永通宝である。

（５）まとめ

本地点は削平が著しく調査で得た成果は多くない。しかし、削平される前の１日地形については情報

を得ることができた。本地点より南側に位置する9603地点や9704地点はほぼ同じレベルに削平されて

いながら、遺構の残りが良好であったことは、それらの地点が斜面の低い部分に相当するためであっ

て、本地点はそれらよりより高い位置にあり、ほとんど削平されてしまったものと思われる。9704調
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３．黒髪団地南地区避幹・環境整備に伴う発掘調jiiMO102調査地点）

査地点では、微高地形の周辺部に鶏棺墓が築造されていたことが指摘されたが、この微高地が本地点

まで続いていた可能性を示している。

白川沿いの9907調査地点（本書）や9911調査地点（熊本大学埋蔵文化財調森室年報７）では、今回

調査を行った基盤層まで調査を行い、縄文土器資料を得ているが、その他の地点では基盤層まで掘削

することは少なかった。しかし、９８０２．９９０７．９９１１調査地点の調査成果を受け、遺構面としている地

山土層について繩文時代の遺物について確認作業を行うよう努めてきた。0302調査地点Ｉ区では、地

山層中で基盤層よりは上位において、純文早期の土器資料を得た。この地山層に遺物が含まれること

は少ないが、留意しておくべき点であることを再確認した。

表50102調査地点出土遺物一覧表
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Ⅲ本荘北地区の調査

Ｌ（医病）基幹・環境整備に伴う発掘調査（0006調査地点）

（１）調査の目的と経過

ａ、調査地と調査経緯

本荘北地区は、校舎・病棟の新営などにより規模の大きな調査を行ってきた地区である。これまで

の発掘調査では、まず８世紀～９世紀の古代の集落社が調査され（9601調査地点)、「田井」「枚本寺」

などのへラ書きや墨書をもつ土器が大量に出土している｡本遺跡の上流にはこれらと類似した「田

井」のへラ書き土器が出土している大江遺跡群や新屋敷遺跡など奈良・平安時代の集落趾がある。ま

た古墳時代前期の住居趾が、付近一帯としては初めて確認され、古墳時代から古代にかけての複合的

な遺跡の広がりを示している（熊本大学埋蔵文化財調査報告書第４集)。また'998年度の発掘調査

(9807調査地点）では、７世紀後半から９世紀初頭にかけての竪穴住居趾や掘立柱建物を検出した

(熊本大学埋蔵文化財調査報告書第５集)。さらに'999年の調査（9901調査地点）では古墳時代初に遡

る時期の住居趾や溝などが検出され、古墳時代前期から古代にかけての集落を確認した。本遺跡の営

みは縄文時代に始まり、また古墳時代前期からの集落が広がることが明らかとなっている。

本事業は平成10年の年度当初、計画にあげられていた事業である。当時の計画では西病棟の新営工

事とそれに付随する共同溝があげられ、平成10年度に発掘調査の申請も行っている。そのうち西病棟

新営工事に伴う発掘調査は1999度に実施した（9901調査地点)。共同溝の敷設に伴う支障配管替え工

事に関しては、前年度から2000年７月に調査を実施する予定とされていたが、施設部より具体的な日

程調整の打診と病院からの許可を受け調査に入ったのは11月上旬である。実施した調査は、共同溝敷

設に伴う支障配管替えと第１井戸・第３井戸受水槽建設、それに伴う給・排水管配管工事に伴う調査

である。Ｉ区として、第３井戸受水槽建設予定地より調査を実施した。病院敷地の北西隅に位置する。

一次掘削の際は、撹乱が多く遺構の大半が破壊されていると予想されたが、遺構面を検出・精査した

ところ調査区全面に遺構が残っており、9901調査地点で確認した集落は現在の白川堤防まで及ぶこと

を確認した。住居趾等の破壊が少なかったこともあり、遺物の保存状況にも恵まれた。なお、調査区

の南西隅に高圧ケーブルがあり、これより相当強い電波が発せられ測量機械に影響が出た。高圧ケー

ブルの撤去や通電を止めることができないとのことで、本地点の遺構測量は手作業となった。また、

週末の休日に、実測用具や土層ベルトを壊すなどの悪戯を受けた。Ｉ区終了後、12月より病院敷地の

東側の第１井戸受水層建設地の試掘を行った。試掘を行ったところ、近代・現代の墓石・墓城・遺骨

が検出された。熊本大学附属病院の敷地となる前は、小松原墓地であったところである。熊本県教育

委員会と協議した結果、調査不要となった。これらより下位においても、遺構が認められず受水槽建

設による文化財への影響はないと判断した。第３井戸受水槽建設を建設する間、Ｉ区からの給水管配

管工事の、立会調査を行った。ここでは、掘削が包含層や遺構面には及ばず、本調査はなかった。続

いて12月より、Ⅱ区の調査を行った。旧第５号病棟北側沿いに排水管を敷設する工事に伴う調査であ

る。既設枡に排水管を接続するもので、既設枡のある西側から掘削を開始した。多量の土器が出土し、

掘削予定の東側も同様と思われ、本調査に切り替えた。配管工事は西側の方が深く、この部分は掘削

予定深度が遺構面より深かったため、掘削予定範囲を一度に掘削し本調査に切り替えることにした。

数か所で遺物が集中する個所があり、それらの記録を行った。面積に比して、検出した遺構や遺物の

量が多く、時間を要した。掘削深度が遺構面に達しない東側については、工事に必要な深度まで掘削

を行い、現状保存とした｡Ⅱ区の調査の間にⅣ区の立会調査を実施した。Ⅳ区はポンプ室周囲のフェ

ンス沿いに電気配線する工事であり、掘削深度が文化財には達しなかった。Ⅱ区終了後、Ⅲ区の調査
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(医病）基幹・環境整備に伴う発掘調交（0006鯛迩地点）１
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IＨ本荘北地区の調査
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図140006調査地点Ⅲ区遺構配圏実測図（１／50）

に入った。Ⅲ区は旧第３病棟西側にポンプ室からの配水管を配管する工事である。ここでも遺物・住

居趾を確認した。Ⅲ区の終了後、東側第１井戸の給水管配管工事の立会調査を行った。旧墓地内にお

いては、受水槽本体部と同様であり、その他の箇所でも文化財の検出はなかった。最後にＶ区調査を

行った。Ｖ区はポンプ室とⅢ区の中間にあり、構内道路を横断する。ここでは、逝物を収集したが、

遺構を把握できなかった。

これら一連の調査で古墳時代前期から古代にかけての住居力|二等の過構と遺物を確認した。文中・図

面中の遺構の番号については、逝榊の種類によらず検出順に一連の番号を与えている。

ｂ、調査の経過

2000年10月30日Ｉ区の一次掘削開始。

2000年11月６日１ｌｘ（119.4㎡)、調査開始ｃ

2000年11月22日Ｉ区、調査終了。第１井戸受水槽試掘。

2000年11月27日～同年11月29日第３井戸（Ｉ区）給水管配管工事、立会調査。

2000年12月４日Ⅱ区（97.6㎡）立会調査実施。本調査切替え、調査開始。

2000年12月１３日Ⅱ区、調査終了。

2000年12月８日～2001年１月10日Ⅳ区電気配線工事、立会調査。

2000年12月l9Hm区（２０４㎡）立会実施、本調査切替え、調査開始。

2000年１２月20日Ⅲ区、調査終了。

2000年12月25日～12月28日第１井戸給水管配管工事、立会調査。

ｃ・調査の組織

調査員：大坪志子

事務担当：富永明子

発掘作業員：岡田イツ代・岡村久美子・河野義勝・黒木タケ子・早田小百合・高松北子・水上順

子・宮村邦子・村上幸子・森川征子・森川護・森田ミドリ

整理作業員：江口路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊子・長谷智
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､ｌ本荘北地区の調撤

子・林H]恵子・番|｣I明子・増ｿ;I:弘子・山嵜早苗・早川翔

（２）調査区の基本層序（図15.16）

Ｉ区は本荘北地区の西北端に位置する。以前この付近には建築物があったのか、調査区周囲の土層

はほとんど撹乱を受けていた。調査区の西壁で確認した土層（図１５－２）は次のとおりである。

ｌ層は現代埋土で、以前にあったと思われる建物の基礎も観察された。茶碗等のゴミが投棄されて

いる。建物撤去後の整地のための客土か、黒色の砂が上部に堆積している。２層は近世・近代の耕作

土である。３層一黒褐色土（lOYR2／２－２／３，厚さ20～35ｃｍ)、４層一黒褐色土（lOYR2／３，

２０ｃｍ）が古墳～古代の遺物包含厨および遺榊の覆土である。５層一暗褐色土（l0YR3／４）はいわ

ゆる地山であり、遺榊検出面である。４層は３層と５層の漸移層である。黒髪北地区の調査（9802調

杢地点）ではこの５層に縄文時代前期の土器が包含されることが確認されており、本荘北地区におい

ても今回の調査地点に近接する9901調査地点で縄文時代の黒曜石製の石器が遺構検出面（５層）に含

まれる様相がうかがえた。そこで今回遺構の実測を終了した後この遺構検出面以下を－部掘り下げて

みた。６層以下はすべて砂層であり、８層の下は砂質の礫からなる基盤層である。この試掘による純

文時代の遺物の出土はなかった。

Ⅱ区では、西端で地表下０６ｍ程で古代の遺物包含層が出始め、085ｍで地山を確認している。図

１５－１では地表はアスファルトに渡われており地表下40ｃｍ程度まではバラスである。ｌ層一黒褐色

土（l0YR2／３、厚さ40～70ｃｍ）及び２層一暗褐色ﾆヒ（lOYR3／４，厚さ10～30ｃｍ）は近・現代

埋土である。３層一黒褐色土（lOYR2／２、厚さ10～30ｃｍ）は古代の遺物包含層と認識している層

であり、以下は古墳時代の遺物包含層および遺構埋土である。古代の遺物包含層が非常に薄い。隣接

する0104調査地点では、この辺りは0.5～0.6ｍで包含層を検出しており、0006調査地点では包含層の

削平が著しいと思われる。図16は既設枡より20ｍほど東側の地点の南壁土層断面実測図であるが、こ

こでも包含層は地表下1.1～1.2ｍ程度まで削平されている。

Ⅲ区（図１５－４）では、ｌ層まではアスファルト・バラス・現代埋土（撹乱）である。２層一黒褐

色土（lOYR2／２）が古代の逝物包含層と認識している土層であり、ｌ層一黒褐色土（lOYR2／

３）はそれ以降の土層である。２層～４層が堆積している部分が、Ⅲ区で唯一遺構と思われる部分で

ＬＨ＝1500ｍ

１Ｍ：Ⅲ拠色上（IIuclOYR2/3）

2Rリ：測色二ｔ（l1uelOYIM/4）

3剛：)M禍色土（IIuell)YR2/2）

IRU：蝿褐色士（Huu10YR2/2）

5ｌiリ：肌櫛色土〈IIuulOYR2/3）よIjif色｣：
2ｍ0

－－１

図160006鯛査地点Ⅱ区南壁土層断面実測図（１／50）
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1．（医病）基幹・環境整蝋に伴う発掘調森（00()6調査地点）

ある。

（３）検出遺構

Ｉ区（図12）

今回調査で検出した遺櫛は、古墳時代前期の竪穴住居趾４基、柱穴と考えられるものも含めピット

が29である。

＜竪穴住居趾＞

９号竪穴住居杜（図17）

調査区の東で検出された。東壁にかかっており、今回調査した範囲は、全体の１／３～半分ほどで

あろう。南側は撹乱を受けていたが一部は撹乱が下まで達しておらず、調査区東壁から1ｍ程度の

範囲は南壁の立ち上がりとみられる。現在の長さは５３ｍ×４ｍであり、主軸は南北より若干西に振

れている。本調査区内では最も深い住居h'二で、深さは約0.7ｍである。壁は垂直ではないが実際はや

や急に立ち上がり、上方は緩やかに上る。図中の段差は掘り過ぎたためでる。当初、北壁のプランを

捉えられず南北に走る溝と考えていたが、東側半分を掘り下げた結果、深さ0.3ｍほどから礫や遺物

が出土し始め、北壁の立ち上がりも確認できた。この住居iltで、硬化面や柱穴などは検出されなかっ

た。

遺物は住居ilt中央やや北に集中し全体では30ｃｍ程度の厚さに堆積していた。散乱した様子もなく、

そのまま潰れた状態の土器もあった。この住居趾からは多くの円礫が出土したが、土器とともに範囲

が限られており、白川の洪水などによる埋没等は考えられない。しかし、土器とも複雑に混在してお

り、通常の使用状態とも考えられず、住居を遺棄する際の行為によると考えられる。土器の集中部分

では焼土の広がりを確認した。焼土は北壁斜面から広く分布していたが、この住居趾で炉祉は検出さ

れなかった。

２２号竪穴住居趾（図17）

調査区の南西隅で検出された。西壁と南壁にかかっており、全体の規模は不明である。現在の長さ

は3.8ｍ×3.9ｍであり、主軸は南北から45゜程度東に振れている。当初、プランを確認してのち３０

～35ｃｍ程度掘り下げ地山と認識している暗褐色土を検出し、土師器蕊と小形丸底壷の２点が出土し

たためここを床面とした。しかし、建物基礎による撹乱部分を清掃していた際、下方より土器が出土

し、断面観察から床と認定した暗褐色土層下に別の黒色土の層があることが分かった。黒色土層の広

がりに従い床面と思われた暗褐色土を除くと、黒色土層下に地山が検出された。その結果、完掘状況

としては壁の下が幅20～30ｃｍのテラス状になり、テラスには幅10ｃｍ程度の壁溝が廻る゜そして住居

の中央が一段下がる。これは、1999年度の調査において検出された住居趾（9901調査地点：３５２．３５３

号住居趾）と類似しており、主軸方向も同一である。いずれも|可じような建物基礎によって破壊を受

けているが、包含層（遺構覆土）と思われる黒色土層が良く残っており、遺物もその中から比較的破

損の少ない状態で出土している。ベッド状遺構を持つ住居趾のようであるが、最初に検出した暗褐色

の層は壁の崩落．流れ込み、あるいは撹乱によるもののような様子もなく、床面である可能性も考え

られる。

２８号竪穴住居趾（図18）

調査区の中央やや南で検出された。一部を撹乱によって破壊されている。ほぼ方形プランで、約

3.1ｍ×2.7ｍである。住居趾の中央でピットが二つ検出された。４０ｃｍ弱の深さがあり炉の可能性も

考えられるが、焼ﾆﾋは検出されなかった。２８号住居趾の埋土は黒色のものと、暗褐色の地山土が混
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1．（医病）基幹・環境整備に伴う発掘調査（0006調査地点）

ざったものとがありそれらの範囲確認が困難であった。明らかに現代の撹乱と思われる部分は最初に

除去した。地山の混土は住居杜の東半分程度に広がっていたが、この土も一度掘削した撹乱土と判断

して除去した。近・現代の撹乱であることを示すようなものはなく住居プランへの影響は全く無かっ

た。古代～近世の撹乱であったのかも判然としない。遺物はこのような過程のため、厳密に峻別でき

ているとは言い難く、古墳時代から中世にかけてのものが埋土中から出土している。床面からの出土

は土師器片が２点あったのみである。年報（熊本大学埋蔵文化財調査室年報７，２００１）では、この住

居趾を古代の住居趾と報告したが、古代の住居趾であるならば本来備えてあるはずの篭がなく、遺物

を再度考察した結果、古墳時代の可能性が高いと判断した。

２９号竪穴住居阯（図18）

調査区の中央で検出された｡２８号住居趾と撹乱土壌により南西部を破壊されている。現在長

2.2ｍ×2.16ｍ程である。主軸は22号住居趾と同じで、東に45゜程振れている。これは前年度に確認

した古墳時代前期の住居趾と同様で、条里制が施行される以前は、この一帯の住居h上は主軸を北東一

南西にとっていたことを示している。プランを検出した時には、既に上面がかなり削平されており、

深さは15ｃｍ程度しか残っていなかった。住居趾中央のやや南西部で、焼土の広がりを確認した。

南西部の突出した部分との切りあいは、現場で正確に把握する事が出来なかった。しかし、この部

分がほぼ南北に主軸をとっており周辺の遺構の在り方からしても、この南北に主軸をとる土壌状遺構

が時期的に新しく29号住居趾を切っていると思われる。２９号竪穴住居趾も、２８号竪穴住居趾同様に篭

の痕跡がなく、中央から炉の跡と思われる焼土を検出したことから、古墳時代と考えられるが、周辺

での調査結果を照合すると、古墳時代の住居趾としてはかなり小型になりそうである。遺物は、土師

器片が10数点出土したにすぎない。喪の口縁部や高坏の脚部などがあるが、いずれも砕片である。

＜その他の遺構＞

柱穴らしいピットがいくつか検出されたが、建物が並ぶようなものはなかった。出土した遺物は土

師器・須恵器等で、古代～中世にかけてのものである。

Ⅱ区（図13）

Ⅱ区は調査範囲が非常に狭長で、遺構の全体を把握することは困難であった。幅1.5ｍ、長さ21ｍ

の調査区である。調査区の一部が病棟への給食食材搬入路（スロープ）の脇であるため周囲が高くな

る。最も高くなる部分では２層が撹乱土で両壁が脆弱なため崩落の危険があり、工事業者の協力を得

て急遼矢板を打った。しかし、検出された溝状の遺構を掘り下げることは危険であり、またスロープ

部分は工事による破壊等の影響は受けないため、現状保存できる部分については保存とした。そして

工事によって破壊を受ける部分と安全性を保てる部分についてのみ調査を行った。

Ⅱ区で確認した遺榊と思われ掘り込みは、土坑状遺構３基がある。

＜土坑状週構＞

１号土坑状遺構（図13）

調査区の西端、既設枡東側を北に長さ３２ｍ、幅約２ｍのトレンチ状に掘削したところ、包含層を

確認したので重機による掘削を止め、人力による掘削にした。地山を検出すると、南側へ傾斜して落

ち込み土坑状になった。深さは０４ｍ程である。ここで遺物が集中して出土した。南壁が立ち上がる

ため、南北の幅は０８ｍ程度と思われる。東西に広がり、溝状になるかは不明である。多量の古式土

師器が出土した。
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Ⅲ本荘北地区の調査
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Ｌ（医病）基幹・環境整備に伴う発掘調盗（0006調査地点）

２号±坑状週構

西端から5.4～6.4ｍで、南北に調査区を横切る遺構ラインを検出した。当初は南北に走る溝と考え

たが、２０ｍ先まで遺構埋土と思われる黒色土が続き、これに対応する遺構の立ちあがりを確認するこ

とができなかったため、東を全面的に徐々に下げたところ、０．４ｍ下で東側の遺構ラインが検出した。

掘削した結果、最も深い所では遺構検出面より1.1ｍ程下がる。壁は、西側は緩やかな傾斜で下り、

底の20ｃｍ付近で急に落ち込む。形状は竪穴住居趾のようであるが、ちょうど検出した部分の中央が、

東西方向に溝状になっており竪穴住居趾とは考えにくい。

３号±坑状遺構

１号土坑状遺構の東側、調査区がＴ字になったその交差部の南壁沿いにある、東西約3.1ｍの落ち

込みである。深さは0.5ｍ程度である。南壁では土器が若干出土した。おそらく中心部となるのは、

調査区南外であろう。遺構面（地山）の状況から、１号土坑状遺構とは繋がらないと思われる。

＜その他の遺構＞

保存した部分については、図16の３層上面まで掘削した段階で、土器が集中して２箇所検出された。

それぞれ、記録をとり取り上げた。

Ⅲ区（図14）

Ⅲ区は撹乱による破壊が著しく、遺構の全容は不明である。硬化面を検出したため住居趾かと思わ

れる掘り込みがあるほかは、ピットである。

＜住居趾（？）＞

調査区の南西で住居趾らしい土坑状の遺構を検出したが、既設管や撹乱土坑によって破壊され、ほ

とんど遺存しておらず、本来のプランや規模は把握し得ない。深さは50ｃｍ程度である。硬化面は一

部確認された。

（４）出土遺物

本調査区で検出した遺構は古墳時代の遺構が主体であり、遺物も古式土師器が多量に出土した。本

書では、出来る限り多くの器種を載せることを優先した。掲載できなかった遺物については、別の機

会に紹介したい。

I区

９号竪穴住居趾出土遺物

Ｉ区で最も多くの遺物が出土した遺構は９号竪穴住居趾である。古墳時代前期、４世紀ごろの古式

土師器が出土した（図１９．２０：ｌ～31)。小型丸底壷・高坏・饗・直口壷等がある。後世に混入した

と思われる遺物として、図２４：118～119の須恵器蓋と坏がある。

２２号竪穴住居趾出土遺物

２２号竪穴住居阯からも、古式土師器が出土した（図２０．２１：３２～43)。９号竪穴住居趾と同じく、

小型丸底壷・高坏・喪が出土している。

２８号竪穴住居吐出±遺物

２８号竪穴住居趾からは古墳時代前期の古式土師器と、古代の土師器．須恵器等が出土している（図

２１：４６～62)。住居趾の床直上で出土した土器は、図21-58である。遺構の形態と、この土器から、

本住居趾の時期を古墳時代とした。
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1．（医病）基幹・環境整備に伴う総llil調森（0006調森地点）
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Ⅲ本荘北地区の調査
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1．（医病）基幹・環境整備に伴う発捌調森（0006調査地点）
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１．（医病）基幹，環境整備に伴う発掘調森（0006調査地点）
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その他の遺物

図２４：109～117は縄文土器である。111.112.116.117は28号竪穴住居阯から出土し、他は包含層

からの出土である。109.110は縄文時代後期後葉の磨消縄文であり、他は後期末～晩期の土器である。

このほか、包含層やピットなどから古式土師器・古代の土師器・須恵器が出土している。

Ⅱ区

Ⅱ区では、狭い面積に比して、Ｉ区を凌ぐ量の遺物が出土した。Ⅱ区西端部、1号土坑と中央部の

２号土坑から集中して古式土師器が出土した。特に２号土坑は遺物が重なって出土した。1号土坑以

外の区間では、包含層を掘削しながら土器群を検出したため、東側より土器群１．土器群２.土器群

３とした。２号土坑上面で検出した一群が土器群３に相当する。遺構を掘削して出土した分について

２号土坑出土としているｃいずれの土坑・土器群も古墳時代前期の古式土師器である。

小型丸底壷・高坏・喪・二重口縁壷・直口壷・ミニチュア土器が出土した。７５の二重口縁壷は1号

土坑出土であるが、中の土に骨粉が混入していた。また付近からベンガラの塊が少量検出された。

5４



Ⅲ本荘北地区の調査

土器以外には、黒曜石製の石器２点と、鉄鎌１点、ガラス玉1点がある。

Ⅲ区

出土遺物は土師器片が出土したのみである。

（５）まとめ

1999度の調査において確認した集落が、病院敷地の端まで存在することが判明した。白川を眼前に

控えた堤防の直下であるため、遺跡の存在の可能性はそう高くはないと考えていたが予想に反する結

果であった。Ⅱ区やⅢ区は旧３号・５号病棟の脇であったが、病棟建設に伴う周辺への影響は非常に

少ない事もわかった。本調査地点は本荘北地区の北西隅であったが、以前の建物基礎などの撹乱を一

部受けていたものの遺構が検出されたことは、少なくとも病院敷地の北西側一帯に古墳時代からの集

落が遺存している可能性が強いことを示す調査結果となった。県下において、また特に白川流域にお

ける当該期の土器資料.出土例は少ない。Ⅱ区で出土した土器は、器種や数量もある程度揃っており責

重な資料となろう。

後述する、0104調査地点と比較すると遺榊の密度は低く、集落の端部に近いのかもしれない。
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1．（医病）基幹．環境雛M1に伴う発掘調狂（0006調査地点）

表60006調査地点出土遺物一覧表
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9．￥HWtn:lllM：

９＄竪穴ＩＭＩ\jM：

９￥悪穴化居jｔ

政111舷-1112こげ狐？

外illi-編にⅢ班

IAlIni-lMIにⅢ斑

焼きむらあり

外iln一郎にHN斑

外ijii一郎にススliI粉

外ilUに焼きしろ

｢Al外i価に－１１６スス付端

外迩6二Ⅲ斑

外ljiiスス付瑞
ＩＳＩ禅師に胡･色

ＩAl外iiiii二!Ⅲ斑

外iliiスス付刺
帖:ＭＩＭｉみ上げ

外IhiススI↑粉

吹さこぼれ

外Ihiにスス付筋
炊きこぼれ

外MiⅢ班

吹さこぼれ

内外ifil二赤色化は．！？
外【hiスス1.1筋、吹急こぼれ

2０ 2６ :!:箇勝 if〔11蝋

口i鴨ｌｑ(〕

旗ｉＫ

器廊
1ｺ橡iWj片

I蝿：ナデ．ハケ

ロ．Iilb

外：回転ナデ．

ハケロ折
ｵ･サニ

内：Ｈ“ｌ()ＹＲ７／ｌ

外：HuelOYI《７／４

・
ｆ
ｊ鵬１１
■
■
⑩

穴悪り９



Ⅲ本荘北地区の調査
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図 番号 遺物 租頭(器租） 法駈（画） 洩存且 特Ｂｋ 色田 出十泊槌 衡考

２０ 2７

盤

”

3０

3１

3２

3３

蜘

鶏

3６

訂

31】

鋼

4０

４１

4２

土lRi器

土師器

土師器

土騨器

:上師器

土師器

上師器

土師器

｣:師器

土師器

土師器

上蹄器

二hlFi器

二'二節器

土師器

土師器

蝋

愛

堂

激

兜

lni坪

Jji坪

庇坏

碗

碗

小捌九胚澄

小駆九底激

受

受

洩鉢

史

1.麓18.0

鵬艦
群高

[】径18.0

庇綴
器ｌＩＭｉ

口僅15.0

鵬径
器満

８
９
■
⑪

埴
鋤

伍
匪
高

口
旺
鰐

ロ藤１８，０

庇鯉
器商

口径１６６

庇建
器崗

口径14.9

斑珪

器崗

口径
旺径

器高

'二I産lＬ９
Ⅸ掻
器lnH

ロ膿

庇掻
器IF

口径９．６
正径

器高８．３

'二linE13.2
庇睡

群高１３．５

1ｺ極１５２

底径

器高

口掻15.0

庇径
野庇

□姪３０．０

旗姪
器商

1.雄15.6

鮫径
緤商

口織部Ⅱ.

1ｺ縁郁)+・

韓ｌ/･I

２／：！

口緑・IilDlIHlの｡－

部

１／２

１/２

脚部ｌ／３

ｌ／３

庇雛のみﾘIWF

Iまｌｇ寵形

口樺薊i-IVIj砿111

口緑冊肌『

1ｺ縁総16.

口蝉郎Ⅱ．

口樺・用InIl1．

内
外

191賑１．デ．

ハケｉ１

Ｉｌｉｌ態ナデ．
桁ｵ･サニ内

外

191転ｆ･デ.橘

ﾂﾞｰﾃﾞ,ハケ目
ハケⅡ後１回絃
ナヲ･へラImiI）内

外

ｎ値ナデ.ハ
ケ1Ｊ.'Ｘり

ｌｊｉＩ鯨ナデ．
ハケ1ｺＩ内

外

IIiI舷ナデ.ハ

ケlllWlり

､l伝十デ.猶
ナデ.ハケョ内

外

IiilWiｿﾞ･デ,ハ
ケ１１．１Ⅱり
'91砿ナデ．
ハケロ内

外

ｌｉｉｌ伝ナデ．

l息さ
pl催ナデ，
Iiljll後ナデ内

外 ナデ.ハケ目

脚】低ナテ，
ハケTｌ

内：IliI伝ナデ，
術ナデ，回
転へラIiMI；

外：Ｉ５ｌ伝ナデ，
へラ暇喜

IＡＩ：Ilil転ナデ，
､りり後liWき

外:11M鯖ﾘｰﾃﾞ．
IIUi〕

IAl：ゾ･デ
外：ハケi】

デ
デ

・
ナ
十
回

ば
き
伝
ケ

測
嚇
側
ハ

内
外

内：ヘラ､Ｉ、．
ハケ1１

外：ナデ.ハヶ目

内：、ﾘﾘ．回転

ﾅ･デ

外：I可拡ﾂﾞ･デ

内：IiiI低ｿ･デ.ハ
ケ11.へラ則

l)Iliﾅ･デ
外：IijI極ナデ内

外

F1低ナデ．

ヘラリ１１１り
ハヶＭ，回
瞳ナデ

内２回伝ナデ．
へラIHIり．

折ｵ･サエ
外：IiDI牡ナデ.ハ

ケ【1.1Ｍリ

ＩＡｌＢＨｕｅｌＯＹＩｌ５／３
外：Ｈｌ１ｃ７､５VＩ（Ｕ／６

内Rllue7､5ＹＲ６／６
外：IluclOYR7／４

ＩＡＩＲｌｌＬｘＰ２５Ｗｔ.’／６
外；１１m⑥2.5ＹＲ４/６

内：llu⑰１(ﾊ'1（８／４
外：！{uelOYl（８／４

IAIBlluu7.５ＹＩ（１）／４
外：ｌ１ｕＩＤｌ()YR1i／３

内：ＩＩｕｅｌＯＹＲ８／４
外ＰｌＩｕｅｌＯＹＲ８/３

内：ｌＩｕｅ５ＹＲ６／６
外：ｌＩｕｅ７．５VＩ（７／６

IAi：Iluc
外：lIu⑭

ｌ０ＹＲ７/3

10VＩ（【ｉ／３

lAl：ＨｌｌｃｌＯＹＲ７／３

外：】11】ＣＩＯＹＲ７／３

内ｌｌＩｕｃ
外；Ⅱuｃ

ＯＹＲ５／３

０ＹＲ４／２

IＡＩ；ｌｌｕｅ
外glIue

ＯＹＲ７／４

０ＹｌＲ７／４

I｣ｈｌ：ｌｌｕＧ
外：Ⅱl】⑥

ＯＹｌＲ６／Jl

OYI（７／３

内：ｌｌｕｅ５ＹＲ６／`ｌ
外：ＩＩｕｌｅ５ＹＲ６／`】

内：HllGlOYR7／'１
外：ｌｌｕｅｌＯＹＲ７／･Ｉ

内：］ＩｕｅｌＯＹＲ７／`ｌ
外：ⅡｕｅｌＯＹＲ７／２

IAi：ｌｌｕｅ
外：lIu⑫

ｌＯＹＲ７／d

10Yl（７／３

９W･竪穴u:居｣I上

９甥･竪穴住屈ｊ１上

，叶竪穴垈IF;i8１

９叶竪大住層刺．

９．M･竪穴住滞｣】１

22H･竪穴住jii;ｶヒ

22号竪穴佳屑ｶト

型咄･竪穴11;届劉

22U･竪穴住居jll：

22\竪穴住居』Ｉ上

22号歴穴注居jil

型･殿竪穴住居力I：

型叶竪大住厨｣&

22M.竪穴住鰭城

2219P懸穴住Iﾛ;｣1ｔ

塑号悪穴住居靴

赤色硫偶

外iii庇郁に川斑

ﾀﾄmiスス付筋
吹きこぼｵＬ

焼きむら

焼きむら

焼き⑥膠〕

外tIljメスＩＤＩ締

内iii下半11N色llW研のよう'二暦､、
ている，

外illi余1$lニスス付筋口樺部一
師'二恥斑

外uiiIﾆｽｽｲｵ筋

外ihiにスス付輔

外iIljにスス付筋

外Ihi-iWlにスズ付粉

２１ 4３

$．’

房
⑨
４

4６

4７

4８

4９

5０

５１

９
】
■
。

斑

土師器

｣ﾆ師勝

土師器

土師器

土師器

土師器

土IXi器

土魔器

二t衝淫

土師器

土師器

完

兜

兜

凋坏

受

亮

亮

史？

為坏

坏

童

口径13.0
庇驚

勝向１９．１

1.艦12.0

庇趣
器商

に】幾

座径
麗高

口径16.0

庇径

鶴商

'二】径

庇醤

器商

1ｺ鐙

庇瞳
器高

口ｉｆ

恢佳
群荷

Irl雁

底径
器高

l=I径１６．５

1m〔径
器庇

口径１５.】

樋雛

器布

【｡姪１１．５
庇磁

器高

完形

'三】縁祁Ⅱ．

杓】/５

口織郁Ｈ・

'二l縁１１３片

1.鰍HUll．

口緯iWIﾊー

口緑郁片．

口緑liEH．

口織部１１。

1ｺ鞭部Ⅱ.

内
外

雁1伝ナデ.m

lMIiオサニ
１Ｍ熊ナデ．

ハケ'１内
外

、転ﾅ･デ･

ヘラ､りり
lijI機ナデ，
ハケⅡ

IAI：ｉ１１種ナデ.ハ
ヶl】・刑i）

外：1,1肱ナデ．
ハケi］

内：1,1極ナデ

外:l馴転ﾅデ

IAU：Iij鮭ナデ．
ハケ13

外：ｌｌｌ１態-1-デ．
ハケI】

IAl：囮]松ﾂﾞ･デ
外：阿牡ﾘｰﾃﾞ

内
外 IIiI低ナデ

Iiil砿ナデ

吟
外

Iml舷十デ.回
OEへラ磨き

何低ナデ後
へラ班專内

外

'111砿ツー気

桁ｿﾞ･デ
Iii】枢ナデ

内
外 【111松ナデ

､I態ﾅデ

IAlIliiI椎ナデ，
へラ瀞さ

外；卿転ﾌﾞ･裳
へラ瞬き

内：Ｈｕｅ７,５Y】（６／･Ｉ

外：ｌｌｕｃ７､5ＹＲ７／,Ｉ

内：lIuelOYR7／３

外ｇＩＩｕｅ７５ＹｌＲ５／･Ｉ

内：ｌＩｕ匹７５Yl（６/６
外；ⅡuＥ7.5ＹＲ６/６

l4I3IluIJlOYI（８／Ｉ
外：Iｌｕｕｌ０ＹＩ（８／`Ｉ

IAl：ＨＵｅ５ＹＲ６／６

外：Ｉｌｕｅ５ＹＲ６／`１

IAU：ＩｌｕｅｌＯＹＲ６／ｄｌ

外：lluClOYR6／･Ｉ

lAl：ＩＩｕｕ２､５Ｙ６／２
外ｌＩＩｌⅡＢ２．５Ｙ７／２

内：IluElOYI（６／４
外：ＨｕＥｌＯＹＲ６／２

内：ＨＵＢ7.5ＹＲ７／６
外：】化ｅ7.5ＹＲ７／６

内；ｌｌｕｅ７､5ＹＲ８／･Ｉ
外ＩＩｌｕｅ５ＹＲ７／６

lAl2lIue5Yl（６／６
外：11m⑥５ＹＲ５／６

Z2U･竪穴佐居｣I上

Z3UP彊穴住居j1L

劉暇展穴住居hｌ

銘Ｉ)翌大住馬hｌ

銘￥竪穴住膳jｆ

28陽竪穴住勝jII

28.\竪穴住暦趾．

涕号竪穴住居hＬ

錫号竪穴住居１１N：

28U･竪穴住陪jll：

謝叶竪穴伎厄;hIb

内外耐Iニスス付蒜

外iIliIニスス１ｹ粉

外ilj一郎'二Ml斑

外ihiスス付筋

外iIiiXx付締

外iIii6二!Ⅲ斑



１．（医病）基幹・環境整Mijに伴う発掘調査（0006調査地点）
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図 番号 遺物 租類(器租） 法且（、） 残存■ 特微 色風 出土遺構 轍考

2】 魂

弱

5６

5７

5８

弱

6０

6１

6２

土H1i器

土師器

二１２節器

土師器

土師器

碩恵器

鋼恵器

綱恵器

頬忠器

史

高坏

浅鉢

Ⅲ

'1､型ﾒL底壷

碗

碗

完

篭？

I=l篠

底縫
器高

口慌
MH徒
器高

口搬３２．５

唾鵬

器向

８
０
１

７
６
１

掻
鎚
庇

口
底
器

口径】1.0

底径
器高

ロ雑１２．８

庇径
麗商

口i冊

庇怪9.0
器向

口篠

庇後
器淘

口径

隆雄
器応

口縁脇片

脚部ｌ／２

｢】織部片

ほぼ完形

、縁部片

口織部片

底部片

胸部片

阿部)!．

内
外 ハケI]・削り

回転ナデ，
ハケl］内

外

回匠ナデ.回

鮭へラ削り
回転ナデ．

へラIfＩき内
外

回転ナデ
ヘラナデ

回伝う･デ
ハケtｌ内

外

回態ナデ．
指ナデ
回伝ナデ．
へラ切Ｉ）内

外

回転ナデ，
ヘラナデ

回戦ナデ

内
外 回転ナデ

回松ナデ

内：回転ﾅｰﾃﾞ
外：回転ﾅ･デ．

iiﾘﾘ，回転
ヘラⅦl）

内：タタキ

外：タタキ

内
外 タタキ

タタキ．へ

ラ感き？

内ＢｌＩｕｅｌＯＹＲ６／３

外：ⅡｕｅｌＯＹＲ６／４

内：ＨｕｅｌＯＹＲ６／４
外：Ｈuどl0YR6／４

IAl：ＨｕｅｌＯＹＲ５／２
外：ＨｕｅｌＯＹＲ６／４

内：Ｈｕｅ７､5ＹＲ６／６
外：llue7､５ＹＲ６／４

内：lIuelOYR7／３

外：ⅡuE10YI（７／３

内：ｌＩｕｅ５ＧＹ３／１

外：ＨｕｅＫ２／】

内Ｉｌｌｕｅ５Ｙ６／１
外：Ｈｕｅ２､5Ｙ３／I

内：Ｈｕｅ７､5Ｙ４／Ｉ

外：Ｈｕｅ５Ｇｙ３／１

内：llUelOGY4／１
外：ｌ{ｕｅＮ３／０

28号竪穴住居hlz

28号竪穴住居趾

28サ竪穴住居比

28号竪穴住居杜

28号竪穴住居jhl

28腓竪穴住居hｌ

28サ竪穴住居趾

28号竪穴住居jM：

28号竪穴住居杜

外面煕斑・焼きむら

内面凧色

内外面スス付着

外面にEI然牲

底面に自然紬

2２ 6３

６１

6５

髄

６７

錦

6９

7０

7１

池

7３

7４

ｒＯ

布

7７

7８

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

ｔ師響

師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土揮器

土節器

土師器

小型ﾌﾞL底麺

小型九底壷

小型丸底壷

姿

庇坏

高坏

向坏

高坏

兜

兜

姿

兜

兜

二jll口緑麺

二m[ロ繊壷

二ｎ口縁斑

口径
堀大径８．２
器高

口機１ＬＯ
股火径lＬ７
器向

[]径１１．０

庇径
器Hii10.0

口鮭

触大径１４．８
器向

ＩＳＩ擁

底径

器高

口径１９．２
底径
器高

口掻19.0

庇機
器lHj

1.径

底径１１６
器商

口径１６０

底径

器商

口雛171

駈縫
器高

口維１７．７

｣it大窪２２０
器廊

８
９
３

肥
卯
別

径
径
大
高

口
般
器

I]径１７．２

底径
器廊２６．２

にI径１８．６
迩搬
器商

４
７

鱒
釦

径
腰
高

口
底
器

'二I径２５２

妓大径２７．６
器商３５．２

２／３

１／２

完形

１／２

１／４

坏部ｌ／４

１／４

１／２

ｕ緑部２／３

ｌ／３

３／４

４／５

完形

口録部ｌ／４

ほぼ完形

ほぼ完形

後
へ
へ

砿
・
・

卿
デ
回
き
り

ラ
ナ
ヶ
咽
剛

へ
指
ハ
ラ
ラ

内
外

内：回転ナデ．
ハケI]，へ
ラ､ﾘﾘ

外：回転ナデ．
ハケロ内

外

回転ナデ,
畷き
IDIORナデ,ハ
ケ目,M1Iき内

外

へラIWIl).層

き､栃ナデ
回転ナデ，
ハケロ内

外

回転ナデ．

磨き
回転ナデ．

へラIlUり内
外

IUI砿ナデ．

闇き
回転ナデ．

晒き内
外

回転ナデ．
ヘラナデ

ロOZiナデ,ハ
ケロ,磨き内

外

回転ナデ．
削り
回転ナデ

IJLl：、l紙ナデ．
ヘラilIり．
指必きえ

外：回転ナデ．
ハケI］内

外

回転ナデ．

へラHllり
回転ナデ．

ハケロ

内；回転ナデ．
ヘラIlll)．
へラ恩さ

外：回舷ナデ．
ハケロ湘

外

回転ナデ，
ヘラIillり
回転ナデ．
ハケ【］内

外

回転ナ･デ．

ヘラIⅡI）
回転ナデ．
ハケロ

内：回鮭ナデ‘

ヘラ11りり，
ハケロ

外3回転ナデ．
ハケ、内

外

回鮭ナデ．
ヘラ削り
回伝ナデ．
ハケⅡ

内：回転ナデリナ
デ,へラlfllり．
ハケI］

外：回転ナデ.十
デ.ハケロ

内ｌＩｌｕＥ５ＹＲ６／６
外：Ｈｕｅ７､5ＹＲ６／６

lAl：Ｈｕｅ７､５ＹＲ６／６
外ＩＨｕｅｌＯＹＲ７／４

内：ＨｕｅｌＯＹＲ６／４
外：IluelOYR6／４

内：Ｈｕｅ２､5ＹＲ６／８
外：HuI９２．５ＹＲ６／８

IAl2IIuelOYR6／４

外：lluelOYR6／３

内：ＨｕｅｌＯＹＲ３／ｌ
外：ＨｕｅＩＯＹＲ７／４

内：Ｈｕｅ７,5ＹＲ６／６
外：ＨｕｅｌＯＲ５／８

内：lluelOYR8／３
外：lluelOYR8／３

IAl：ＩＩｕｅ２､５ＹＲ６／８

外：ｌＩｕｅ２５ＹＲ５／８

「Al：Ｈｕｅ７､５ＹＲ６／４
外：Ｈｕｅ７､５ＹＲ７／３

内：ＨｕｅｌＯＹＲ６／J1

外：ＨｕｅｌＯＹＲ６／４

内：ＨｕｅｌＯＹＲ８／３

外：}ＩｕｅｌＯＹＲ７／２

IAI：ＨｕｅｌＯＹＲ７／４

外：ＨｕｅｌＯＹＲ７／４

内：ＨｕｅｌＯＹＲ７／４
外：ＨｕｅｌＯＹＲ７／４

内：Ｈｕｅ５ＹＲ６／６
外：Ilue7.5ＹＲ７／４

内ｌ１ｌｕｅＮ２/0｣ＯＹＲ７／２
外：ＨｕｅｌＯＹＲ７／２

nｌｘ１号土坑．ｕ区
２号．Ｕ区+2鶏鮮３

－Ｑ

Ⅱ区１号土坑

Ⅱ区1号土坑Ｎｏ．
８

nljI2号土坑．Ⅱ区

1号土坑

Ⅱ腿１号土坑

Ⅱ区1号土坑

、区１号土坑

ｎｌｘ１号土坑

Ⅲ区１号土坑

Ⅱ区1号土坑.ｕ区
2号土坑包含恩

IIIXI号土坑

ｕ区１号土坑。Ⅱ区
２号土坑包含厨

、区１号土坑Ｎ０，２

ⅡｌＫｌ号土坑．Ⅱ区
包含層

nlx1号土坑ＫＯ．

、区２号土坑包含
層.Ⅱ区１号土坑

粘土紐穂み上げ
遺構はⅡ区１号土坑

粘土紐flIみ_上げ

外面底部Iニスス付筋

粘土組Ｉllみ上げ
外面に肌斑

内面に照斑

外面赤色顔料・スズ付薪

脚部底面に指痕あり

粘土I丑稲み上げ
外面スス付着

粘土紐稲み上
内面スス付碕

げ

粘土紐積み上げ
外面スス付埼

粘ｧ化紐柄み上Iｆ
煮炊き艇あり

内外面Iニスス付藩

粘土紐積み上Iｻﾞ

外面に朋斑・スズ付藩

内外面に煮炊き痕
粘土紐､lみ上Iｆ
遺構はⅡ区２号土坑



Ⅲ本粧北地区の調査
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図 番号 迅物 祖顕(器lH） 法母（、） 残存且 特徴 色国 H1士;且岨 飼考

炉＞
￣￣ 79

8０

８１

鑓

8３

土節器

土節器

土藤群

土IRi器

土師器

乎提ね土器

小別九躯灘

小醗ﾒL嚥壷

小!i1九戒蹴

小撤

｢】極
礎雁６.鴻
藤高３．２

l」礎９．５

吸鶴

弱HＵ６Ｄ

｢l樋9.0
庇if

溌苅７．２

11裾12.“

庇礁

113脚12..1

に】繩１２．７
砿大越１２．９
瀞向１２.J1

ほほ完形

寵形

１ノ２

９/1，

７／８

内；箔ナデ
外：折オシ

内
外

回鰹ゾ･デ．

へラブ･デ

回転ナデ．
111ナデ

内：回転ナデ．

指ナデ．ヘ
ラiWjI）

外；回転ﾅｰﾃﾞ．
ヘラli1II）内

外

ヘラllIIb．÷

デ.蔚さ？
ヘラ削り．
ﾅ･デ内

外

ﾅ･デ.へラNII

り.lI1さ？
ハケ肌瞬き

IAi3Ilue
外＄IIuG

ｌＯＹＲ７／３

ＩＯＹＲ６／３

内：ｌＬｅＩＯＹＲ６／､１

外：Ｈ低ｅｌＯＹＲ６／３

内：Ｉｌｕｅ７５ＹＲ６／６
外：}I此7.5ＹＲ６／６

内：llue7,５ＹＲ６／６
外：Ｈｕｅ７､5ＹＲ７／６

141：ｌＩｕｅ２５Ｙ７／３

外ＹＩＩｕＢｌＯＹＲ８／･Ｉ

uＫ２￥土坑

､に２号土坑’1闇

【】繁２号ﾆﾋ枕｡'図

ｕ区２勝土坑・IIIZ

上勝ｌＷ３－１；

l1lX2IJ・・、11土器

肝３－Ｑ・nIKトレ
ンヴー

雄肺;二鵬斑

外IHI'二煙さしら

外堀底部に１１１斑

焼きむら

外Miにススル１筋

罰 ３１

８５

鰯

郡

8８

8９

9０

９１

9２

蝿

9uｌ

9５

蝿

9７

9８

9９

UOO

】01

102

100

101

二k節群

士節器

土師鯉

土悶器

土師醤

土飼器

土師器

土随器

土Bli器

言I:師勝

土師器

土師蕗

土節器

土I§Ii群

土騨羅

土師器

土師器

土即勝

土師淫

土師器

土師塵

耐坏

HM坪

HW坪

IiiLI；

勘

小姻九唾巍

'1､ｌＷＬ唾遥

小湿九庇遡

小醐ﾒL底迩

小刷九唯竃

小調jL嘘避

小避

高坏

史

ｲ､RHﾒL砿蜜

'1,剛ﾉL庇翻

斑

湖Ⅱ：

井形土器

史

史

I]i粥１１i,３
庇i墹
綴厨

1.麓16.2
庇維

器廠

口鵬
庇碓11.0
濁亦

'二l雅

嘘槌12.0
勝庇

口慌lａ２

腿臓
麗布

、
、
、
□

（
ろ
【
ｌ

膳
羅
侮

、
唾
器

1.碓ｌＬｌ

駁il1
Bi1町７．７

'二I篠1０．７

庇径
器応６．６

Ｉ２Ｉ搬11.(】
庇搬
擬Ｈｉｉ８.`１

'二Ii塒１`1,1）

庇礎
野高9.0

[】雛11.6

斑碓

群淘８．９

【二li鴇１１０

最大径１２０
濁侮

口i［lq9

漉碓

野布

'二１１眉17.(）

庇径
濁庇型９

I]糠】】､５
庇搬
瀞斫８」

'二Ⅱ砿12.,1

11t大径１２６
器iHi

口搬】3.6
旗I鵬
器亦15.5

磁
掻
応

川
庇
器

５
郷
５
３

碓
商

Ⅱ
服
麗

Ⅲ
３

．
●

Ⅲ
０

1.艦

liI維
器満

３０

９０

lごI離】`1.5

庇臓
溶高Ｚｎ７

】ノ２

２／５

１／２

脚1W；

１／２

1212完形

定形

形

I：ぼ定形

２／３

篭形

ｌ/２

即;ilIZ4／５

定形

形

Ｉ／２

綣形

I1Ir完形

捲形

IﾕIr完形

形

内
外 ナデ

ナデ後懸さ

１
１

腓
ケ

回転ｿ･デ.脚
内へラ111り
回転･ナデー
ハケロ内
外

ヘラガ1111脚

IAlヘラHIli）
ナデ．磨き内

外

ハケl】･回転

ﾅ･デ.､11）
ハケ１３，回
低ナデ

;Al：回低ナデ．
ハケⅡ、へ
ラ１１ﾘＩ）

外：回転ナデ．
ハケ、

内：回転ｿﾞ･デ．
１１オナデ．ハ
ヶ!』．應彗

外：回転ﾅ･デ.ハ
ケロ聯き

1A１日厄l極ナデ．
晒邑

外：Iii1転ナデ.ハ
ケ目,臓き

内：ナ･デ．避彗
外：ｿ･デ．ｌｇさ

内
外

Hjl鯨ﾅ･デ,ハ
ケIM1Ijl）
回低ナデ．
ハヶ[！内

外

回転ナ量
へラnIl）
ナデ.ハケ目ラ

ヶ
鷹

へ
ハ
｜
プ
伽
咄

最
さ
気
へ
刑

十
恩
十
月
当

内
外

内
外

へラnljl)．
ﾅ･デ

ハケ11.ナデ，

指お塁え内
外 回転ﾅｰﾃﾞ

IpI絃ナデ．
ハケ:Ｉ

I蝿8回転ﾂﾞ･デ．

へラブ･デ．

ヘラロリI）
外：回転ﾅｰﾃﾞ．

ハケI】内
外

河熊ナデ．
遜さ
回牡ナデ.ハ

ケヨ.晒さ内
外

IiJ転ナデ．

nlji）
回鮫ｿﾞｰﾃﾞ内

外

回I低ナデ．
ヘラ]ilUり

191松ナチ．
ハケ【】

内：回態ナデ，
ハケド１．脚

内へラHID
外：回低ナデ

IAl2折ナデ．ハ
ケ［I

IlIl）

ヘラ

:術ナデ．ｌｌｉ
オサニ内

外 ハケ1J･IIIll）
ハケI]･回
転ﾅ･デ

内：側掘ナデ．

ハケヒ１．へ

ラlIII）
外：回腫･ナデ．

ハケI』

1勺kllue5Ylt6/８
外：Ｈｕ巴５ＹＲ↓l／６

洲：ＨｕｅｌＯＹＲ７／３
外：ｌｌｕｅｌＯＹＲ８／３

内：Ｉ【皿Ｅ５ＹＩＲ５／６
外：l{uＵ2.5ＹＲ５／８

141：Ｈｕｅ７,５ＹＲ６ハ１
外：ＨｕｅｌＯＹＲ６／･Ｉ

内：Ilu上７．５ＹＲ６／６

LHm芒１０ＹＲ６／４

lAl：ＨｕＣｌＯＹＲ６ハｌ

外：Ｈｌ２ｅｌＯＹＲ６／･Ｉ

IAI8Ilue
外：１１m⑭

2.5ＹＲ５／６

５ＹＲ５ノ６

内：ＨｕｅｌＯＹＲ６／,ｌ
外：ｌＩｕｅｌＯＹＲ６／３

IAl：Ilu⑥７．５ＹＲ５／`ｌ
外：lIuf７．５ＹＲ５／４

IAl：NIuelOYR5／：ｌ
外：ＨｕＣｌＯＹＲ７／･Ｉ

ＩＡＩ２ＩｌｕｅｌＯＹＲ８／４
外：IIuE10YR8ノィ

I｣hI：ＩＩｕｅ５ＹＲ７／８
外：Ｈｕｅ７,5ＹＲ８／６

141：ＩＩｕｅｌＯＹＲ８／４
外：IluulOYR8／４

IAl：Ｈｕｕ１(】ＹＲ７／１１

外エＨｕｅ１ＯＹＲ７ハ１

内：Ｈｕｅｌ()YＩ（６／４
外：I1uelOYR6ノィ

lAI：Ｈｕ⑫ＩＯＹＲ７／３

外：ＨｕｅｌＯＹＲ７／'１

IAl：Ilue7､５ＹＲ６／'１
外ＩＩｌｕｅ7.5ＹＲ６／４

内：ＨｕｅｌＩ)ＹＲ７／,１
外：ＩＩｕｅｌＯＹＲ８／･１

内ＩｌＩＫｌｕ】ＯＹＲ７／８１
外：ＨｕＬｌ０ＹＲ７／３

;AI：I･ｌｕｅｌＯＹＲ６／､Ｉ
外ＩＨｕｅｌＯＹＲ６／Ｉ

lAi：lluq，２．５Ｖ７／３
外：撒皿どＩ()ＹＲ８／３

nlH(２．９.｣己坑５明

】IⅨZU-士坑

11区２IIP土坑

ⅢⅨ２．腓土眺

11区２５土坑３
冊・’1ｌｘ上勝8｢３－
】

ＨＩＫｺﾞ:鰈胖２－Ａ

】I【！(｣:器肝３－１１

111K土瀞腓３－Ｊ

11区２￥土坑３IIU
１１ｌｘ:Iも器郡３－Ｑ

ⅡⅨ１冊土坑.Ⅱ区
２￥土坑・’1区土器
群３－Ｆ

I】Ⅸ化器群３－Ｍ

11区二i:謹俸３－１（

Ⅱ区２\:上坑･I刑.
｣Z溌胖３－Ｃ・」Z器
屏３－Ａ

uIK土溶解３－１

lli41IR

lIl型I腱

11【X鵬

I】lXlIf

、[<01m

111KMｔ

uIK堀

娩さむら

外lIiiに照斑．スス'す称
ここまで

IAliHip緯部にスス付瑞
mIilは土器群２

外ilH底郁'二MN斑
IAIimp織脇Iニスス付筋
遮１月腫土群群３

外iiiにスス付蔚

IAI外､iにスス付鏥

IAIiniにヘラィＩＩＬ痕
外IMiに肥斑

外iIrl｡緑協Iニスス付茄

川斑部分、弗斑郁分ぁI）
外面スス付筋

晩きむら

lAl外ini8ニスス付蒜
ここ吉で

外Ihi庇liBI二AIN斑
IAImiに圧痕
遮１月は鋼仔IX碇

外iIii風化
外iHiスス付筋

胴ilMに穿孔か
1A】外iKiスス161筋

焼きtfら

JHi部先撹に穿孔
外iHiに煕斑・圧痩

穿孔あI）
1A;外inスス'す鞍

外面にスス付蒲
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、本荘北地区の調査

2．（医病)医学部総合研究棟新営工事に伴う発掘調査(0101調査地点）

（１）調査の目的と経過

ａ・調査地と鯛査経緯

本地点は白川左岸河岸堤防上に位置する本庄遺跡内にある。調査地点の標高は13ｍである。本地点

周辺では既往の調査により古墳時代前期～古代にかけての集落趾および古代の寺院趾などが確認され

ている。

本調査地点は、医学部総合研究棟新営工事に伴って発掘調査を行った。周辺の調査結果から、遺構

検出面が地表下70ｃｍ前後で検出されることが予想されるため、重機による1次掘削は-75ｃｍの深さ

で実施した。１次掘削の終了を待って、４月９日より埋蔵文化財の調査を実施した。1次掘削の結果、

調査区を取り囲むように以前の建物の基礎趾が巡っており、その部分を避けて内部を調査した。

本調査地点の性格もほぼ既往の調査結果と似た状況を示すが、本地点は大学病院内を流れる小河川

沿いに位置するため、若干他地点と様相を異にしている。それは、本地点の南側を中心とした部分に

近世～近代の畑阯が広がっている点である。これらは時期的には厳密に規定できないが、おそらく１８

世紀～１９世紀ごろのものと考えられる（１．Ⅱ面)。中世以前の遺構構築面（とくに北側）はこの近

世の耕地造営に伴い削平を受けている（Ⅲ面)。

調査はこの畑阯を中心に２回、畑阯を除去して１回の３面を調査し、７月３日をもって終了した。

調査の途中、６月18日に埋蔵文化財調査委員会および関係者の参席を得て、現地説明会を実施した。

ｂ、調査の経過

2001年４月９日

2001年４月16日

2001年４月17日

2001年５月14日

2001年５月22日

2001年６月18日

2001年６月25日

2001年７月３日

調査開始・撹乱掘り・廃土移動。

１面畑遺構検出。

１面写真撮影。

Ⅱ面目掘り下げ開始・畑遺榊検出。

Ⅲ面目掘り下げ。

現地説明会開催。

台地上遺構掘り上げ開始。

調査終了。

ｃ・調査の組織

調査員：大坪志子・小畑弘己

事務担当：富永明子

発掘作業員：呉判錫・岡田イツ代・押方富江・河野義勝・黒木重信・黒木タケ子・小細工洋子・白

石美智子・鈴木笙子・溜渕俊子・高松北子・橋口剛士・林田恵子・早田咲百合・番山

明子・福田久美子・堀川貞子・松井昭子・水上順子・宮村邦子・森川征子・森川護・

森田登

整理作業員：江口路・鬼塚美枝・小山正子・泗水直子・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊子・長谷智

子・林田恵子・早田咲百合､増井弘子・山嵜早苗・早川翔
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２．（医病）医学部総合研究棟新営工耶に伴う発掘調査（0101調査地点）

（２）鴎査区の基本層序（図25）

本調査地点は先に述べたように耕地化にともなって削平を被っているため、旧来の週構の残りはさ

ほどよい状態ではなかった。さらに、耕作±も旧建築物建設のためとくに北半部が削平を受けており、

本来は北側（白川側）に高まる地形であったものと考えられる。

以上より、北半部においては耕作土の下はいわゆる地山面であり、南半部にかけてこの地山が次第

に傾斜下降していく。このため、南側は旧耕作土（畑阯）の面が２枚以上存在し、その下部は古代以

前の溝および旧河道が重なった状態で認められたｃ

基本層序は、北半部が表土（厚さ70ｃｍ）－現代撹乱土の下が地111面、南半分が近世畑面耕作土お

よびその水成被榎砂・シルト層（厚さおよそ1ｍ）の下が古代包含層（Ⅱ面畑土耕作土）（厚さ20～

30ｃｍ）・古代溝・旧河道堆積物（厚さ２ｍ）となっている。

（３）検出遺構

今回の調査で検出した主な逝構は、近世の畑h'二、古代溝３条および竪穴住居趾２基、掘立柱建物趾

１基、古墳時代前期の竪穴住居趾１基である。

＜畑趾＞

北側台地上にもわずかな畝趾が認められるが、ほぼ流出および削平されており、残り具合は南半部

が良好であった。南半部では２枚の畑面を検出したが、その間および最上部にさらにｌ～２枚の耕作

面が存在した可能性が高い。この２枚の畑面は畝間に固く密なシルト層が厚さ５ｃｍあまり堆積し、

その上部を粗砂が覆っており、比較的検出は容易であった。これは本調査地点のさらに南側に存在し

たと考えられる（調査区南端で検出した現代の堀によって改修されている可能性もある）白川の支脈

である小河川の氾濫による堆穂物で畑面が覆われたために、引き起こされた堆積状況であり、このよ

うな厚い砂層に覆われなかった小規模な浸水が幾度か起こっており、耕作面の作り替えはさらに幾度

となく行なわれた可能性が高い。畝の幅は30～40ｃｍほどである。地形の傾斜に直交する河道に並行

する方向に畝立てされている。

畑の耕作土からはほとんど遺物が出土していないが、数点の陶器片および１点の銅銭（元祐通寶：

図３１：３）がある。遺榊の時期は、出土陶磁器片より18世紀～１９世紀以降のものと考えられる。

＜土墳墓＞

調査区中央部東にかけて２基の土城墓を検出した。

７２号±墳墓

１３号溝を掘り下げ中に検出した方形の土坑墓である。平面形は70×60ｃｍ台形状で、人骨を検出し

た時点で遺構として認識したことから、墓城底から25ｃｍほどしか残存していない。遺骸は座位の状

態で、人骨は墓底に崩落した状態で出土した。釘などは出土していない。副葬遺物も発見されなかっ

た。埋葬姿勢などから、近世以降のものである可能性が高い。

２３号±墳墓

７２号土壌墓の北側1ｍほどのところで検出した。遺骸は側臥屈葬の姿勢で西側を向いていた。腕は

肘を曲げ顎下で掌を合わせたような状態であった。その先に短刀と砂岩製の砥石が重なった状態で副

葬されていた（図29)。人骨の,性別は不明であるが、下顎の前歯・犬歯はなく、歯槽閉鎖の状態で

あった。７２号と埋葬姿勢の形状が異なるため、時期が異なると考えられる。畑趾の畝部には墓墳を

掘った痕跡は認められなかったので、畑阯以前であるのは確実である。中世末～近世初期のものと考

えられる。
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２．（医病）医学部総合研究棟新懲]弓事に伴う発jIiliilM在（0101調査地点）
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Ⅲ本荘北地区の調査
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２．（医病）医学部総合研究棟新営工鞭に伴う発掘調査（0101調査地点）

’

／
／

;;,iIi1， 夢籔 ″
型亀 型

Ｅ

⑫
姥、

、？；

`bkz童
、Ｐ

rﾉｗＬ
、－－穴

撃
鏑
等
望
彌

徳 ０
，｡屋?屋?

｡｡

篝
準
国

⑧

鞠
杉

`h`ﾋﾞｾﾞﾁﾞﾐ
､好 、

蝋診
出丙塵

琶
噸
冨

幽
筆
噸
扇

／

i三云鷺ﾄﾞｺﾞ
／

／

■ ／
図280101鬮査地点Ⅲ面遺構配置実測図（１／250）

6６



23号土墳墓 72号土壌墓

ゴ

1１

侭

ＬＨ＝12.20ｍ

ミドーミiミョ彦二Ｆ
エ
Ⅲ
一
抱
匝
Ｃ
ヨ

－－－

0 1ｍ
－－－－－

こ=皇＝些協3ｍ
31号掘立柱建物

恥e-と=豐圖1330ｍ

Ｅ
Ｃ
因
、
『
Ⅱ
エ
ヨ

四．』
麺
皿
宙
畢
摩
億
片
（
田
冒
『
、
竜
冨
ら
｝

賎
軍
距
畢
謹
偉
，
庁
（
宝
冒
こ
ぐ
園
へ
唾
）

学
圏
い
ま
塞
白
侍
（
エ
旨
ご
く
｝
已
凸
｝

一
軍
”
塞
偉
‐
宍
（
聖
旨
］
ｓ
、
置
廷
）

巳

画
ｄｏ~､ミフ

（
さ
畠
鈩
ニ
ェ
『
二
一
）
「
切
軍
害
北
国
》

（
》
へ
圏
浄
三
＄
【
二
一
）
判
凹
窪
匿
汕
宮
萄

（
マ
ヘ
圏
浄
三
当
三
）
判
剋
璽
蚕
如
白
雨

（
こ
め
屏
皀
｜
冒
頭
）
苓
釦
重
宙
恥
空
『

⑨ 、

、
通
知
菫
牽
⑧
一
ぷ
（
エ
巨
巾
鼠
ぺ
園
へ
牌
）

毎
画
皿
量
産
陣
片
（
一
一
房
ニ
ペ
園
二
｝

⑦

Ｆ
エ
ロ
｜
②
②
Ｃ
ヨ

Ｐ）
30ｍ

l1ii：黒渕色ｔ

：暗褐色士

：暗褐色三上

2牌：暗褐色士

(HueIOYR3/2）

(Hue75YR3/3）

(HuelOYR3/’1）

(Hue75YR3/3）

3層：蹄褐色｣２

．噸：照褐色上

5屑：Hlf褐色上

OluelOYR3/3）

(IIuelOYR2/3）

(IIuElOYR3/3）

恥20号竪穴住居趾
●．
’‘

』
五
加
昂
謹
偉
汁
己
巨
①
ご
く
富
へ
《
）

⑭
速
坤
畢
蛮
盾
芹
〈
室
冒
］
三
富
凸
）

唖
忽
靱
墨
芭
偉
汁
・
輯
謹
信
」
い
（
望
月
ぢ
ぺ
宛
単
へ
苧
砲
畠
）

一
亜
如
塞
白
，
宍
（
エ
旨
］
Ｃ
ペ
一
（
ミ
ニ
）
圏
一
氏
ヨ
ー

⑭
五
如
露
蜜
億
片
・
一
筆
蕊
白
」
い
（
二
月
ご
く
『
ご
苧
噛
凸
）

⑦
遼
坤
窪
信
一
炉
三
烏
］
Ｃ
『
震
う
）

（）

JIiilil
抑

亀
。

⑥

Ｉ △

Ｆ
エ
Ⅱ
一
②
叩
□
ヨ

□
●

ＬＨ＝13.50ｍ

Ｃ,Ｃ

￣
￣

～

ﾏｰノニ

ヴ

、

図２９２３．２７号土墳墓・３１号掘立柱建物吐・２０号竪穴住居趾実測図（１／２５．１／100.1／50）



２．（医病）医学部総合研究棟新営工事に伴う発掘調査（0101調交地点）

＜竪穴住居趾＞

２０号竪穴住居趾（図29）

調査区北東部で検出したもので、旧建物の基礎により南辺と北辺が削平を受けているｃ平面プラン

は方形で、４．５×４ｍの規模と推定される。竃は残存部には認められなかった。東辺に焼土が認めら

れ、篭を壊した際のものと推定される。竃自体は残存していなかった。その焼土の左側を中心に、甕

形土器や甑形土器の破片が集中して出土した。ほぼ中央部に硬化した面が認められた。住居中央部よ

り完形に近い須恵器の高台付坏1点（図３１：５）、覆土中から土師器坏１点（図３１：４）が出土した。

１９号竪穴住居趾（図30）

調査区の南西部、中央付近で検出した６×６ｍの方形プランの竪穴住居趾である。主軸はＮ－

４２．－Ｗである。覆土内には部分的に焼土および炭化した木が残っていた。覆土には古代の遺物が

少量混じって、明確な時期は決め難いが、北東部床付近から出土した二段逆刺をもつ鉄錐（図３４：

88）から古墳時代前期末の時期と考えられる。

２１号竪穴住居趾（図29）

調査区の北東側で20号竪穴住居趾と並列するような位置で検出したもので、同様に旧建物の基礎に

よって南側と北側辺が破壊されていた。１９号竪穴住居趾と同規模の６×６ｍの方形プランと推定さ

れる。上部の削平も著しく、器壁は１０ｃｍほどしか残存していない。土師器の小型壷１個と小鉢２個

が、住居内に遺棄された状態で検出された（図３４：８５～87)。すべて完形品である。古墳時代前期の

ものであろう。

＜掘寸鉾建物杜＞

３１号掘立柱建物趾（図29）

調査区北東部に位置する桁行３間、梁行２間の建物である。柱間は１ｍほどであり、土層の観察に

よると、直径８ｃｍほどの柱または抜き趾が確認できた。ただし、南側の桁部では中間の柱穴を確認

できていない。時期の決め手になるような遺物は出土していないが、古代以降のものと思われる。

＜溝・水溜状遺構＞

１３号溝

北北東方向から南南西方向へ流れる幅２ｍ、深さ1ｍの断面逆台形の溝である。軸はＮ-35°－Ｅ

である。南側では幅60ｃｍ、深さ40ｃｍの台形の段落ちが認められる。覆土上部より馬歯や刀子？（図

３１：２４）などが出土した。

１５号溝

東方向から湾曲しながら13号溝に合流するように掘削された溝である。幅２ｍ、深さ0.8ｍの断面

逆台形を呈する。13号溝より新しいものである。鉄鑛（図３２：４６）が出土した。

１６．１７号溝

１３号溝の北側に張り出した形で検出したもので、17号溝のラインのさらに外側に16号溝のラインが

延びている。それぞれおそらく旧河川の北岸を捉えたものであろうと思われる。

２２号水溜状遺構

上記１６．１７号溝の南端を検出していた際、かなり深い水溜状の落込みを検出した。深さは2.5ｍ余

りに達し、大きさも幅４ｍ、長さ６ｍとかなり大型のものである。砂岩ブロックや粗砂、シルトなど

が入り組んで堆積しており、マンガンの沈殿した硬い面を下げるとさらに粗砂と遺物が出るなど、複

雑な堆積状況を示す。河川水の滞留した場所と考えられる。８世紀後半代の土師器・須恵器などが出

土することから、上記の溝群はこれより新しいものと考えられる。
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Ⅲ本荘北地区の調査
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2．（医病）医学部総合研究棟新営工事に伴う発掘調査（0101調査地点）
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Ⅲ本荘北地区の調査
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2．（医病）医学部総合研究棟新営工事に伴う発掘調査（0101調査地点）
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Ⅲ本荘北地区の調査
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（４）出土遺物

本調査で出土した遺物は、古墳時代～古代の土師器・須恵器がほとんどである。器種は、坏、高台

付坏、Ⅲ、蓋、高坏、壷、甕が主体であり、遺物の詳細については遺物観察表で確認されたい。以下

に特徴的なもののみ解説する。

２３号±墳墓副葬品（図３１：１．２）

１は長さ18ｃｍ、刃渡り２ｃｍの短刀である。表面に鞘の痕跡とともに布痕や紐状の痕跡が残ってい

た（写真ａ．ｂ)。２は泥岩製の手持ち砥石である。暦り減った中央部で折れたものである。

台地上およびその他週構出土遺物（図31～34）

３面の包含層を調査中に、台地上から鉄鑑２点（図３１：７．８）および鎌（図３１：６）が出土した。

７は透かしのある狩俣の鉄鍼であり、中世期のものか。９８～102は縄文時代晩期前半の鉢形・浅鉢形

土器である。103はミニュチュア土器、104は紡錘車であるｃｌＯ５は滑石製の垂飾であろうか。
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2．（医病）医学部総合研究棟新営工珈に伴う総'１１１鯛査（0101調査地点）

（５）まとめ

本地点は遺跡の北東部に相当するが、周辺の既往調査地点に比べて若干地形が高まっている。近世

に削平は受けているものの、この北側においても遺構はかろうじて残存していた。この一帯では、遺

構の密度は白川へ近づくにつれ遺構の密度が高くなっており、西側の既往の調査地点である9901地点

や0006地点で確認された状況とあわせて、古墳時代や古代においては白川の流路がより北側にあった

ことを裏付けている。

今回の調査では、１９号竪穴住居趾および22号竪穴住居趾のように、より西側の0006.0119調査地点

で確認されていた古墳時代前期の住居趾がここまで広がっていることが確認できた。本遺跡一帯が白

川流域において古墳時代の大きな集落の一つであったことを予想させる。また、２２号水溜状遺構・１６

～13号満は、大学附属病院敷地内の古代～中世の地形を考える上で貴重な情報となった。構内を流れ

る暗渠部分は、古代より河川が流れ、生活排水もしくは水田の取配水路として機能していたようであ

る。９世紀以降はこの河川とそこへの傾斜地形を利用して水田や畑が営まれていたようである。
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Ⅲ本荘北地区の調査

表70101鯛査地点出土週物一覧表

7５
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外：Ｈｕ巴５Ｙ３／１

内：Ｈｕｃ５Ｙ７／２
外：I･ｌｕｅＮ７／0

IAl：ｌｌｕｃｌＯＹ６／】
外：ＩｌｕｃｌＯｙ６／１

内１１{ｌｌｕ５ＹＲ７／６
外；ＩＩｕＬ１０ＹＲ７／３

騨号土壌墓

23．lil･土壌墓

畑j止

20号竪穴tk居祉

20号歴穴住居吐

３iEi包含届（台1ｔ

３面包含咽（ﾎﾟｧjlh

３面包含層（台地
｣二）

13￥榊

】3号簿

13冊i際
I]面畑土

13.15.16号溝

13号榊上層

古代包含刑
１３．１５．１６．号岬

13号簿

13kH脾

13.15号溝

13.15号牌

13,15号溝

13サ簿

13.15.16号榊
I】而畑

13号碑
16号i碑
22号水溜状遮1１１

13Kl･榊・16号櫛付近
雌

13\溝

13吟榊・１５号溝検111
時ベルト北側土瑠

】3号櫛ベルト②iii1分
上

13ﾘｦｲ稗・’5号溝他

iKH46.4塵

爪熾駆OIz砂埼

Ⅲ燈2.72
｢元祐通泰」

外面'二自然袖

放鼠9.79

1K蛍２１２鰹

Ⅲ丘6.69

｢AI外而に赤色化粧二IＬ

iAl鵬

外Mmi台IiUりIIL

IUi付商台

内外面に自然社
外面に波状丈

Ⅲ趾11.69

Ⅲ獄013.69砂迷｝

、S趾3029砂魁

njNt951g砂砦

3２ 2８

”

狐Ⅲ器

弧忠器

碗

壷

ロ掻

厩糠９．iｌ

器高

口径２００

旺僅
器商

ｌ／２

１／６

内：'@l態ナデ

外：ＭＩＩ転ナデ．
nlll）

IRI：liI伝十子.夕
タキ当て典孤

外：回妊ナデ．
タタキ

nKIl1JⅡＨ7.5Ｙ５／l

外:IIuu7’5V５/1

内：Ｈｕｅ５ＰＢ５／１

外：ＨｕＣ５ＰＢ３／１

3号櫛
`1-瞬櫛
３．１５．１６号棚付近
22号水溜状週柵）

13号簿

22号水滴状遺構

貼付高台

外面'二自然稚付筋



２．（医病）医学部総合研究１１k新営工耶に伴う発掘調査（0101調査地点）

7６

図 番号 沮物 祖類(器祖） 法■（c､） 観存通 特徴 色田 出土誼１月 Nｉ零

3２ 3０

3１

3２

3３

劃

弱

3６

3７

3８

”

4０

４１

4２

4３

4ＪＩ

･1５

４６

4７

4８

4９

5０

１房
、

5２

5３

馴迎器

師器

19節器

刎忠蟹

刎忠器

瓶)u器

孤思器

蜘忠器

刎忠群

馴山器

緬忠器

｣二節器

f61i器

弧恕器

刎忠器

上型iMj

飲器

二12節群

疵瓢器

ｸﾛ思器

；､忠器

刎MH器

jIIJlJ器

ｊｍｌｊ器

竃

L{；

坪

避

Wｔ

碗

噸

碗

碗

弊

碗

川５

邦；

碗

碗

ミニ･トュワ．

瀞fＴ

幽

紡輝ＩＩｑ

笹

益

坪

碗

碗

MＮ

口径

ｌＨﾋﾟ雁１０５
器HＭ

11藤1.1.7

眠艦９.Ｚ
器、ｉ3.1

８
Ｍ
。
■
■

１
９
３

搬
碓
布

、
砿
器

少
■

Ｂ
Ｇ

５１碓
搬
満

口
施
器

【｡搬IｉＭｌ

IiH搬
器Hii

1ｺ雛１６．４

Iii艦１１７

器ｉｉｉ５．０

Ⅲ艦
庇掻
器厨

I宮Ii婿１５．６

娠艦11.8
瀞HＭ５８

'二Ii盤１６，２

腹l畷９．８
器廠6..1

、雁２６．６

狂碓
群in；

L】瀧

庇雛11,2
瀞庇

'二l鱗Ⅱ

庇後９．４
器高３．７

ＩＥＩ経１３．０

嚥傑９．６
１１１;in１３，８

、腱１３．６
111m篭3,7
腓ＮＭ‘1２

'二I雁１３．６
庇i艦８．６
器布‘1.3

腿‘1.】

ＯＭ：1.3
u７（２．８

｣&ざ７．６

棚０．９
１W[各０．４

jと５５
帆３．０

１７２０

口鶴lJM

幟後

澱HＭＪ３

'二1膳18.2
旺藤
濯獅

'三Iil117.9

ljX藤1５
器満２

口碓１６．２

斑搬７．０
群応５．９

口搬

庇掻１０７
器漉

維
経
侮

回
底
鵬

約！／２

】／・Ｉ

約１／２

杓ｌ/２

１／４

約】／２

ⅢliiNII。

ｌ／`Ｉ

ｌ／３

口橡郁・胴郎片

１／４

lユIrﾃﾞi2形

充形

２／３

２／３

２／３

約】／２

約1／`Ｉ

的Ｉ／･Ｉ

】／１

約１／２

】／３

】／３

内：【､】伝ナデ
外：IUil伝ナデ

内
外 何種ナデ

I可低ナデ

内
外 Ⅲ紙ﾅｰﾃﾞ

側転ナデ.刺
↓〕.へラHHき内

外

I｡】伝ナデ．

ナデ．削り

司匠ナデデ気

Ⅲ0ハラuij内
外

IiiI版ﾂﾞ･デ．
HlII）
liil紙ﾂ･デ．
iII）

IAl：【ijI恢ナデ．
ナデ

外：iiil拡ナデ．
illlb

内：[011艦ナデ
外：liil松１．デ

内
外

回転ナデ．
ナデ

I河転ナデ．

nHi〕内
外

I画転ナデ．

ﾅ･デ

I馴転ﾅ･デ．
nlIj内

外

I引転ナデ．
ﾅデ

回転寸・デ

ＰＷ：I§l転十気
ナデ

外：側転ナデ．
HllI）

lAl2pil伝ﾅｰﾃﾞ
外：iiiI転ﾅ･デ

内
外 lWI砿ナデ

回伝ナデ

内
外 Iii】松ナデ

1,1唾ナデロ
へラnIIり

IＡＩ：lmj極ナデ
外：I測鮭ナデ．

nUI）

ＩｊＶＩヅ･デ
外；.ｊ･デ．IflIb

IAl；

外：ナデ．刷り

IAIIIiI伝ナテ
ナデ

外：IlII催ナデ
ﾘ･デ．１Ｍ

内：I⑬I伝ナデ．

ナ･デ．Ｉ呵り
外：1回転ナデ．

IlIji）

IAI：liJl権ﾅ･デ
外；I馴転ナデ

外

回転十気

ナデ

IEI伝ナデ．
'111）

１１１：I剛転ナデ．
ナデ

外llUI低ナデ．
ilII)．ナデ

IAI：Ｍ;↓)．タタキ
外：タタキ

内：ＭＫＰＮ７／

外：ＨｕｅＮ７ノ

内；】IuU

外：ｌＩｕｅ

2.5ＹＲ６／６

２５ＶI（６／６

;Al：llu⑪２．５ＹＲ５/８

外：Ｉｌｕｅ２５ＹＲ６/８

IＡｌ：ｌｌｕｅ５Ｙ７／１
外：ＨｕＥ５Ｙ７／I

IAj：ＨｌｌｅＩＯＹＲ６／１
外：l･ＩｕＥＩＯＹＲ６／１

内：ｌＩｕｅ５ＹＲ`I／２
外：ｌｌｕＩＰ５ＹＲ､1／２

IAl：１

外：Ｉ

【ⅡＨｌＯｕＧ５／ｌ

ｕＬ１０ＢＧ５／１

内：ＩＩｕｅ
外：llLlC

２．５ＣＹＣ/1

５V７／１

内：Hue7-5YR5／３
外ｇＨｕｃｌＯＹＲ５／Ｉ

内：ＨＵｃ２､５ＹＲ６／８

外：Ｈｕｅ２５ＹＲ６／８

内811u⑭】ＯＹＲ８／４

:ＩＩｕｐ７炉５ＹＲ５／１

内：IIuと５ＹＲ６／８

外：ＩｌｕＥ５ＹＲ６／８

内；ｌＩｕｃｌＯＹＲ８ハ１
外：HLl⑱7.5Ｙ７／`Ｉ

1Al；ＩＩｕｅＮ４／Ｏ
外；ＩｌｕｅＮ４／0

内ｌＩＩｕｃ２,５Ｙ６／ｌ

外：Ｉｌｕｅ２５Ｙ５／Ｉ

内：ⅢILG
外BIIuC7､5ＹＲ７／６

内：lluE
外：ｌｌｕｕ５ＹＲ７／６

I瀞；lllIU10YR8／`１
外：llu⑭ＩＯＹＲ５／２

ＩＡｌＫｌｌｕｔＢ５ＰＢ５/１
外：ｌｌｕｃ５ＰＢ,l/１

内：ｌＩｕＣ５Ｙ６／ｌ
外：ｌｌＩｚｃ５Ｙ６／Ｉ

IAl：Ｈｕｅ５Ｙ７／Ｉ

外：ｌｌｕｅ５Ｙ７／Ｉ

IＡＩＩⅡｕｕ５ＹＲ５／３
外ｌｌｌｕｕ７,5Ｙ４/】

IAIKIlu⑭7.5Y】（３／２
外：Ｈｌｌｃ２,sYR`ｌ／３

22腓水溜状週槻
13叶嫁
トレンチ

Ｍ\･碑

1･IMf灘

1.1冊溝

''1\榊

川叶i1１

１４\｡i脚｣：

Ⅱ冊碑

1.1咄溝

１．１＄海

l`Iりin

15\i月

15号il9

15U･碑

15りiH
l6WU

１５ﾘ櫛

15暁仲

15瞬侃

16U･i何

16￥碑

16暇溝

16暁Ｒ
ｌ７陽榊

16￥締

6Ｗ隊
アサi#
l2Hl･水滴状週I、

IAl外面に赤色化粧:lｚ
迩部糸切I）

箙而Ｉ二植物茎紺

外而に自然釉付雑

粘土紐積み上I？

IAl外面;二赤色化粧土

睡而・外面一郁に赤色化粧土

､【H17.019

亜且塑.６９

1A1面iニスス付崎

庇iWi・外iiiにワラ鯉

IlhI;IHki台

外面一郎に自然性l#締

蝿

４Ｆ
。

￣￣

｡｡

5６

諒

認

5９

二12節器

刎忠器

｣:節器

｣:､i瀞

｣12彫馨

土師器

鉢

強

蟹

坪

兜

碗

｢1膳

庇碓１２．０
畔IMi離

瀧
刊

Ⅲ
臓
器

、艦ＺＬ２

疵i鶴

器荷

】陥１４．５

庇碓8.0

群iii；３．２

1ｺ(モ１７．２

庇溌
蜜腐

'二l鶴

娠雁
牒H1i

ｌ／３

的Ｉ／`Ｉ

杓ｌ／２

２／３

I:l緑郁】／２

liR編Ｉ1．

内
外 、伝ナデ

lijl転ﾅｰﾃﾞ．
IiUり内

外 liiI極ﾂﾞ･デ
ｌｉｌ唾J･デ．
IIUij内

外

回鮭･ナデ．

､Ⅱl）
例転ず･デ．
nIl）内

外

[iil転ﾅ･デ.回
伝へラ贈き
､I鰹ナデ

lAl2liil低ナデ．
へラIilj叩

外：Ｆｉｌ極ナデ．
ハケロ

IAlZIiU舷ナデ
外：ＩｌＤＩ転ﾅ･デ

IAl：ｌｌｕｅ２５ＹＲ６（；

外ｌｌｌｕｅ２５ＹＲ６パＩ

IAl；ｌＩｕｃ７､５ＹＲ７／Ｉ

外】Ⅱuｅ７．５ＹＲ７／Ｉ

IjLl：Hl8tP2､５ＹＲ５／８

外：ｌ肥ｅ２５ＹＲ５／８

IAj：lIu巴７．５ＹＲ７／６
外：Ⅱu⑯７．５ＹＲ８／＄

I埒：ｌＩｕＢ１０ＹＲ８／２

外：llu巴５ＹＲ･Ｉ／３

内：１１ｕｓ７．５YI（７／６

外：ＩＩｕｅ７･SYI（７／６

l7Ui脚

17M．碑

17\溝

17叶榊

17峅禰
22￥水溜状適１１１

72Ｗ2塘薙

IAI外面に赤色化粧｣も

1A1面にスス？Iｵﾘﾘｾﾞ
IAi外面に赤色化柱土

輪土紐積み上Iｒ
外面lニススf寸蔚

文字不I斑・Ｈ１密



Ⅲ本荘北地区の調蚕
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図 番号 俎物 種顕(器種） 法且（CTI 洩存Ⅲ 特徹 色画 聖＋竃担 笛考

3３ 6０

6１

6２

6３

“

6５

鋪

6７

6８

6９

7０

7】

7２

7３

7４

7５

7６

ＪＪ

泥

刃

8０

8１

狸

麹

81

緬思器

石器

土師器

土師器

土師器

土薗器

土師器

土師器

土師器

土師善

土師器

土師器

緬忠器

須悠器

弧忠器

緬忍器

賦迎器

緬忠器

瓶恵器

器

緬忠器

馴恩器

瓶MH器

土師器

石器

萱

砥石

坏

坏

坪

坏

坪

郡

坏

碗

喪

史

壁

蓋

蓋

坪

碗

碗

碗

碗

碗

壷

悲皿

受

砿石

[二1雛１４１

庇趣
器向３

是１２２

ｳｌＵ１９.Ｅ
皿２．２

ロ隆１４．０

駁径9.0

瀞HＭ３．３

口掻13.2

庇畿8.0
器応３．５

ロ艦１３

鷹if９．０
緋商３．１

'二】径１３．２

底径９．８
器IＲｉ３－７

口鑑13.1

底錘９.(）
器商４．１

ロ徒Ⅱ.１
臓艦３．５
騨商１０．８

1.径14..1

庇掻７．４

器満３８

口縫１９．２
旗艦１２．８
器揃６．１

'二I麓１８．２

庇藤
器商

にl麓２ａＯ

庇搬
瀞淘

、従’5.2
庇縫
脇崗１．７

1ｺ産
､ﾋﾟ麓

器庇

5.6

､７

ロ齢）3２

jiR掻
器商

ロ篠１２．２

庇径８．０
器高3.1

'二I麓１４」

庇麓９．９
群1,１．１．１

口碓13.8

庇雛１００
器商４３

に】艦１６．６

砿i冊11.2
鶴岡５．３

に'幾15.0

庇掻9.0
器磁５．７

ロ趣

鯉艦５．８

群布

1二1雛

庇極１０．９
器idi

口径１９．６

唯麓
冊１１Ｍ

1ｺ役２６．８

庇惟
器崗

腿９－４
柵６．７

厚５．６

Iﾕぼ完形

！／３

約１／２

１／３

ｌ/３

１／２

４／５

１／２

ｌ／３

ロ織部ﾊ．

約１／３

約１／２

２／３

１／３

ｌ／３

２／３

約1／`Ｉ

】/８

l／・Ｉ

１／４

約］／３

'二l緑部・淵ＩＭＩⅡ．

口緑部片

内：何嚥ﾘｰﾃﾞ，
ナデ．rillD1

外：回鮭ﾂﾞ･デⅡリ
リ．ヘラ切り

内：値I紙ナデ，
へラ勝き

外２回厳ナデ，
へラ1冊き,
ヘラIIllり

内：lnl松ﾂﾞ･デ
外：回低ナデ

内
外 回綜ｿﾞ･テ

ロ態ﾅ･デ

内

回転ナデ．

ヘラリWID

回転ナデヘ
ラ､Iり内

外

回転ｿﾞｰﾃﾞ．

脂ﾂ･デ
回較ナデ．
lIiナデ

内：同種ナデ．
描ナデ

外：回臓ｳﾞ･デ．
折ナデ．へ
ラnII）

内：回伝ｿﾞ･デ
外：回恢ナデ

内
外 回轆ナデ

阿極ﾅ･デ．
ii1I）内

外

回枢ｦ･デ，
へラWljI）
回転ﾂ･デ．
ハケ11内

外

回転ナデ．

ハケ１１

，態･Ｉ･デロ
ハケI】内

外

回低ナデ．
刑Ｉ）
回縮ﾅ･デ,ナ云
削I).ヘラulI

1勺：１５１輪ｿﾞ･デ，
へラnlllI

外:Iこ]転十デ.ﾅ
デ.へラ刑り

iAl：う･デ．、11り
外：ナ･予・IiUり

内
外

回転ﾅｰﾃﾞ．
ナデ

回転ナデ内
外

1ｺ鮪１･デ！
ナデ

Iu1低ｿﾞ･デ内
外

回転ナ･デ．
ナデ

回I転ナデ内
外 ImI雑ﾂﾞ･デ

lil松ﾅ･デ．
ヘラガリl）

外

値I鮭１．デ．
ナデ

Iiil鮭ﾘｰﾃﾞ．
削り

PLI：回転ナデ

外：l測犠十
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Ⅲ本荘北地区の調査

3．（医病)基幹･環境整備(共同溝設置)に伴う発掘調査(0104調査地点）

（１）調査の目的と経過

ａ，調査地と鬮査経緯

本荘北地区に所在する本荘遺跡は、熊本市遺跡地図NO8-95の熊大病院敷地遺跡として周知されて

いる遺跡である。阿蘇に発する白川は細かな蛇行をしながら中流域で河岸段丘を発達させ、熊本大学

黒髪地区付近で大きく蛇行したのち有明海に注ぐ。本遺跡は、蛇行の見られなくなる下流域に差し掛

かる地点にあり、白川左岸に形成された自然堤防上（標高14ｍ）に立地する。

本荘北地区では、校舎・病棟の新営に伴い比較的規模の大きな発掘調査が実施されてきた。これま

での発掘調査では、まず周辺の大江遺跡群や新屋敷遺跡と同様に奈良・平安時代の集落趾を確認した

(9601調査地点熊本大学構内遺跡発掘調査報告Ⅳ)。続いて付近一帯としては初めて古墳時代の集落

趾を確認し、本遺跡が複合的な遺跡であることを予見した。1999年度の調査で病院敷地の西側で古墳

時代の集落趾を検出し（9901調査地点)、9901調査地点周辺で当該時期の遺構・遺物が次々と確認さ

れ、貴重な資料を得ている（本書)ｃこれらの調査で、本遺跡は縄文時代後・晩期から営まれ、病院

敷地の特に西北側に古墳時代から古代の集落趾が密に分布している様子が分かっている。

本事業は平成10年度に計画が挙げられていた事業である。病棟新営・共同溝敷設事業として挙げら

れ、1999年度に病棟新営工事（9901調査地点)、昨年度に共同溝敷設に伴う支障配管替えを行い

(0006調査地点)、共同溝本体工事を施工することとなった。

調査区は病院敷地の北西隅に位置し、旧第５病棟北側に沿った狭長な範囲である。廃土処理を行う

のに十分な空間が確保できず、また病院の給食配膳室前にあたり、食料資材の搬入路の確保が必要で

あったため、全区間を一斉に調査することは不可能であった。調査区全体をＩ～Ｖ区に分けて調査を

行った。食料資材の搬入路については仮設の橋をかけることで確保する事になった。この仮設の橋の

部分については、施設部との協議の結果、先行して調査を行い（Ｉ区)、架橋工事の終了を待って残

りの区間について順次調査を行うこととした。具体的に調査準備に入れるようになったのは６月下旬

で、準備期間が不充分であったが、Ｉ区は範囲が狭く短期間で終了するとの見通しにより、７月初め

に調査を行い、残りの区間については十分な準備を整え他の現場との調整をはかったうえで７月末か

ら実施した。Ｉ区は旧第５病棟の給食配膳室前の約１０ｍの区間、２区はＩ区の東側約36ｍ、Ⅲ区はⅡ

区の東側である。Ⅳ区はＩ区の西南約46の区間で、不規則なＺ字型をしている。Ｖ区はⅣ区の南側で

ある。

本分・図中の遺構番号については、遺構の種類によらず、検出順に一連の番号を与えている。

ｂ・調査の経過

Ｉ区2001年６月25日

2001年７月４日

Ⅱ区2001年７月30日

2001年８月16日

Ⅲ区2001年８月７日

2001年９月４日

Ⅳ区2001年８月16日

2001年８月21日

周囲の支障樹木の撤去。Ｉ区から一次掘削。

適構掘り下げ。記録等を行い終了。

調査開始。

全体写真。若干の図面を残し終了。

調査開始。

全体写真、調査終了。

Ⅱ区の処理と並行して調査開始。

161号住居趾付近で帯金具（蛇尾）出土。
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3．（医病）基幹・環境整備（共同溝設置）に伴う発掘調査（0101調査地点）

宮
山
輯

豆
ざ

碗
②
⑤
印
ｌ
Ⅱ
浄

Ｎ
⑦
＠
ｍ
！
Ⅱ
沖

求
己

OＩＩ
d３ｉ６

｡

万〈
:Fi5ijiド

譲
蕊

111
＞

潅
噸
闘
豈

鍵
x＝-22,890

雪

。
、

（
鐸
鬮
調
蝉
掴
」
）

、
ｑ
鍵
中
冨

ｂ
『
、

§区
皀 Ｘ＝-22.900

蕊

凶
邑

輯

轍 鑿燭

鎮哩塾誌で：秀
君
廸
坦
函
湯
函

′

』〃
ﾑ旬 Ｘ＝-22,910

ｄ
二
０

:|身

圓
膨
。
③

騨
凰

０

鍜
Ｐ

DD

〃４－ Ｘ＝-22.920
｡詞

迦
起
中
句

翼
塑
超

泰
ｃ
届

〆
Ｐ

Ｃ
ｌ
⑦

Ｃ
ｌ
⑦

煙
岬
伸
』
ト
ー
君
典

ご鑿

塵
学 議

討
違

q1iHF 鍵

樫鐘鈩匡扉

窄櫻率饒幡

、

汀

／ノクゾ

Ｘ＝ 22.930

。 ｡臣

鑿
｡｡｡｡ 蕾

曇

肋

蕊
蚕！

Ｘ＝－ 22.944０

Ⅱ
／ ⑱

／

霞
／ノ／ノヮノ

Ｅ
（
石

蝋qGi変
／

範
・
鄙可

Ｘ＝-22.950／
／

／
蕊

鐵 篭 塵
学
幸
「
湧

〃４『

鋳褥ミ

！Ｙ

凶
自
『 ／

／

／
／

／

／

／

図350104調査地点遺構配置実測図（１／400）

8０



Ⅲ本荘北地区の調査

2001年９月４日

2001年９月27日

2001年１０月23日

2001年１０月29日

全体写真。若干の図面を残し終了。

－次掘削開始。

全体写真（南部10ｍ除く）

調査終了。

Ｖ区

ｃ・調査の組織

調査員：小畑弘己・大坪志子

事務担当：富永明子

発掘作業員：岡田イツ代・河野義勝・黒木重信・黒木タケ子・白石美智子・鈴木笠子・溜渕俊子・

高松北子・中川毅人・林田恵子・早田咲百合・香山明子・福田久美子・堀川貞子・松

井昭子・水上順子・宮村邦子・森川征子・森川護・森田登

測量補助：埋蔵文化財サポートシステム

整理作業員：江口路・鬼塚美枝・小山正子・泗水直子・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊子・長谷智

子・林田恵子・早田咲百合・増井弘子・山嵜早苗・早川翔

（２）調査区の基本層序（図36）

図３６－１はＩ区南壁の実測による。調査範囲が狭長であったため、遺構や集落の全体像は把握し難

かった半面、周辺地域の広範囲の地下の様子を把握することができた。周辺では東から西に向かって

地山が傾斜しており、遺物包含層・遺構面の検出は西に行くほどに深くなる。調査区全体は敷設され

ていた道路部分に重なっており、基本的にアスファルト、バラス、１層：近・現代埋土、２層～３

層：包含層の順である。２層は主に古代の遺物包含層であり、３層は古代の遺構の掘り込み面である

と共に、古墳時代の遺物包含層・遺構覆土である。地山が浅くなる東側（Ｉ区～Ⅲ区）では、地表下

0.5～0.6ｍ程度で包含層が検出され、過去の工事等による包含層・遺構面の削平が著しい。Ⅳ.Ｖ区

(図３６－２．３）では、包含層の検出レベルが地表下０７ｍ前後、遺構面の検出は地表下１．２ｍである。

包含層の厚さが0.4～0.5ｍ程度あり、包含層・遺構面とも遺存状態は良好であった。

（３）検出週構（図13）

今回調査で検出した遺櫛は、弥生時代の溝１条、古墳時代の竪穴住居趾７基・溝２条、古代の竪穴

住居i''二27基・掘立柱建物趾３棟・井戸１基・溝２条、近世の溝１条である。古代の竪穴住居趾につい

ては、建替えが同じ場所で繰り返されたようで、硬化面、あるいは竃の跡と思われる焼土塊のみを確

認したものも多く、平面プランを把握したものより実際の数は多かったものと考えられる。

く溝＞

弥生時代の溝

125号溝（図35.37）

Ⅲ区東側で、古代の32号竪穴住居趾の下から検出した。幅２ｍ、深さ1.1ｍで、断面形状は逆台形

である。底辺の幅は0.8ｍである。溝の主軸はＮ-26.-Ｗで、調査区と直交する。堆積土は９層に

分けられるが、下部の５～９層は溝掘削後の早い段階で埋没しており、その上部の４層（黒褐色土

層：l0YR3／３、厚さ１５ｃｍ）と３層（黒褐色土層：7.5ＹＲ３／２、厚さ20ｃｍ）下部を中心として遺

物が出土する。出土遺物は黒色磨研土器片や条痕文粗製土器も含まれるが、弥生時代前期の壷形土器
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3．（医病）基幹・環境整備（共同溝設置）に伴う発掘調査（0104調査地点）

I区南壁士層断面図

ＬＨ＝14.40ｍ

アスファルト
バラス

1燭：剛褐色土届（l0YR2/2～l0YR2/3）

2屑：期褐色上届（lOYR2/2）

３届：黒倒色上厨（lOYR2/3）

他山liqI：褐色'二咽（l0YRl/6）

2ｍ０

圃
厨
贈
墹
咽
墹
層
厨
鰯
闇
届
脳
脳
届
層
悶
悶
照
胴
墹
瑠
燭
層
脳
刷
刷
燗
切
刷
墹
層
層
瞬
間
層
厨
珊
脳
脳
咽

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅲ
肥
田
川
崎
陥
而
旧
旧
知
別
型
蜘
劉
窃
配
醇
狙
羽
釦
劉
蛇
鋤
劉
弱
妬
師
弼
卿
扣

黒細色士（HuelOYR2/2）
黒褐色士（HuelOYR2/2）炭粒・オレンジ粒混入
黒褐色｣二（HuelOYR2/2）２眉より黒っぽい
黒褐色上（HuelOYR2/2）３届と同じ
黒褐色上（HuelOYR2/2）３層と同じ
黒褐色上（HuelOYR2/2）３層とI副じ
黒褐色士（HuelOYR2/2）砂泌入
黒褐色上（HuelOYR2/2）砂・砂岩･焼土粒混入
黒褐色上（HuelOYR2/2）砂・焼土粒
黒褐色士（HuelOYR2/2）焼土粒混入
黒褐色士（HuelOYR2/2）砂・焼土粒・炭粒混入
黒褐色上（HuelOYR2/2）砂
黒褐色二'二（HuelOYR2/2）少し赤っぽい
黒褐色士（HuelOYR2/2）
黒褐色上（HuelOYR2/22/3）砂・砂岩粒含む
黒褐色上（HuelOYR2/2）砂
黒褐色士（HuelOYR2/2）砂岩粒含む
黒褐色上（IIuelOYR2/2）
黒褐色土（HuelOYR2/2）
黒褐色上（HuelOYR2/2）オレンジ粒含む
黒褐色士（HuelOYR2/2）オレンジ粒含む
黒綱色士（HuelOYR2/3）炭粒・焼土粒含む
黒柵仏土（HuelOYR2/2）
AIA褐色上（HuelOYR2/2）炭粒・焼土粒・砂岩粒含む
黒褐色上（HuelOYR2/2）
黒褐色上（HuelOYR2/2）

黒褐色｣：（HuelOYR2/2）炭粒混入
黒褐色上（HuelOYR2/2）焼土・炭粒混入
黒褐色土（HuelOYR2/2）砂混入
黒褐色上（HuelOYR2/2）砂岩粒混入
黒褐色上（HuelOYR2/2）砂蝿入
黒掲色士（HuelOYR2/2）砂汎入
黒褐色上〈HuelOYR2/2）砂砦粒・炭粒・柵色粒混入
黒褐色上（HuelOYR2/2）砂混入
黒褐色=12.暗褐色ﾆヒ（HuelOYR2/33/4）
黒褐色上（HuelOYR2/2）
鯛栂色土（HuelOYR2/2-2/3）砂混入
暗褐色土（HuelOYR3/4）砂・焼土粒・隣村混入
黒褐色士（HuelOYR2/2）砂混入
暗褐色'二（HuelOYR3/4〉他山・炭混入

０２ｍ

Ｖ区南壁土層断面図
ＬＨ＝14.50ｍ

＝＝

ニモ弓＝

41閥：Ｍ(褐色士（HuelOYR2/2）硬化面
42層：Ⅲ褐色士（HuelOYR2/2）
43間：Ⅲ褐色士（IluelOYR2/2）

44層：Ｍｌ褐色士（HuelOYR2/2）上部が硬化郎分
45層：1M糊色土（HuelOYR2/2）

46廟：Ⅲ褐色士（HuelOYR2/2）
47屑：11A褐色土（HuclDYR2/2）
48層：Ⅲ褐色上（HuelDYR2/3)砂岩ブロック多ｍ混入
49層：Ⅲ褐色上（HuelOYR2/3）砂混入
50用：期栂色土（HuelOYR2/3）地山
51層：I1H褐色士（IluelOYR3/4）

Ⅳ区北壁土層断面図
LH=14250ｍ

ＭｄＩ：黒褐色ﾆヒ（HuelDYR2/2）撹乱
2周：黒褐色ﾆヒ（HuelOYR2/2.2/3）砂まじりの少しガサガサ
3層：黒褐色｣二（HuelOYR2/22/3）少し11Aっぽい
4H1：熟褐色｣：（HuelOYR2/3）砂質士墹
5層：黒褐色上（HuelOYR2/2）砂・オレンジ粒混入
6咽：黒褐色上（HuelOYR2/3）砂t11人
7咽：黒褐色士（HuelOYR2/2）砂混入
8図：黒褐色二t〈HuelOYR2/3）焼土粒・炭粒・砂混人
9烟：黒褐色上（HuelOYR2/2〉焼土粒・炭粒・砂混入
OHI：黒褐色上（HuelOYR2/2）砂混入
l烟：隅褐色上（HuelOYR2/2）砂混入
2脳：暗褐色士（HuelOYR3/3）ピンクの粘土
3肘：黒褐色二I：（HuelOYR2/2-2/3）ピンクの粘土

27厨：Ⅲ禍色土（HuelOYR2/2.2/3）地山
28冊：川褐色土（HuelOYR2/3）地111
29層：Ⅲ褐色士（HuelOYR2刺）

IIlI褐色土（Hue75YR5/8）焼土
30厨：ＭＡ細色土（HuelOYR2/3）焼土
31層：ＭＡ褐色士（HuelOYR2/3）焼土
型層：Ⅲ褐色士（HuelOYR2/3）地山
33闇：隅褐色士（HuelOYR2/3）焼土
34府：瓜褐色土（HuelOYR2/3）焼土粒・炭
35屑：Ⅲ禍色土（HuelOYR2/3）焼土粒・腱
36脇：1M褐色士（HuelOYR2/3）他山の混土
37用：Ⅲ褐色士（HuelOYR2/3）地山の混土
38層：暗褐色土（HuelOYR3/3-3/4）地山

５ｍ

l`IⅢ：黒褐色r上（HuelOYR2/3）焼土・粘土混入
15咽：黒褐色上（lluelOYR2/3）炭・焼土・粘土
】6咽：黒褐色二'二（HuelOYR2/2-2/3）地11｣のような士
17胸：黒褐色士（HuelOYR2/3）焼土粒混入
18脳；黒褐色士（HuE10YR2/3）砂混入
19咽：黒褐色上（HuElOYR2/3）砂混入
20MＩ：黒褐色｣：（HuelOYR2/2）砂・地IIIiId人
21圏：黒褐色l：（HuE10YR2/2）オレンジ粒・炭粒in人
22層：黒褐色｣二（HuelOYR2/2）オレンジ粒・炭粒泌人
23塒：黒褐色士（HuelOYR2/2）砂・オレンジ粒混入
24咽：黒褐色｣二（lluelOYR2/2）砂混入
25層：黒倒色三上（HuelOYR2/2）２４層よりＡＭ〈硬い
26咽：黒褐色ニヒ〈HuelOYR2/2）砂

０

粒混入
粒混入
旧
周

■

図３６１区南壁.Ｖ区南壁． Ⅳ区（400号竪穴住居趾付近）北壁土層断面実測図（１／５０．１／100）
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Ⅲ本雑北地区の調査

や甕形土器・鉢形土器が主体を占める。ただし遺物は総数で30点を超えない。石器としては打製石斧

や石錐、黒曜石剥片など数点がある。

古墳時代の溝

３０号溝（図37）

Ⅲ区のほぼ中央部で検出した溝である。調査区を横断するように南から北へ抜けるが、Ｓ字状の

コーナー部をもつ。幅３ｍ、深さ１．３ｍで、断面形は逆台形である。南半は埋設管の掘り方などで上

部を破壊されている。北側は古代の29号竪穴住居趾が重なっており、土層断面図の２層部分がこの住

居趾の覆土となる（図37)。この下の３層は0119地点の古墳時代前期溝でも溝の堆積土最上部に認め

られ、溝の窪みを古代に整地した際に埋め戻された土である可能性が高い。遺物は９．１４層を中心に

出土しており、この間には13層のような大きな木炭片を含む焼土が挟まる。土器の中に二次的な焼成

を受けたものが存在することから、遺物は基底土層である１５層の堆積後に焼土とともに廃棄されたも

のと考えられる。土器には翌形土器・壷形土器・鉢形土器・高杯形土器・小形財形土器・杯形土器な

どがある。

222号溝（図37）

Ⅳ区の東端、Ｉ区との境付近で検出された。調査区と直交し、北西に走る。古代の遺物包含層（古

墳時代の遺構覆土）を除去したのちに検出された。当初溝の東肩には排水枡があったが、その下に溝

の東側肩が遺存していることが判明し、枡を撤去して調査した。溝の幅は約2.5ｍ、深さは約１３ｍ、

底がやや平らなＶ字状である。遺物は溝の肩付近から出始めるが、低部から少し浮いた、５．６層付

近で集中して出土した。

222号溝は0119調査地点でも続きが検出され、遺物も同様に出土している。２箇所の調査でこの溝

の－番上の覆土が地山と同じ士（あるいは類似する土）で、この下に溝が存在することを確認した。

222号溝の南側延長上に位置する0119調査地点でも古式土師器を収集した。０００６Ⅱ区調査地点の西端

で多量の土器がほぼ完形で出土したが、位置から考慮すると222号溝の続きの可能性がある。222号溝

の出土逝物は古式土師器である。甕・高坏・小型九底土'１．．有孔鉢・大型壷のほか、手提土器などがあ

る。遺存状態がよく、なかには大小の壷を入れ子状にしてあるものもある。これらは布留ｌ～２式な

ど古墳時代前期に属するものである。これらより古い時期の土器が0119調査地点では出土している。

古代の溝

319号溝（図35.38）

Ｖ区で検出された溝である。遺物はほとんどない。365号と同じ古代の溝と考えられる。現状で幅

約0.8ｍ、深さ約0.2ｍ程度の狭く浅い溝である。南側端部は自然に浅くなり途切れているが、北側の

端部は撹乱により不明である。しかし、撹乱より北側で続きは検出されず、長く北に延びる様子はな

かった。

365号溝（図35.38）

Ｖ区で検出された古代の溝と考えられる。ほぼ南北に走り、途中でＬ字状に西へ曲がる。現状で幅

は約０７ｍ、深さ約0.5ｍである。遺物は非常に少なく時期の判断は困難であるが、378号住居趾に切

られていることから、古代でも早い段階のものと考えられる。
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125号溝 ＬＨ＝13.30ｍ

技撹乱乱 １１ 1層：極暗赤柵色｣二（Ilue5YR2/3）

2層：蹄赤褐色ｔ（Hue5YR3/2）
3厨：肌褐色l：（llue7,5YR3,'2）

4層：暗褐色士（Hue7,5YR3/2）
5層：暗褐色1２（HueIOYR3/4）

6増：灰黄糊色上（HuelOYR4/2）

7眉：略褐色'二（IluelOYR3/3）
8間：)MHl色二1２（llue75YR3/2）砂質
9脳：にぶいｉｉｉ禍色'二（IIuelOYR4/3〉砂質
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U層：FAI褐色土用
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１
１
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ｒ
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蕊塁
１

題
、ラ 1Ｃ

:糊色｣二肘（l0YR4/6）

:Ⅲ褐色ljil（l0YR2/2）炭

９闇：色目上層（l0YR2/2～2/3）炭

10層：鵬櫛色混砂上園（lOYR2/2）炭

11刑：暗褐色土圏（l0YR3/4）

12珊：黒褐色混砂土居（l0YR2/3）

パミス・炭

13増：熟糊色士厨（lOYR2/3）

14塒：暗褐色士層（lOYR3/4）

l51QI：黒褐色士層（lOYR2/2～3/4）

16肘：瓢倒色砂質士脳（lOYR2/2）
２ｍ

3脳：MMM色士圏（l0YR2/2）

`l厨：ＭＮ褐色｣２咽（lOYR2/2）隣

5Ii9：暗褐色粘ＦＭ二脳（lOYR3/4）炭

6畷：1M褐色拠砂ｌ層（lOYR2/2）
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8厨：Ⅲ倒色！:119（lOYR2/2）
0

ＬＨ＝12.80ｍ

とひ。

亀F;:蘂毫窒霞轤 －－ｍ

のｹﾞで７

図37125号溝・３０号溝・222号溝土層断面・出土週物実測図（１／50）



Ⅲ本荘北地区の調査

近世の溝

１４号溝（図35.38）

Ⅱ区で検出された。調査区を横切るように、北西に走る。幅は現在確認出来る範囲で約２６ｍ、深

さは約0.8ｍで、燐の東岸は途中にテラス状の段がある。遺物は上方で須恵器や近世陶磁器片などが

見られたほかは少なく、特に底に近い部分では人骨と思われる骨が数点あっただけである。2001年度

の年報では、古墳時代や古代に利用された溝と考えそのように報告したが、埋土について再考した結

果、近世の溝と考えられる。

く竪穴住居趾＞

本調査区では、竪穴住居趾が30基検出されたが、数次にわたる立替のために、住居趾のプランを把

握できない住居趾も多い。硬化した床面の痕跡から住居趾の存在を推定したものも含めると40基近く

になる。竪穴住居ilkは、古墳時代から古代にかけてのものである。住居趾の方位を見ると、古墳時代

の住居ilLは、北を向くものはなく、東西のどちらかに傾いている。住居ｶﾋの１辺も４ｍほどあり、全

体的に大きい。古代になると、住居趾の向きに２つのグループがある。２２１．２９４．３６１号などの、遺

物や規模から古代と思われるが、古墳時代の名残か方位が北から振れるものと、北を向くものに分か

れる。後者の場合は竃の位置は北壁が多いが、東壁に設置する場合と西壁に設置する場合もある。北

を向かない住居趾は、本調査区の中では時期的に古いものが多い傾向にあり、住居趾の方位は徐々に

北をとるようになったと考えられる。

古墳時代の竪穴住居趾

208号竪穴住居杜（図38）

Ⅳ区で検出した。住居杜の西側半分は調査区外に延びる。住居趾の軸は北北西一南南東である。大

半は撹乱により破壊されているが、全体の様子は知り得る。ｌ辺約４５ｍ前後の長方形で、深さは現

状で約0.3ｍである。明確な硬化面や炉などは検出されなかった。遺物は小型丸底壷・高坏・甕など

がある。古墳時代前期（布留ｌ～２式）の頃であろう。

223号竪穴住居辻（図39）

Ⅳ区中央で検出した。－部調査区外に延びるほかは、削平や撹乱を受けておらず、遺構・遺物とも

遺存状態は良好であった。約4.7×４ｍの長方形で、長軸は北東一南西を向いている。同じ古墳時代

の208号竪穴住居趾とは軸が若干ずれている。埋土には多量の焼土や炭・灰が含まれ、床面上に炭化

した柱と思われる建築部材も散在しており、223号は焼失住居と思われる。住居の中央には床面を浅

く掘り窪めた炉があり、炉を中心として住居中央に硬化面も確認された。遺物は古墳時代前期（布留

ｌ～２式）の頃であろう。

３７８．３８５号竪穴住居杜（図40）

Ｖ区で検出された。半分以上は現代の撹乱により削平されていた。北側半分は床面直上まで削平が

及んでいたが、かろうじて住居の範囲は捉える事ができた。Ｖ区では同じ場所での住居の建替えを繰

り返していたようで、378号住居ｶﾋでも同様で、住居趾中央に443号住居ilLが重なる。重複した住居を

把握するのは困難だったため、ベルトを残し、埋土部分を下げて行った。最終的に確認した住居趾の

プランは下端で約4.8×5.3ｍの長方形である。軸の方向は208号住居趾と同じである。北東側の壁・

隅が捉え難く、溝状に遺構プランが見えていたものを385号としたが、最終的に378号住居趾の一部で

ある可能性が高い。378号住居趾内では、確実なものとして２枚の硬化面を確認した。１つは住居の

肩と思われるところから30ｃｍ程の深さで検出し、遺物は図２１－１２．１５が伴う。もう１つはその下
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３．（医病）基幹・環境整備（共同溌股極）に伴う発柵鯛査（O104iiml恋地点）

l胴：川他士（HuelOYR2m）粘性あり
2用：肌色土（HuelOYIW1）
3厨：Ⅲ褐色士（HuelOYR3/l）苅栂色土がilU入
４用：Ⅲ柵色士（HuelOYR3/1）
5燭：Ⅲ細色土（HuelOYR3/1）
6咽：Ⅲ柵色土（HuelOYR3/1〉
７咽：Ⅲ111色土（IIuelOYR3/1〉
８岡：1M柵色土（HuelOYR3/l）jiIIO土塊が混入
９厨：瓜褐色上（HuelOYR2'3）
10層：Ⅲ禍色土（HuelOYR3/1〉

ＬＨ=143,1、

319号溝365号溝 LH＝1270ｍ

鑿

lLjmjijhLiij
14号溝

1用：暗褐色土（HuelOYR3/4）
2用：暗褐色士（HuelOYR3/4）

黒褐色士（HuelOYR2/3）
3届：暗褐色士（HuelOYR3/bD
4Iil：黒掛也土（HuelOYR2/3）
5用：黒掛也土（HuelOYR2/3〉

暗褐色士（HuelOYR3/4）
６MI：黒禍色土（HuelOYR2/3）

暗褐色土（HuelOYRM）
７m18蝋掲仏土（IluelOYR2/2）
8,1：鼎褐色土（HuelOYR2/3）

暗拙色土（HuelOYR3/4）
９m：黒褐色士（HuelOYR2/3）
10用：黒褐色土（HuelOYR2畑）
11胴：黒褐色土（HuelOYR2/2）
12H1：ＩＮＩ褐色土（HuelOYR2/2-2
13用I：パラス
Ｍ層：コンクリガラ
l5HI8撹乱
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Ⅲ本荘北地区の調査
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３１１１１：Ⅲ褐色上層（l0YR2/2～2/3）
４層：黒褐色土隔（lOYR2/2）

5161：略掛色土層（lOYR3/4）
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図39223号竪穴住居趾実測図（１／50）
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(医病）基幹・環境整備（共同灘設置）に伴う発掘調査（0104調査地点）３

378.443号竪穴住居趾
宗０ 一

○
‐
ｌ

Ｅ
（
覇
．
Ｎ
｜
Ⅱ
エ
ョ

｡

狐／ジ （。

ジ
グ

ジ
グ

〆

ジ
グ

〆
〆 ０

０

夕

’
夕

ｂ

ぐ〕〆 ＬＨ＝12.20ｍ

‐
ノ

、
。

イ
ー
／

ローヨー２ ＝－－Bo-

ｉｆ篤軒
ｅ

引
司
四
品
「

。
へ
り
（
〕
〉

l脳：黒褐色上（HueIOYR2/2-2/3）

赤褐色士（HuelOYR4/8）焼l：
2層：褐色士（Hue75YR4/21〉

3層：黒褐色ﾆヒ（IluB10YR2/2）

4用：黒褐色上（HuelOYR2/3）

秒

ｑ

○ 頓
》

－
１
，
－

～
１
１

ロ

層
崎
層
層
層
墹
墹
層
層
層
層
層

１
２
３
４
５
６
駒
７
８
９
０
１
１
１

黒褐色士（Hue1OYR2/２

黒掛色土（HuelOYR2/２

黒褐色上（HuelOYR2/２

黒褐色士（HuelOYR2/２

黒褐色土（HuelOYR2/２
黒褐色士（HuelOYR2/２

鵬褐色土（HuelOYR2/２

黒褐色土（HuelOYR2,'２

MA褐色土（HuelOYR2/２

黒褐色上（HuelOYR2/２

黒褐色士（HuelOYR2/３

黒褐色上（HuelOYR2/３

）

）

）

）

）

）

）

-2/３

）

）

）

）

ｉ

①
－羽、

●
'１

ｄｏ

((己、ｉ
ｌ

Ｘ－

、 ＬＨ＝12.80ｍ

iimriTliiiFTLi
〃

夕

LH=129BPm

塾，

平
「
！

11厨：黒褐色土（HuelOYR2/2）
12層：黒褐色士（HuelOYR2/3）
13層：黒褐色士〈HuelOYR2/22/3）
l41WI：黒褐色士（HuelOYR2/2）
15園：黒褐色士（HuelOYR2/2）

}鶏1鵜鮭ＭＨ:１８職｝

』霧蝋|蝋蟻臘麹
3-2職：肌柵色土（HuelOYR2/3）砂混入
41111：肌褐色｣二（HuelOYR2/2-2/3）砂混入

５層：叫糊色士
６１Hi：黒掛色士
７燭２鯉褐色上
８層：黒棚色士
９厨：黒糊世上
10用：黒褐色1二

(HuelOYR2/2）隣・焼土

(I1U:１８M綴｜
(HuelOYR2/3）
(HuelOYR2/2）
(HueIOYR2/2）

ＬＨ＝14.00ｍ

Ｆ Ｆｏ

１

厄正二工二＞

21掴：11A櫛色士（HuelOYR2/2）
221§I：lⅢ褐色士（lluelOYR2/3）砂・焼土粒含む
23咽：川褐色士（HuelOYR2/2）砂・焼土粒・砂岩粒含む
24肘：llMQ色土（HuelOYR2/2）砂・焼土粒・砂岩粒含む
25胴：鯏倒色止〈HuelOYR2/2）砂・焼土粒混入
26胴：lMIM色土（HuelOYR2/3）砂混入
27脳：Bif倒色二1１（HuelOYR3/3〉地山・炭を多く含む
銘墹：Ⅲ褐色二１２（HuelOYR2/2）焼土・炭粒を含む
291ii：黙褐色士（HuelOYR2/2）砂・燐十粒含む
301Ｍ：冊褐色｣二（HuelOYR2/2）砂・焼土粒含む
31肘：Ⅲ１Ｍ色上（HuelOYR2/3）砂・炭・焼土粒含む
0２ｍ

l11iI：照褐色士（HuelOYR2/2〉砂・地山上混入
12照：照褐色士（HuelOyR2/3）砂・地山上汎人
13鰯：照褐色上（HuelOYR2/3）焼土粒・砂粉粒を含む
14層：黒褐色上（HuelOYR2/3）
15閥：黒褐色上（HuelOYR2/2）砂混入
16層：黒褐色上（HuelOYR2/3）砂混入
l71i＃：蝋褐色士（HuelOYR2/3）砂・地山上混入
18用：暗褐色士（HuelOYR3/4〉地11
19照：照褐色士（HuelOYR2/2）
20用：黒褐色上（HuelOYR2/2）砂混入

１HRI：黒褐色上（HuelOYR2/3）撹乱
２層：黒掛色土（IIuelOYR2/3）砂混人
３層：黒褐色士（lluelOYIR2/3）砂混人
４層：黒褐色士（HuelOYR2/2）
５層：黒褐色上（HuelOYR2/3）
６層：黒褐色化（IluelOYR2/2）砂拠人
７層：カクラン混じり
８屑：黒褐色士（HuelOYR2/2）砂腿人
９層：黒褐色士（HuelOYR2/2）
10咽：黒褐色士（HuelOYR2/2）砂泌人

出－－－ｍ

図40378.443号竪穴住居趾実測図（１ /50）
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、本荘北地区の調査

20ｃｍ程で検出し、遺物は図２１－１３．１４．１６．１７が伴う。下の床面では炉も検出された。この床の硬

化面の下から2.5ｍ四方の掘込み（443号住居h'二）と１ｍ弱の土壌状の浅い窪みを検出した。385号住

居趾の部分からはミニチュア土器が出土している。

384号竪穴住居杜（図41）

３７８（385）住居趾の北側で検出された。南東部は、４２２．４２３号住居祉？に切られ、南西部は378.

448号住居hlzに切られている。378号住居趾と同じ軸をとり、北西を向く。現況は2.9×２６ｍである。

404号竪穴住居趾（図41）

Ｖ区の、調査区が南に折れるコーナー付近で検出された。西南壁が調査区外に延びる。現状では約

4.5ｘ３８ｍ、深さ約025ｍである。軸の方向は北西である。208号竪穴住居杜や378号竪穴住居趾とほ

ぼ同じ方向である。南西隅には古代の368号竪穴住居趾の竃が接している。また北西隅には撹乱の土

壊と、438号土壌が404号住居を切っている。住居趾のやや西よりに、床を浅く掘った炉が1基とその

周辺で硬化面を検出した。遺物は鉢・高坏・小型丸底壷・蕊などで古墳時代前期（布留ｌ～２式）で

あろう。

443号竪穴住居趾（図40）

378号竪穴住居趾の中央に、入れ子状にあった浅い窪み状の遺構である。ｌ辺２ｍ程度の方形プラ

ンである。中央やや南東よりで、炉の可能性がある焼土が入った皿状のピットが検出された。

古代の竪穴住居趾

216号竪穴住居趾（図42）

Ⅳ区北側の東側調査区壁沿いで検出した。208号竪穴住居趾の東側に隣接する。大半が調査区外に

延び、また撹乱によって検出部分の中央を破壊されている。現状で２×２ｍである。住居の軸は208

号住居など古墳時代の竪穴住居と同じであるが、216号住居の北壁に竃が造られており、遺物からも

これは古代の住居と判断される。

１６号竪穴住居趾（図42）

Ⅱ区の東端近くで検出した。15号竪穴住居illの南西側に位置する。調査区に、住居趾の南東隅がわ

ずかにかかる程度である。住居趾は北を向くようである。７世紀代と思われる遺物が出土しており、

古代の住居趾と判断した。

276号竪穴住居趾（図47）

161号竪穴住居吐の南側に隣接する位置にある。西側のＶ区で検出された377号竪穴住居趾と同一の

住居趾である可能性があるが、出土遺物に若干の時期差がある。南半分が調査区外に延びる。軸の方

向は南北である。７世紀代の遺物が出土している。

３２号竪穴住居趾（図42）

Ⅲ区の31号竪穴住居趾の東４ｍほどのところで検出した。大半を埋設管やマンホールの掘り方に

よって破壊されており、北半部しか残存していなかった。住居の幅は4.4ｍである。住居の軸は他の

29.30号竪穴住居と異なり若干東へ傾いている。北辺の中央西寄りに竃が設けられている。竃は残存

状況がよく、袖には幅20ｃｍ、長さ50ｃｍ、厚さ15ｃｍあまりの大型の砂岩が横に据えてあった。中央

にも砂岩製の支脚の一部が残っていた。竃周辺から土師器の甕形土器や杯、須恵器の喪形土器片など

が出土した。８世紀前半と考えられる。

９号竪穴住居趾（図43）

Ⅱ区で検出した。Ｉ～Ⅲ区は遺榊面が浅く遺榊の多くが上部を削平されており、９号竪穴住居趾の

壁も遺存していたのはわずか数ｃｍで、ほぼ床面のみが残っている状況であった。東半分は撹乱によ
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(医病）基幹・環境整備（共同職設置）に伴う発掘調査（0104調査地点）３．（医病；
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Ⅲ本荘北地区の調査
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３．（医病）基幹・環境瀧備（共同搬設極）に伴う総liil調轟（0104調査地点）
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Ⅲ本雅北地区の調査

り削平され、南側は10号竪穴住居趾によって切られる。現状では、北壁1.4ｍ、西壁2.7ｍである。北

壁に竃が造られており、西半分が残っている。住居趾の軸は南北方向である。9901地点の52号竪穴住

居i''二も同時期のものと恩われ北壁中央に竃を造っている。９号竪穴住居趾の北壁を、竃を中心に復元

すれば52号竪穴住居jhl二や9901地点の291号竪穴住居趾と同様な規模になる。出土した遺物は７世紀後

半～８世紀前半のものである。９号竪穴住居趾からは土器片と共に小型坊製鏡の所謂破鏡が出土した

が（図56-126)、住居11ｔの埋土は撹乱を受けている可能性を否定できない状況であり、遺構と遺物の

年代を照らしても９号竪穴住居ｶﾋに伴うものとは考えられない。

３１号竪穴住居趾（図44）

Ⅲ区の29号竪穴住居の東側で検出したもので、南半分は埋設管の掘り方によって破壊されている。

長軸はほぼ東西方向で、西辺中央に竃がある。長軸の長さはおよそ５ｍである。硬化した床面は検出

できなかった。竃は砂岩ブロックで両袖部の基礎石とするもので、中央には砂岩製の角柱で支脚をし

つらえていた。崩壊した竃土の中から土師器の斐形土器片など数点の週物が出土した。７世紀後半か

ら８世紀後半と考えられる。

221号竪穴住居趾（図44）

Ⅳ区中央付近壁沿いに検出した。223号竪穴住居趾の南西側に隣接する。住居趾の大半は調査区外

である。北西を向く。223号住居趾の上に作られており、223号住居h'二の埋土と重なる部分の壁は明確

に確認できなかった。現況では2.2×2.3ｍ程である。

１０号竪穴住居杜（図44）

９号竪穴住居趾の南側で検出された。９号竪穴住居趾と同じ方向を向き、９号竪穴住居趾を切って

いる。住居内の大半が撹乱により破壊され、南半分は調査区外に延びており、正確な規模などは把握

できなかった。北壁に竃を造っている。西壁の推定ラインから復元してみると、９号竪穴住居趾に比

べ小型である。８世紀前半と考えられる。

361号竪穴住居趾（図45）

Ｖ区の南端で検出された。南半分が調査区外に延び、住居の西側は後代の遺構（379号井戸）に切

られている。現状では約３×2.6ｍ、深さは残りの良い北東側で約０４ｍである。撹乱の西側を361号、

東側を312号として掘削し、最終的に同一の住居i''二と確認した。軸の方向は223号竪穴住居壮と同じで

ある。撹乱が北東側の壁に沿って走るが、この撹乱より南西側は遺構の重複が著しく、この住居に伴

うと思われる遺物はなかった。８世紀後半の遺物が出土している。

１５号竪穴住居趾（図45）

Ⅱ区のやや西側で検出した。全体のほとんどが撹乱によって破壊されており、規模は不明である。

住居の軸の方向は南北を向いている。南東隅にあたる部分に篭の跡と思われる焼土や、竃の袖石の砕

片が残っていた。出土遺物から８世紀前半ごろと思われる。

２９号竪穴住居趾（図45）

Ⅲ区中央北部で30号満覆土の上に営まれた竪穴住居趾である。埋設管の掘り方によって南辺と東辺

を破壊されている。長軸はおよそ４ｍになるものと推定される。東北部に髄付近の焼土が散乱してお

り、その中から甕形土器片が、中央の硬化面直上と北西端の壁付近から土師器の坏がそれぞれ１点ず

つ出土している。

３０７．３１８．３２２号竪穴住居趾（図46）

Ｖ区の南側で検出された。東側を撹乱により破壊されている。307号住居hl:の内側で入れ子状に318

号竪穴住居111が検出された。現状で307号が約2.ｌｘ１ｍ、318号が約5.2ｘ0.7ｍである。いずれも軸
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(医病）基幹・環境整備（共同簿設置）に伴う発掘調査（0104調交地点）３
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Ⅲ本荘北地区の調査
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3．（医病）基幹・環境盤iii（共同櫛股腿）に伴う発掘調査（0104調査地点）

は南北であるが、307号竪穴住居趾は若干西に傾く。307号竪穴住居趾の床を除去したところ、別の遺

構があったためこれを318号竪穴住居趾とした。318号竪穴住居趾の黒色の埋土の下には、別の茶色の

土があり、これを322号竪穴住居趾とした。322号竪穴住居趾に埋土は多量の焼土を含み、火災で焼失

した住居h'二の可能性がある。住居の範囲はほぼ307号と同じである。築造順としては、322号竪穴住居

趾が最初に築造され、火災などで焼失・埋没した後、318号竪穴住居111が造られ、さらにその上に307

号竪穴住居趾が築造されたと考えられる。

３１１．３２１．３２３号竪穴住居趾？

Ｖ区の南端、北西一南東に走る撹乱の西側で、379号井戸の上面にあった硬化面のみの遺構であるｃ

311号竪穴住居illは、361号竪穴住居趾の撹乱から西半の部分を覆う範囲に広がっていた硬化面である。

311号竪穴住居iIlの硬化面を除去したその下から、321号．323号竪穴住居趾を検出した。321号竪穴住

居h'二は361号住居趾西半の東半分に分布する硬化面であり、323号竪穴住居趾は379号井戸を覆うまで

の東半分に広がる硬化面である。住居趾のプランは確認できなかったが、それぞれの硬化面の様子か

ら３基の住居が切りあっていた。付近よ})８世紀後半から９世紀前半の遺物が出土している。

377号竪穴住居趾（図46）

Ｖ区の北東隅で検出された。撹乱を挟んで276号竪穴住居趾と向い合う。住居趾の方向は北を向く。

先述のとおり276号竪穴住居hlと同一の可能性があるが、出土遺物に時期差がある。377号住居趾では、

硬化した床面を検出した。

386号竪穴住居趾（図46）

Ｖ区、404号竪穴住居趾の南側で検出した。西側は調査区外、南・東側は撹乱によって破壊されて

いる。現況は北壁中央に設けられた篭部分を残すのみである。

９９（161）号竪穴住居趾（図47）

Ⅳ区の西端で検出した。９９（161）号竪穴住居i''二がある一帯は、竪穴住居趾の重複があり、各遺構

のプランを決定するのが困難だったため、任意で２ｍのグリッドを設定して掘削した。大きな撹乱坑

を挟んで東側半分はプランを把握するのは容易だったが、西側半分は遺構の重複により埋土からプラ

ンを把握する事はできず、床面近くでようやく規模を把握できた。それぞれ99号と161号という番号

を与えて掘削を進めていたが、９９号と161号が同一の住居iltであることを確認した。約５×4.6ｍの

住居である。軸方向は南北である。東側半分を大きく撹乱によ')破壊されている。東壁中央に竃が造

られていた。８世紀後半と思われる。

368号竪穴住居趾（図46）

Ｖ区の中央部やや南寄りで検出した。調査当初、プランの把握が上手く行かず細部において不手際

もあったが、最終的にはプランを確定できた。現状で約2.6×２４ｍ、深さは約0.25ｍである。東壁の

一部は調査区の壁にかかる。西壁中央に竃が造られている。８世紀後半の遺物が出土している。

256号竪穴住居祉（図47）

Ⅱ区の西端で検出された。大半は調査区外に延びる。南東隅を9９（161）号竪穴住居ｈｔが切ってい

る。現状では約２×３ｍ、深さは残りの良い部分で0.2ｍである。軸の方向は南北を向いている。

294号竪穴住居辻（図48）

Ｖ区の中央東よりで検出した。住居趾の東側は半分以上が破壊されており、現在はｌ／３程度が確

認できる。本来は一辺が３７ｍほどの竪穴住居趾と思われる。８世紀末から９世紀初の土師器が出土

している。
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Ⅲ本荘北地区の調査
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3．（医病）基幹・環境整備（共同櫛設置）に伴う発掘調査（0104調査地点）
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Ⅲ本荘北地区の調査
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３．（医病）基幹・環境雛備（共同鱒設置）に伴う発掘調査（0104調査地点）

１３号竪穴住居竝（図48）

Ⅱ区の14号溝の北東側で検出した。調査区壁と、既設枡の間に挟まれており、その他は撹乱による

破壊と調査区外にでるなど、全容は不明である。現状は西壁が0.7ｍ程度の残っている程度である。

西壁に焼土塊があり、掘削したところ竃の支柱と思われる砂岩と土器片が出土した。土器片は接合す

るとかなり復元でき、浅鉢である。

６１号竪穴住居趾（図48）

Ⅱ区東端の若干広くなったところで検出した。撹乱の影響が深刻であり、遺存状況は非常に悪かっ

た。

遺構の残存状況がわるく、北西部のコーナー部分らしき浅い掘り方を確認しているが、それ以外は

不明である。規模、方向ともよくわからない状況である。

157号竪穴住居阯

Ⅳ区西端、158号竪穴住居趾の上面にあった硬化面である。９９号．158号.256号付近にあった竪穴

住居h'二と思われるが、全容は不明である。明らかに、158号住居hlの上にあった住居趾の床面である

ので、番号を付けて記録した。

158号竪穴住居杜

Ⅳ区東端で検出した。９９（161）号竪穴住居趾と256号竪穴住居趾に挟まれた三角形の部分である。

東側は9９（161）号住居illと256号住居ｶﾋによって切られてお})、撹乱を挟んだ西側でも住居趾の範囲

を確認できなかった。このため、硬化面が広がっておI)住居111があったと思われるが、全体的なプラ

ンは不明である。

159号竪穴住居阯

Ⅳ区西端、276号鵬穴住居hLの上面にあった硬化面である。９９号.158号.256号付近にあった竪穴

住居jLl上と思われるが、全容は不明である。明らかに、276号住居ill:の上にあった住居阯の床面である

ので、番号を付けて記録した。158号竪穴住居趾との関係は、不明である。

207号竪穴住居趾

223号竪穴住居吐の西側で検出した。住居趾の東辺がわずかに調査区にかかっている。ｌ辺２ｍ程

度で、方位はわずかに東に振れる。

400号竪穴住居趾（図49）

Ｖ区の北東で検出された。北半分は調査区外に延びる。現状で約2.ｌｘ３ｍで深さは０２ｍほどで

ある。軸は南北を向いており、161号竪穴住居趾と同様な住居と思われる。

448号竪穴住居吐

Ｖ区中央部で検出した。３７８（385）・384号竪穴住居趾に挟まれた状態で、小さな三角形である。

384号住居趾を切って築造し、３７８（385）号住居趾に切られている。448号竪穴住居｣LI上は北を向いてお

り、北壁設けられた寵部分のみが遺存している。

364号竪穴住居趾

Ｖ区の西壁沿い、365号溝に囲まれた位置にある。北を向く住居11ｔの北東角がわずかに調査区で検

出されたと考えられる。詳細は不明｡

＜掘立柱建物＞

１号掘立柱建物（図49）

１号掘立柱建物はⅣ区の中央部で検出された。建物の長軸は南北方向より、やや東に触れている。
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Ⅲ本荘北地区の調査

西側が調査区外に延びるが、現状で５間×２間以上の建物である。この柱穴のなかで、東列北から

４つ目の144号柱穴で地鎮祭を行なったと思われる遺物が出土した。柱穴の壁の途中に壁寵状の棚を

つくり、土師器の椀・蓋を置き、その上に２～３ｃｍ大の小石を敷いていた。土器の中にも小石が数

個入っていた。石については精査をしたが、文字等の加工の痕跡は見当たらなかった。土師器蓋には

墨書があり、鑑定していただいた結果「門方人」とか書かれていることが分かった。土器は９世紀前

半のころの所産と思われ、１号掘立柱建物もこの時期のものであろう。

２．３号掘立柱建物（図50）

５区の南端で検出した。撹乱による破壊と、調査区外に延びるため全体は不明である。２号・３号

とも建物の方向は南北から西に傾いており、1号とは時期を異にすると思われる。9901調査地点の西

北部に位置し、この２．３号建物と位置的に近い501号掘立柱建物と同じ方向のようである。

＜土坑・ピット＞

４１．４２土坑（図50）

Ⅲ区中央部、２９号竪穴住居吐の東側で撹乱部分を挟んで検出した土坑である。当初別個の遺構の重

なりと考え掘っているが、おそらく一つの遺構と思われる。掘り方が30ｃｍあまりと、かなり深く、

29号住居趾とは異なる遺構と考えられる。中央に深さ20ｃｍほどの穴が２個連接している。残存部で

長さ２ｍ、幅１ｍあまりである。穴の部分と底面から土師器の坏や土製の紡錘車、鉄製刀子が出土

した。

２０４（253）号柱穴

Ⅳ区のＴ字部分の西端で検出したピットである。このピットから土錐が１２点出土した。年報では、

漁網をこのピットに収納していたのではないかと報告したが、そのような収納状態で使用したか、疑

問が残る。253号は１号掘立柱建物を榊成する柱穴の１つであるが、144号柱穴のような地鎮であるか

は不明である。なお、ピット番号については、本来は253号であるが、年報の整理・報告時に取り違

えている。注記も204号で行っているため、別のものと間違えないよう、併記しておく。

＜井戸＞（図51）

379号井戸はＶ区の南西隅で検出された。361号竪穴住居hlの上には、硬化面で範囲確認した321号

と323号竪穴住居illがあったが、井戸は323号住居趾の床面下から検出された。361号住居趾の床面を

切っている。つまり、361号竪穴住居趾を壊して、本井戸が掘削され、後に埋め戻されて、３２１．３２３

号竪穴住居祉が設営されたという順序になる。井戸は全体の１／３程が調査区壁にかかる。上部には

柱状の石が置かれており、埋土に遺物・灰・焼土も多かったため、当初は墓と考えた。しかし、掘り

下げるにしたがい井戸であることが分かった。

埋土を順次掘り下げたが、沈殿物層などは確認されなかった。また、井戸の壁には掘削のために井

桁を組んだような跡や、井戸枠を設けたような跡も検出されなかった。途中、遺物が集中する層が何

層かあり、中には食物残津と思われる自然遺物もあった。

（４）出土遺物

本調査区からは、膨大な量の遺物が出土したが、時間・紙面の関係上、今回は遺櫛の時期を示す代

表的、もしくは最低限の遺物を掲載した。本書に掲載できなかった遺物は、今後改めて紹介したい。
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(医病）基幹・環境整備（共同溝設慨）に伴う発掘鯛森（0104調査地点）３
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3．（医病）基幹・環境整燗（共同瀞設置）に伴う発掘調交（0104調査地点）
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6厨：鯏褐色混砂上li6UOYR2/2）炭

7層：ｌｌｌｌ掲色上層（lOYR2/2）

８層：黒禍色～暗褐色士咽（lOYR2/3～l0YR3/4）砂礫

９１１５１：黒褐色ｔ燭（l0YR2/3〉

10函：黒褐色～IMi褐色二ｔ肘（lOYR2/3～lOYR3/`l）砂礫

1]届：黒褐色上園（l0YR2/3）砂顕
12剛：黒柵色汎砂士II1I（l0YR2/3）

13欄：黒褐色ｔ燭（l0YlR2/2）砂礫

14燭：黒褐色上層UOYR2/3）礫
15層：黒褐色上層（l0YR2/2）

16瑠：黒褐色砂屑（l0YR2/3）

I7Iii：黒褐色砂質土厨UOYR2/2）碗
18IHI：鼎褐色～1Mr褐色砂１ｍ（lOYR2/３18IHI：鼎褐色～崎褐色砂１ｍ（lOYR2/3～l0YR3/4）

19燭：黒色砂塒（25YR2/4）

図51379号井戸実測図（１／40）

125号溝出土週物（図５２：１～15）

本荘地区で弥生時代の遺構として、初検出例となった。構内からは、弥生時代前期の壷形土器・甕

形土器・鉢形土器のほか、黒色磨研土器や条痕文粗製土器などの縄文土器が出土した。石器は打製石

斧（15）がある。

３０号溝出土週物（図５２．５３：１６～３１.図５８：198～199.208.212）

古墳時代前期の古式土師器である。小型丸底壷・高坏・喪・鉢形土器がある。また、弥生時代前期

の土器と縄文時代晩期の土器も出土している。

222号溝出土遺物（図５３．５４：３２～６１.図５８：196）

古墳時代前期の古式土師器である。有孔鉢形土器・器台・高坏・小型丸底壷・蕊・直口壷？・二重

口縁壷・手提ねのミニチュア土器などがある。石器には、砥石（196）がある。また、弥生土器か、

粗い条痕を入れた底部がある。

１４号溝出土遺物（図５４．５８：６２．２１３．２２１）

近世と思われる磁器片が出土している。また、溝の埋土からは古代の土師器や須恵器片も出土して

1０４



Ⅲ本荘北地区の調査

Ｉ
、、

１１

0１

１，
６０ ０，

２

(） いＩ

／
be

●●

癬三lIlili鍵災薄檸三1， l〉電鍵
１１５

馴叡鐵藷 、L二ｺ：
－－－＝

矛

謬
薑二Ｆ三1，

）
ﾐﾐ蕊ﾄﾞツﾐﾐ護；

ノ
露笏ZZ霧露1３１５

示＝に三'二三１１
2１－－－－

。

2８2７

、
、

。～ムー、

￣＿」１０cｍ

2９

図520104調査地点出土週物実測図１（１／４．１／３）

105



３．（医病）墾鱒・環境雅備（共同識設悩）に伴う発llM調森（0104調交地点）
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】１１本jll;北地区の調在
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３．（医病）難紳・環境整備（共同溝設置）に伴う発掘調査（0104調査地点）
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Ⅲ本悠北地区の調査
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3．（医病）基幹・環境整備（共同溝設置）に伴う発掘調査（0104調査地点）
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Ⅲ本莊北地区の調査
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３．（医病）基幹・環境整備（共同溝設置）に伴う発掘調査（0104調査地点）

いる。また、縄文土器（213）や石鍼（221）も出土している。

365号溝出土遺物（図５４：６３）

土師器坏が出土している。図示した土師器坏の底部には、墨書がある。字は不鮮明で正確にはわか

らないが、既往の調査で周辺から出土している墨書には「安」の文字が多い。365号溝出土の土器も、

ウ冠や「女」のように見える箇所があり、「安」の文字の可能性があると思われる。

古墳時代の竪穴住居趾出土遺物（図５４：６４～図５６：121）

図５４：６４～図５６：121は、古墳時代の竪穴住居趾出土の遺物である。いずれも古墳時代前期の布留

式を主とする古式土師器が出土した。器種には、小型丸底壷・高坏・甕・器台・鉢形土器がある。土

器以外では、223号竪穴住居趾から磨石（82）が出土し、また鉄器？(83）も出土している。３２号竪穴

住居ilLからは鉄錐（98)、404号竪穴住居趾からは砥石（99）が出土している。

古代の竪穴住居吐出±遺物（図５６：122～155）

図５６：122～図５７：155までが、古代の竪穴住居趾から出土した遺物である。７世紀末～９世紀代の

土師器・須恵器が出土している．土器以外には、９号住居趾から古墳時代の小型佑製鏡の破片（図

５６：126）が出土し、碁石（図５６：127）も出土している。

１号掘立柱建物趾出土遺物（図５７：156～157）

１号掘立柱建物を構成する柱穴からは、それぞれ土師器片や須恵器片が出土しているが、144号柱

穴からは、地鎮行為のためと思われる土師器の蓋・坏が出土した。蓋には鑑定によると「門方人」と

いう墨書が書かれている。中には小石が１０数個納められていたが、これらには墨書等の痕跡はなかっ

た。

４１．４２号土坑出土遺物（図５７：158～160）

４１．４２号土坑からは、土師器坏と土製紡錘車・刀子が出土した。

158は底部から腰折れぎみに立ちあがる坏であり、内外面とも研磨している。158は土製の紡錘車で

ある。160は刀子の先端部の破片であるｃ

２０４（253）号ピット出土遺物

２０４（253）号ピットからは、土製の漁網錘が12点出土した。最も短いもので４３ｃｍ、最も長いもの

で7.1ｃｍを測る｡12点が固まった状態ではなく、数個ずつピット内に浮いた状況であった。

379号井戸出土遺物（図５７．５８：173～184）

井戸からは、古代の土師器や須恵器などの土器類や貝殻などの食物残津と思われる自然遺物が出土

した。遺物は各層で見られたが、ある程度集中して出土する傾向があり、何度か不用になったものを

まとめて廃棄したり、あるいは井戸祭祀を行ったと考えられる。これらの土器には、時期差はみられ

なかった。土器以外の遺物で注目されたのは、１２層は貝からなり、土嚢約30袋分の量になった。調査

室で水洗選別を行なったところ、７種類程の貝類があったほか、小動物の骨も検出された。最も多

かった貝は、アサリに似たバカガイという貝である。また、亀の腹甲があり甲板が本来の配列通りに

出土し、食に饗してすぐに廃棄されたものと考えられる。

その他の遺構出土遺物（図５８：185～230）

その他の遺構・包含層からの出土遺物中、ピックアップしたものを掲載した。図５８：188～191は刻

書や墨書土器である。「大」「有」などが判読できる。図５８：193は手損ねの土製鏡である。周辺の

9901調査地点でも出土例があるｃｌ９７～218までは縄文土器である。後期後葉から晩期の土器である。

223は蛇尾である。石製の飾りに銅板を貼り付けている。内部に繊維が残る。225は青銅製品である。

１１２



Ⅲ本荘北地区の調迩

形状は不明であるが、ポールのような容器のようなものと思われる。このほか、鉄鎌・石錐・砥石な

どが出土している。

（５）まとめ

1999年度の調査で病院敷地の北西側に古代の集落とともに、古墳時代前期の住居1,'二群が確認され、

先述した2000年度の0006調査地点では、これらの集落が敷地いつぱいまで広がり、良好な状態で過存

していることが確認されていた。これらの結果から、0104調査地点では密な逝榊と避物を検出するこ

とが予想され、その通りの調査結果を得た。

これまでに述べてきたように、多くの遺構と遺物を検出し、9901調査地点と0006調査地点の間を埋

め、また東西に広く遺榊が存在することが確認できた。

今回の調査で注目されたものの－つは、125号溝と30号満である。

125号溝は弥生時代前期の土器を伴出し、付近一帯での弥生時代の遺構としては、初の検出例と

なった。この満の続きはのちに、2003年度の調査（0304調査地点）においても確認され、やはり弥生

時代前期の土器資料を得ている。少なくとも、0304調査地点の状況からは、直線的に北西に走ってい

ることが確認されたが、この溝が白川まで達していたか、その範囲は不明である。

３０号溝は、流路が特異である。Ｓ字に曲がり、環濠の突出部のような屈曲を示している。屈曲も直

線的に曲がる部分と緩くカーブを描くような部分がある。このような満の例は、比較的面的な調査を

実施してきた附属病院敷地内においても、他に例を見ないものである。9901調査地点では、弥生時代

の溝は検出されておらず、調査区南側で、さらに方向を変えていると考えられる。このように屈曲を

繰り返す溝は、通常の識というより、周濠のような溝の機能を持っていた可能･性があると考えられる。

このほか、222号満でも遺物が多量に出土し、0119調査地点で続きを検出した。本調査地点では、

222号瀞からは主に古墳時代前期の布留式を中心とする土器群が出土し、堆積状況から古墳時代前期

に掘削きれたものと考えていたが、0119調査地点で、弥生時代終末の壷や、庄内から布留式ごろの、

これまでの古式土師器の中では最も古い形式になる古墳時代初頭の喪が出土し、掘削の時期はこれま

で考えていた時期より遡る可能性がある。

文中ですでに記したが、この溝は上部を地山土に類似する土で覆われていた。0119調査地点も同様

であり、遺構検出の際に掘削を少々驍謄させられた。古墳時代の223号竪穴住居杜の埋土も、中央に

地山に似た土が入っており、住居ｶﾋを検出した当初は埋土の逆転現象に困惑した。この傾向は、０４１１

調査地点でも見られ、古墳時代の住居趾の上面一而に、これに類似する土が張り付けてあるようにあ

り、やはり遺構の把握・掘削に若干の障害となった。これら数例の積み璽ねを概観すると、病院敷地

内の古墳時代の遺樹は、地山に類似する±で、意図的に封じられたようである。これが古墳時代前期

以降、古墳時代に行われたものか、あるいは古代になって行われたものかは不明である。

古墳時代の集落の様子としては、竪穴住居iltは白川を向き、9901調査地点同様に、切り合うことが

ほとんどないよう、一定の間隔をおいて造られていたようである。

古代には、７世紀後半から９世紀にかけての竪穴住居i''二や掘立柱建物ｶﾋが造られるようになった。

古墳時代の住居ｶﾋ同士の切り合いが無いのに対し、古代の住居杜は重複が著しい。同じ場所で４～５

軒（回）の建替が行われている。出土遺物も特異である。刻書・墨書土器、蛇尾、ミニチュア土器な

ど一般集落とは異なる居住者を想定させるものであるc

OOO6調査地点・OlO4調査地点・O119調査地点の調査結果を総合すると、付近では縄文後期の遺物は

あるが、遺構はまだ未検出であるｃ遺構の構築という点では、今回検出した125号溝の例から、弥生
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3．（医病）基幹・環境雛iＭ（共同櫛設悩）に伴う発掘調森（O104iiMl燕地点）

時代の前期に土地の利用が見られる。しかし、溝を掘削したのみで、生活の場としての利用は見られ

ない。既往の調査で遺構が検出されないほか、弥生時代の遺物がほとんど出土しないことからすれば、

弥生時代の集落が存在した可能性は低いと考えられる。次に弥生時代終末から古墳時代前期に、一帯

では集落が営まれるようになるが、前期以降は不明である。古代になると、再び集落が営まれるよう

になる。9901調査地点の南半は溝が数本走り、竪穴住居i''二や掘立柱建物は調査区北半に集中している。

9901調査地点北半と0006.0104.0119調査地点までの南北約600ｍの間に、建物群が集中して築かれ

たようである。9901調査地点から800ｍほど南に位置する0509調査地点では、古墳時代・古代の集落

を確認しているが、0509調査地点では掘立柱建物趾と思われる遡構は１棟のみで、遺榊の構成として

は竪穴住居ｶﾋに限られるといってよい。今後、本調査区と9901調査地点、0509調査地点の遺構や遺物

を精査し、二つの集落の違いを明らかにすることが課題である。
■

１１４
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図 番号 遺物 租麺(器租） 法丘（c､） 洩存囮 １W微 色因 出土m1n 備考

5２

２

３

.Ｉ

５

６

戸
Ｉ

８

９

10

11

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

1９

2０

2】

2２

四

2.1

壷

罰

可
ｊ

の
〃
』

鍋

羽

弥摩ｆ２器

弥生土瞬

称lIH:12爵

鴬生士鐸

称』'二｣為器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土群

弥生･'2鰹

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土罷

石器

土師器

土箭爵

土Rij器

土師器

:上節鰐

二lz師器

士節器

土師鍔

ＳＬ師器

土師器

土師器

土IMi器

土師器

土師盤

亮

沢鉢溺÷鯉

深井醗化瀞

深井麺-t器

稲鉢型=１２器

深鉢調-t器

深井画･'２器

瀧鉢調･fz鶴

漂鉢型士麗

深井邸1z器

浅鉾

添鉢型土器

浅鉢

渓鉢塾±翌

石斧

浅井

小坦九慶壷

i12鉢

浅鉢

浅鉢

筏鉢

小型ﾒL底蛍

'1,駆九底遥

'1､型丸底蜜

高坏

高坏

在坏

高坏

小型九通蛍

口膿２ａＯ

施鵬

器廊

口碓
版磁
器耐

【=I藤

庇雛
麗研

'二Ii透

旺i遭

麗高

'二I睡

庇僅
勝高隆

雄
高

口
庇
器

口艦

鯉怪
器満

口磁

庇碓
器Xii

雛
研

、
眠
鯉

I=Ｉｌ１Ｅ

底径
器廃

1.径

庇雄
器疵

口搬

庇掻７．３
器苅

ロ碓

臓臓
欝XＭ

碓
商

朕
躍

長１２．１５

帆７`6５
I風いＩ

I=l径ｌ1,5

庇怪

揺鹿

．
Ｐ
①

●
■
０
■
■

１
６

離
掻
高

口
血
器

口1船16.(Ｉ
振雛

器商

1ｺ賑I1.6
眠艦

器研５．８

I=I椎１３．３
唾経
濁腐6.1

口掻１４．２

Inc艦
冊１１M７．１

口掻12.0

鞭搬
器ＨＭ７．２

』
①
・
０

Ⅲ
Ⅲ搬
忘

庇
群

IZl藤１０．３
庇瀧
IMI商OＣ

'二l径17..1
庇磯
野応

1ｺ艦15.3

正確ａ８
器耐11.9

EJi雅
庇雛ｌ].５
器忘

Izl能
底碓１Ｌ２

勝高

１
４

３
３
１
１

径
掻
応

口
血
器

口縁部Ⅱ。

口繊BIB片

□襟iWiⅡ。

ロ緑部

口織部j1.

懇郁片

嘱郁Ｉ;．

胴in1片

胴部片

□緯部11.

ﾛ緑縮

底部のみ

口録llBH．

口織部川。

刃郁欠lⅡ

ほ:ｴ尭形

'二Iz完形

１／３

ほぼ完形

ほ;三完形

ほぼ完形

Iｴほ完形

i三'三完形

ほぼ売形

１／２

ほI雲完形

】／２

１／２

１／部

IAl：PIOfナデ嬢賜
9.ハヶロ後指
ナデ･禰ｵサエ

外：、低ﾅｰﾃﾞ．
llVき

IAl：ナ･デ
外：ナ･デ

内
外

ナデ，楯才
サエ

ブ･デ

外

ヨコナデ．

楯オサエ
ﾅ･デ内

外

ヨコナデ．
折オ+)･エ
ヨコナデ内

外

ｿﾞ･デ．満オ
サエ

ヨコナデ

内
外 ﾅ･デ

ヨコナデ

ＩＡｌＫナ･デ

外；ヨゴナ･デ.ハ
ケ１１機ナデ．
ヘラナデ内

外

ナデ．ｌＨ才
サエ

ナ･デ

内
外 へラ咽き

へラ咽き

内
外

ナデ．調オ
サエ

ﾘｰﾃﾞ．Hfき

内
外 ﾘ･デロ脛き

ｿﾞ･デ．噸き

内
外 胴趣

悶さ

IAI3IlIナデ

外：３MN【？

内
外

1,1ぼナデ．

､Ⅱl)．班き
I､Iにﾅ･デ．
ハケｕ

IAl：胸Iビナデ.八ケ

ＩＬﾍﾗﾅﾃﾞ

外：回転ﾅ･託ハ
ヶⅡ.瞬き

内：ナデ

外１ナーデ

内
外 ナデ

ナデ

内
外

低ﾅ･デ．
ナデ.噺き
I馴転ナデも
11ﾘﾘ．昭き内

外 I可低ナデ
IiJI伝ナデ,術
ﾅ･デ.ハケI］内

外

転ﾘｰﾃﾞ．

l肘ナデ
I畠I催ナデ.術

ﾅ･デ.ハケ目内
外

111ﾅ･デ．ハ
ケ【1．磨き
胴さ内

外

FII低ナデ.揃
十デ.府き
lijl松ナデ.指
ﾂ･デ,＃1き内

外

転十デ.ハ

ケ11.Mﾘき
1.1ほり･デ.ハ
ケ｢1.1ｌiき内

外

I、低ｿﾞ･デ．

Hf§

【111転ﾅｰﾃﾞ．

ⅢI）内
外

デ
デ

ナ
十

紙
Ⅲ
紙
当

’
１
１
０

ｍ
Ⅲ
伽
Ⅱ

内
外

IIlI松ナデ.術
ナデ.iiIIi〕

'111砿?･デ.論
ﾅ･子,贈き

内：腱I低ナデ,誼

ﾂﾞｰﾃﾞ,磨き
外：薊IRﾅﾃﾞ,猪ﾅデ

ハケ'１.ＭＩＩ,雛

内：Ｉ化ｅｌＯＹＲ６／４

外：ＨｕｅｌＯＹＲ６／４

IAl：ｌｌｕｅｌＯＹＲ６／６

外ＺＩｌｕｅ７､５ＹＲ６／４

内ｌｕｕｕｌＯＹＲ４／２
外：Ｉｌｕｕ】ＯＹＲ３／２

IRI：IluどｌＯＹＲ７／４
外：ＨｌＩＥＩＯＹＲ７／４

IAj：ＩＩｌｌＵ７､５ＹＩ（５／４
外：Iluu5YI（５／４

内：ＨｕｅｌＯＹＲ７／４

外：ＨｕｅｌＯＹＲ６／２

IＡｌ：Nlue7､５ＹＲ６／６
外：Ｈｕｅ５ＹＲ５／↓

内ｒｌｌｕｅ７,５ＹＲ５／４

外：ｌＩｕｅ７､5ＹＲ５／３

181：lIuc10Yl（６／３
外:Ilu⑫7.5VI《7/4

内：IllIG10YR5/３
外：11“lOYl（５／３

IＡＩ：ｌｌｕｅ５Ｙ１《･Ｉ／６

外：111】⑭7.5V!（５/６

｢Al：IIuG2､５Ｙ７／２
外：IluelOYR8／２

IＡｌ：ｌ

外：】
ｕｃＮＬ５／Ｏ

ｕｅＮ1.5／0

円：ＩＩｕｅｌ０ＹＲ６／４

外：ｌｌｕＣ１０ＹＲ５／３

181：Iluビ５ＹＩ（５/６
外811u⑧５Ｙｌ（６／６

IAl：ＨｕｅｌＯＹＲ７／３
外：ＨｕＧ】ＯＹＲ７／３

内：Ilue

外iIIue
OYI（６／４

０ＹＲ７／dＩ

内BIluelOYI（６／６
外IIlu⑪lOYR6/4

内：ＨｕＵ５ＹＩ《lj／６

外：lluピヨＹＩ（７／６

IＡＩ：11uｃ２．５Ｙ７/４
外：IIu⑫２．５V７／３

内：Ⅱｕｃｌ()ＹＲ７／Ｉ

外：Ｈｕｃ７､５ＹＲ７／６

内；］ＩｕｅｌＯＹＲ７/ｉｌ
外：IIuelOYR7／４

内：ＩＩｕ巴lOYI（７/６

外：Ⅱup1(IYI（７/６

111：lIu⑪５ＹＲ６／６

外：IIue7､５ＹＲ７／６

;Al：Ｉ趾⑰５ＹＲ６／６

外：ｌｌｕｃ５ＹＲ６／６

内ＩＪＩｕｅ７・ＳＹＲ６／６
外；llue7､5Y1R6／６

内：HL化１０ＹＲ７/４
外：IluclOYl《７／４

lAl：ｌｌｕｅ５ＹＲ６／６

外：Ｈｕｅ５ＹＲ６／６

】坊叶堺

l25fl･il！

125聯iｎ

l濁暁月

125暇構

1泌冊碑

1濁勝iⅣ

125牙i隊

125号櫛

】錫B柵

】濁叶海

】蜜Iﾅ牌

I濁号iⅣ

125W．i片

l251i｝楠

30暇i9l

30\碑

3(llFiII

30琉什

30瞬月

30U･溝

30M.i枠

30冊i豚

30砂i片

30叶碑

30吟溝

30勝M１

30叶禰

30叶溝

蝿１１突帝文

刻ロ突術文

刻！]突帯文

刻日突ｲｫ文

刻団突締文

刻囲突舗文

剣Ｅ突帝文

剣l]突砺文

刻図突舗文

内腫都スス付軒

黒色廟研

口縁増協付近に爪痕

正吐1郷Ⅸ緑色ﾊﾞﾋﾞＩ

ロ樺部付近にスス付的

内外而i二胆斑

内外iliiにススイオ荊

PAI外iIiii二1M斑

内面にスス'す蒲

内外iii庇郁にＩⅢ斑・スズ付薪

IAl外ikiにスストI的

外面:二吹さこぼれ

IAlﾀﾄiiiにⅢ斑

IAi外lHiに１Ｍ［

外弼庇郎に照斑
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図 番号 遺物 種類(８２種） 法量（c､） 戒存、 特微 色四 出＋廻担 働考

5２ 3０

3１

土IBIj器

gt師器

小ＫＩＩ丸底壷

尭

口径12.1
庇桂
器高１４．３

口掻１６３

座雛
器向２４，３

完形

３／４

内
外
内
外

回転ナデ,掴
ナデ.Hlll）
回伝ナデ.術
ナデ.ハヶロ

回低ナデ.ハケ

umln,Miき
回態ナデ`ハ
ケロ聯き

内：Ｈｕｃ５ＹＲ６／６
外：Ｈｕｅ５ＹＲ６／６

内：Ｉｌｕｅ５ＹＲ６／６
外：ＩＩｕＥ５ＹＲ６／６

30\旗

30Iili抑

外面に吹さこぼれ

内外面にスス付藩

5３ ３２

3３

魂

3５

3６

3７

3８

3９

4０

11

4２

4３

斜

4５

妬

4７

縄

4９

5０

’一
○

２－
０

5３

別

二t師器

土師器

土師器

土師器

ｔ師器

土師器

土師器

土師器

'二節器

ｔ師器

土師器

師器

土師雷

ﾆﾋ師器

土師器

土師器

ｔ師器

土師器

ｔ師器

土師器

土師器

土師器

土師淫

浅井

器台

器台

器台

凋坏

高坏

Hii坏

高坏

研坏

獅坏

高坏

高坏

小型受

小型九底壷

小1m九底壷

小型九底壷

富Ｚ

喪

兜

兜

兜

兜

史

口径１６６

底(￥

器高５．７

ロ径８．４
底僅１２．９
溌高９．８

口雛８４

底腿９．８
器Hｈｉ８５

、膿７．７

睡僅】0.9
器崗

口撰15.2

底機
器向

口掻１８８
底経
器廊

1ｺ篠１６７
底擬
器商

篠
搬
厨

口
臓
器

口碓

底後１２２
器商

口雑

庇撮１２．４

群鹿

２
１
８

６
３
４

１
１
ｌ

径
径
高

口
臓
器

I=】径

庇径
勝耐

戸
』
？
』
ｎ
Ｊ

■
■
□

６
２
６
８
５

８
６

従
掻
高

口
坂
器

口搬８．９
jJiﾋﾟ徳
器高９２

口掻１０７

底掻
牒応９．７

I］藤１２８

底i駕
器商１０．３

L】掻

庇椎
器高

4.2

6.6

ロ経14.5

庇後
器脚

に1機１５．８

駈径
器高

I:I径16.0
庇擁

器弼

ｎｉモ１６．４
底慌
器廊

【｣徒14.5
jil〔徹
器向

径１５．７

底径
器高

ほぼ完形

完形

１／２

２／３

１／２

】／２

１／ｆＩ

Ｉ／`Ｉ

ｌ／２

１／４

ｌ／２

３／Ｉ

完形

完形

完形

Iiぽ尭形

完形

口繊部片．

口緑筋)!．

ロ縁麟叶

口緯部

１／３

口縁郁片

内
外

111ナデ．削
り．府忠

指ナデ,噺き内
外

回祇ナデ.;Iiナ
デⅡ刑I).lH§
回転ナデ.ハ

ケロ・研き内
外

回転ナデ,ハ

ケIEI･nlll）

|引転ﾅ･デ.指
ナデ.ハケロ内

外

rI伝ナデ.liナ
デ’１Ｗ).息き
回低ナデ.搬
ナデ,聯き内

外

回砥ナデ.楯ナ
デＩＮＩり層：

回転ナデ.指
ナデ,崎き内
外

回転ナデ．
指ナデ
回転ナデ.指

ナデ,ハケロ内
外

回転ナデ`指
ナデⅢlＩIさ
回転ﾅ･デロ桁
ナデ,Ⅲき内

外
桁ﾅ･デ．へ
ラ削り
回転ナデ．

折ナデ内
外

IpI転ナデ.楯
ナデ`110り

回牡ナデ,ハ

ケ目ﾛ瞬き内
外

回転ナデ！
NII）

回転ナデ.ハ

ケ１１蝋き内
外

回雁ナデ`指ナ
デ,illI】,磨き
ﾛ低ナデ揃ナ
デ.ﾖ111】･恋３内

外

回転ナデ,ハ

ケI】､lflき
回転ナデ,ハ
ケロ､UWき内

外

ハ
ハ

デ
デ

ナ
圃
十
Ⅱ

術
ヶ
指
ヶ

内
外

回転ナデ.掴
ナデ.iIIり
回転ナデ.指

ナデ,１１ﾘリ

内：回転ナデ．

指ナデ．ハ
ケ[Ｌｌｌﾘﾄﾞき

外：団極ﾅ･デ．
術ナデ，ハ
ケロ･膳き内

外

指ナデ，削
Ｉ〕･畷き
回転ナデ,指
ナデ,ハケロ内

外

回転ナデ.術
ナデ.、11）
回転ｿ･デロ揃
ﾅ･デ.ハケロ内

外

回転ナデ，
刑I）
回ofナデ鯵指

ナデ`ハケヒＩ内
外

同転ナデ.指
ナデ.削り

回転ナデ，
ハケ内

外

回転ナデ.指
ナデ,IIIIl）
回転ﾅ･デ.指
ナデ.ハケ1ｺ内

外

回転ナデ.I1i

ナデ.IIllI〕
回転ナデ．
ハケIｌ内

外

IDI低ナデ.捕
十デ.、'1i）
回Oバナデ.指

ナデ,ハケロ

内：回転ナデ．
ｉ１１１）

外：同転ナデ．
ハケl:Ｉ

内：ＩｌｕｃｌＯＹＲ７／４

外：ｌｌｕｅｌＯＹＲ７／dｌ

IAl：Ⅱｕｅ５ＹＲ６／６

外：Ⅱｕｅ５ＹＲ６／６

内ＩＩｌｕｅ２､5Ｙ６／ｄｌ
外１｝ＩｕｅｌＯＹＲ６/４

内：Ｈｕｅ７､５ＹＲ７／６

外：Ｈｕｅ７､5ＹＲ７／６

内：}ｌｕｅｌＯＹＲ７／４
外：ＨｕｅｌＯＹＲ８／Ｉ

内：lluE7.5ＹＲ６／６
外：ＩｌｕＥ7.5ＹＲ６／６

内；Ｉｌｕｅ５ＹＲ６／６
外；ＩＩｕｅ５ＹＲ６／６

内：Ｈｕｅ５ｙＲ６／６

外：ｌＩｕｅ５ＹＲ７／６

IAl：Ｈｕｅ７､５ＹＲ６／６
外：Ｈｕｅ７､5ＹＲ６／４

内：Ｈｕｅ５ＹＲ５／６
外：ｌｌｕｅ５ＹＲ６／６

内：ＩＩｕＢｌＯＹＲ６／４

外：IIL1匹ｌ０ＹＲ６／４

内：Ｈｕｅ５ＹＲ６／６

外ＩＩｌｕｅ７,5ｙＲ６／６

内：ＨｕＥｌＯＹＲ６／３

外：ＨｕｅｌＯＹＲ６／４

内：ＨｕｅｌＯＹＲ７／４

外：ＨｕｅｌＯＹＲ７／４

内：ＩＩｕＥ５ＹＲ６／６
外；ＨｕＥ５ＹＲ６／６

内：IIuelOYR7／４

外：ＨｕｅｌＯＹＲ７／４

内：ｌｌｕｅｌＯＹＲ７／６
外：ＨｕｅｌＯＹＲ７／４

Ijl：Ｈｕｅ７,５ＹＲ６／６

外：IIuelOYR7／４

内：IIuelOYR7／４
:ＨｕｅｌＯＹＲ６／,Ｉ

内：Ｈｕｅ７,5ＹＲ５／６
外：}Ｉｕｅ７､５YI（５／'１

内：ｌＩｕｅｌＯＹＲ６／４
外：ＨｕｅｌＯＹＲ６／６

内：ＨｕｅｌＯＹＲ７／６

外：ＨｕｅｌＯＹＲ７／４

内：lIuelOYR7／４
外ＲｌｌｕｅｌＯＹＲ７／４

222冊i縁

222号i律

222‐

222.暇榊

222号構

222号i豚

222聯ＩＦ

222号溝

2翠号病

222号i何

22119.櫛

222冊脾

222号溝

222号僻

222号i稗

理2瞬枠

配2+}溝

222号溝

222号i＃

222号iほ

222\溝

理2号簿

222峅禰

内外面i二吹きこぼれ
外面lニスス付蘭

内外面にスス付着

内外面にスス付若

内外面lニスス付着

外面'二MA斑

外面にスス付着

外面にスス付着

脚部に鄭ｲＬ〈３ケ所）

外面にスズ付藩

内面にスス付蒜
脚部に卵ＪＬ（３ヶ所）

外面に川斑

内面Iニスス付瀦

内外ifilニスス付調

内外面Iニスス付粧

外面ﾄｰ瓜斑

内外面にスス付瀞・吹きこぼれ

外面全体にスス付葡

内面にⅢ斑
外面Iニスス付藩

内外面に叫斑

外面胴ＩＨＩに波状洗練１条
内外面I:スス付埼

外面lニスス付葡

外面に郷斑
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図 番号 迅物 法且（、） 残存且 特徴 色四 出生鋼穐 ｡Ｉ零

弱

｝韓 l:節器 受
1ｺi忍１８．２
懸磁
野苅

】／４

内
外

凧]松ナデ．
､'11）

回伝ナデ.橘
ナデ.ハケ目

内：llue1OYR8／４

外：｝Iue1OYR6/４
222号iＩＯ 外面にスス付前

別 詔

5７

5８

釣

6０

６１

餌

6３

硯

6５

6６

6７

餌

6９

、

｣も師僻

｣z陣器

二'二hli器

1121Mi器

土IMi器

「i器

磁器

土師器

土師群

｣もIMj器

土師饗

=11tUIj鍔

:tIiU勝

｣:1hＪ器

石器

兜

壷

兜

壷

史

砥石

碗

坪

壷

小型九Ⅱit斑

高坏

商坏

耐LIS

兜

磨石

'二】艦１７．５

底篠
膿1,6

1.鷹１９．１

底径
器高

に】径１６．３

底径
暢KＭ

1ｺ経２７．２

嚥径
器高

に】筐１７．５

庇後
器漉

長き１７．４
幅】１６

厚き７．５

口径

庇掻
器耐

ロ鮭１３，２

庇齢８．９
群布3.1

口征8.0

礎僅２．４

器布8.1

'二1世８．７
底碓
瀞獅７．５

口碓１８.[】
底撮

謹商

'二I種

底径
器高

'二】径
唾径
器高

Iご】後１６．３

嚥掻

器応

圧昼12.8
相119
I豆苔３．６

】／３

ロ樺部片

ｌ/６

【｡織部片

にI緑郁片

1ｺ緑郎片

ほぼ完形

２／３

完形

口織部片

脚部１／２

脚師】／２

1.縁郊片

内
外

阿伝ナデ.指
ナデ.削り

lIiﾅ･デ．ハ
ヶⅡ内

外

価I松ｳﾞｰﾃﾞ．
ハケヒ】

胆]椎ナデ，
ハヶ団内

外

回転ナテ

１１！}）
回橇ﾅテ
ハケロ内

外

到ofナデ.ハケ
11.へラmlh

I可鮭ｿﾞｰﾃﾞ，
ハケロ

IAl：回舷ナデ.ハ
ケＵ･nlll）

外：ljhI鮭ナデ．
ハケl］

iAI：
外：

内
外 uiI松ﾅ･デ

回転ナデ.回
熊へラ切I）内

外

柵ナデ,詣オ
サエ.ハヶ目

幼転ナデ.猶
ナデ.ハケ目内

外

liiI極ナデ.揃
ナデ`磨き
111鉱ﾂｰﾃﾞ`ハ
ケI].篤き

1A１日Iil転ナデ，
咽さ

外：回転ﾅ･デ．
ハケ図

lAI：折ナデ.Iijり
外：折ナデ.畷き

内
外

lIiﾅ･デ．則
り．晒さ
'ＨナデＺハ

ケ１１．瞬き

IAI：側低ﾅ･デbハ
ヶ[1.1FII）

外8191転ナデ.指
ﾅ･デ.ハケロ

内：】[u仁l0yR7／３
外：］I【ⅡｊｌＯＹＲ７／４

内：lIu心Ｚ５Ｙ６／Ｉ
外：Ⅱu⑭２．５Ｖ６かＩ

内：lluC７．５Y1モ８/４

外：IIuElOYR8／４

ＩＲＩ：ＨｕｅｌＯＹＲ６/３

外：IIu⑩ｌＯＹＲ６／`１

内：ＨｕｅＩＯＹＲ６／６
外：Ｈｕ⑩7.5ＹＲ６／６

'二ぷいNi柵色の磁胎に透
lﾘIの軸

IAl1IluG5YR6／６
外：Ｉｌｕｅ５ＹＲ６／６

内：ｌｌｕｅ２５Ｙ６／３

外：lIu⑥2.5Ｖ５／３

内：IIu巴５ＹＲ６／６
外；11m巴５ＹＲ６／６

IA1：llu＄７．５ＹＲ７／６
外：11“7.5ＹＲ７/６

IＡＩ：ⅡuIB５ＹＲ５／６
外：lIu⑭５ＹＲ６／６

111：IluI２７．５ＹＲ６/Ｉ
外：I{uｅ7.5ＹＲ６ハＩ

IAU：ｌｌｕｅ７､５ＹＲ７／６
外：ＨｕＣ７,５ＹＲ８/６

222号i厭

理2職斥

2鰹2騎月

222号溝

2塑号碑

222号溝

Mli･脾

365牙i牌

208号竪穴住膳阯

2019号鴎六億liiljI上

瓢】6冊竪穴住ＩＪＩ趾

2mj号竪大住IHI;靴

2邸･叶毘大化Ⅱ地

208号竪穴IIi職hI2

208\竪穴(１１勝jdz

１４J面にN】斑
外imIニスス付端

内外面にスス付勅

IjLl外面にスス付筋

内外面に瓜斑・ススIｵ輔

焼きむら
外面lニスス付埼

重量10001Zn｣：砂岩

｢安」？・叫啓
赤色化粧･上

外面Iニスス付筋

外面に狐斑

外面Iﾆｽｽｲﾘ筋

愈量6889餐山勝

｡① 7１

冠

7３

7`Ｉ

布

7６

岳ｎ

ＪＪ

認

門

8０

8１

土師器

土師器

fIMj器

土師鯉

｣:Ｎｉ群

皇ＭＨi器

lzIiIi器

｣ﾕ師碍

土師器

=I:師器

t郎欝

器台

高坏

IDF坪

満潮：

小型九唾蛮

小劉丸疵蕊

小姻九砿憲

二亜ロ樺欝

史

篭

受

ロ能７．０

庇徒
器而

口ijE１７．０

庄怪
器弼

口怪19.1
胚磁

器iiH

'二l艦１６．４

庇i造１２．７
麗商1.1.,1

口径９２

旗径
瞬間６Ⅲ

ロ膣９．３

Mﾋﾟ径
器高９．．１

1ｺ経９８

唾艦

器高Ｍ５

口緩

庇径
器磁

２
６

《
ａ
ｊ
４

ロ(モ13.3
旗雛
器商２０．７

'二雌
庇腿
欝亦

'二】臆14..1
駁離

麗獅２５．４

１／３

ｌ／４

１／２

ほ'三完形

完形

２／３

１／２

完形

２／３

３／４

i量(旨完形

内
外

デ
デ

ナ
十

低
さ
紙
角

脚
Ⅲ
槻

内
外

凧I伝ナデ．
Iliﾅｰﾃﾞ
伽】伝ナテ．
ハヶロ内

外

阿伝ナデ．
'１１ナデ
【i]伝ナデ.指
ナデ.ハヶ目

IAI：[ｉＩ脳ナデ,指ナー
デ.mii､堺さ

外：ljI低ナデ.描
十デー慶急

内：111ナデ
外：ｉｎ･ﾅ･デ

内
外

IIiﾅ･デ.折オ
サエ.蝦き
lliﾅ･デ.llll〕内

外

I､】伝ナデ.楯
十矢IlIl）
l1j転ナデ．
lｶﾞナデ内

外

Iil鰯ナデ,栃
ナデ,､ⅢI）
|則低ナデ.揃
う･デ.lFll）内

外

ＯＩＩ伝ナデ，

､ⅡI）
、伝Ｔｌ･デ.指
ﾂﾞ･デ.ハケ目内

外

へラliりり後
ﾅ･デ

[tjI鮭ナデ．
ハケF１

IAl2InI腺ナデ．
'111）

外ニドij低ナデ,楢
十デ.ハケヨ

｢AI；１ｌｕｐｌＯＹＲ７／･Ｉ

外」ＩｌｕｅｌＯＹＲ７／４

内；Ｉｌｕｅ５ＹＲ６／６
外：Ｈｕｅ５ＹＲ６／６

内：】112ｅ２．５ＹＲ７／６

外：】1Ｗ22.5V】{７／６

IＡＩ：ｌＭＢ１(jYl（７/６
外：ｌｌＭｃｌＯＹＲ７/６

内：】Iue7､5ＹＲ６/６
外：】ＩｕｕｌＯＹＲ６ノイ

IAI：11u［ｌ(]ＹＲ７/６
外：lluulOYR7/６

ＩＡｌｇＨｕＣ５ＹＲ６′６
外：Ｈｕ巴7.5ＹＲ７／８

lAI：ＨＵｃ１０ＹＲ７／･Ｉ
外：Ｈｔｚｅ７５ＹＲ７／６

IAI：ｌｌｕｅ５ＹＲ６／６

外：ＩＩｕＧ５ＹＲ６／６

IAI：Ⅱu⑥ｌ０ＹＲ６／４

外：Ⅱu⑥7.5ＹＲ７／２

I増；】ｌｕｅｌＯＹＲ７′６
外：ＩＭＰｌＯＹＲ８/４

223聯竪穴ｔｌ:馬｣１１：

2塑号竪穴雌屠比

223号竪穴住ｌｉｉｌｊＩ上

2”号懸穴伐IIWh上

2羽･叶竪大住jjIhL

223号竪穴化勝｣ｉｔ

223号悪六t11勝hI：

223\竪穴11:勝hI；

223号竪穴11:鵬Ⅲ!：

224号竪穴雌瞬jl上

223号竪大住勝趾

内面に黒斑

内面にススI↑筋

内外面にススIil軒

外面にススイリ筋

外面にスス付埼

外面'二冊班
内面にスス付】、

内iHiにスス付jii

内面に黒斑
外面にススIbl勅



3．（医病）基幹・環境整備（共同溝設置）に伴う発掘調査（0104調査地点）
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図 番号 沮物 種類〔器租） 法■（c､） 残存量 特徴 色四 IH＋砠担 備考

一⑪ 型

8３

鋼

弱

8６

8７

鍋

8９

9０

９１

石器

鉄器

｣:師器

土師器

土師器

g'二節器

土師鰐

土師器

上､j器

師器

磨石

不明鉄器

高坏

高坏

小型ﾒL庇遡

小型九娠蛮

商坏

高坏

崗坏

小型丸底麺

ワ
』
・
７
６

３
．
］

１
８
３

觜
』
菩

長
個
厚

長き２

樋Ｉ
厚き０

５
５

１
４
２

口径15.0
底径
器忘

口径

庇径
器高

口禄

jK径
器高

口径１０５

底掻

器高

９
１
－
，

６
１
２

１
１
１

掻
緩
鹿

口
底
器

口径

底径14.1

器高

口掻

底径12.0
器高

口径１０．１
底径

器高１２０

完形？

口橡部片

脚部１／２

ｌ／２

ｌ／２

ほぼ完形

脚部２／３

脚部２／３

ｌ／２

内；回転ナデ‘
指ナデ

外：回転ナデ．

11ⅡIｊ

内：指ナデ.IiIり
外：指ナデ

内
外

[１１１転ナデ.指
ナデ.削り
Iiil舷ナデ,指
ナデ.ハケ目内

外

何丘ナデ,１５ナ
テ'.'､ケ且1Wり
【iiI低ナデ.楢
ナデ,ハケ目内

外

IJI低ナデ.lli十
ﾃﾞ.ハケＩ１ｐＩ;110
[ﾛ１位ナデ.誼
ナデ.ハケロ内
外

回転ナデ.指
ナデ.１１ﾘｫﾉ

【ijl転ナデ．
桁ナデ刈

外

[呵転ナデ.指
ナデ.１１ﾘI】
、低ナデ.指
ナデ,ハケ目

内：Ｆ１砥ナデ.樋
ナデ.１Ｍり

外：151転ナデ.指
ナデ.ハケロ

内：Ｈｕｅ５ＹＲ６／６
外：Ｈｕｃ５ＹＲ６／６

内：ＨｕｅｌＯＹＲ７／６

外：ＨｕｅｌＯＹＲ６／４

内：Ｈｕｅ７,5ＹＲ６／６
外：ＨｕｅｌＯＹＲ７／６

内：Ｈｕ⑧２５ＹＲ６／６
外:IIu巴5YR6/6

内ＩＨｕｅ7.5ＹＲ７／６
外：}IUE７．５ＹＲ７／４

内：Ｈｕ巴７５ＹＲ６／６

外：llue7,5ＹＲ７／６

内合IIuelOYR7／６
外：Ⅱu巴７５ＹＲ７／６

内：Ｈｕｅ２､５ＹＲ７／４

外：ＨｕｅｌＯＹＲ７／４

223号竪穴11:居趾

223号竪穴住居肚

378号竪穴住居趾

378号竪穴住居趾

:】78号竪穴住居趾

378号竪穴住居杜

3789.竪穴住居hｌ

3汚号竪穴住居趾

378号竪穴住居社

378号竪穴住居並

､【H572g安山岩

ｎＨＬ４ｇ

外iHiに黒斑

内外面スス付着

外面にスズ付輔

内面に黒斑
外面にスス付藩

5６ 9２

”

9kＩ

9５

9６

9７

蝿

”

100

101

102

106

104

105

106

107

108

109

110

土師器

師器

土師器

土師器

瓠辿器

ﾆﾋ師器

鉄器

利器

土師器

土師器

ｔ師器

土師器

土師器

土師蟹

｣禺師器

土節器

古上師器

上師麗

ｔ師器

不'’１

高坏

高坏

高坏

坏

小型九庇蛮

鉄触

砥石

浅井

浅鉢

概鉢

鉢浅

洩鉢

鉢浅

小型九底撫

小型九底蝋

'1,型丸成噸

小型丸庇壷

小型丸底燭

口瀧

底径
器商

口径
庇径

器凋

口径２３６
巌径
器湖

口槌

底径
器商

口径

唾径
器高

口径１２．４
底径
器高１１．７

ｌ
Ｄ

－
Ｄ
へ
ｊ
【
Ｉ

４
１
０

さ
ざ

長
幡
厚

挺さ１４．６
幅１１．４
厚き７．３
口径１００

底径

器高２８

｢l径１

底掻８

器高３

.９

0

２

1.径９６

底径
器高３．８
口径１３２

賑能

器商３．８

口径1２３
底瀧
器高４．３

口臆１２４

旺縫
器高５．５

口径14.0
庇機

器高６．５

口径15.3

底維

器高５．６

口掻１１９

庇掻
器悔８０

口後１００

底径
器向６．８

口径10.0
底径
器商

庇部片

胸部片

ｌ/６

１／２

12ぼ篭形？

Iiぽ完形

１／４

ほぼ完形

１／４

ほぼ完形

売形

口微部片

完形

ほぼ鑑形

1Ｊぼ完形

、織部片

内：11Ｉ伝ナデ
外：回転ナデ

内
外 lliナデ.１Mｌｂ

IIiナデ

内：回転ナデ
外lliI低ナデ.梢

ナデ,ハケ目

内：ナデ
外：回転ナデ

外

回転ナデ．

捕ナデ
111鮭ナデ,指
ナデ.剛Ｉ）

内8回転ナデ似指十
デハラョ111）

外：lnI転ナデ．
ハケ[Ｉ

lAI：桁ナデ.磨き
外：桁ﾅ･デ.磨き

内
外

折ナデ．ハ
ケロ

指ナデ

内
外 I櫛ﾅｰﾃﾞ

術ナデ.磨き

内
外 指ﾅデ

指ナデ．ハ
ケロ,ｉＩｌ）内

外

指ナデ．ハ
ケロ，磨き
'51転ナデ.折
ナデ.磨き内

外

回転ナデ．

術ﾅ･デ
回転ナデ．

術ナデ内
外

回転ナデ,指
ナデ.ハケ目

1,1低ナデ.指
ナデ.削り内

外

阿低ナデ.指
ナデ.暦き
Iljl伝ナデ．
閣き内

外

､低ナ長拘ナ
デ.ハケロリ鴎
回転ナデロハ
ケ[lﾛ聯き内

外

1,1伝十気指ﾅ

ﾃﾞ.ハヶョ.側Ｉ）

ＮＩＥナデ術ﾅ
ﾃ`ハケヨ磨きデ

デ

ナ
ナ
回

転
り
極
ケ

回
削
同
ハ

内
外

内ＩＩｌｕｅ２､5ＹＲ５／６
外：Ｈｕｅ２､５ＹＲ５／６

内
外 ＨｕｅｌＯＹＲ５／４

ＨｕｅｌＯＹＲ６／４

内
外 Ｈｕｅ２５ＹＲ５／８

Ｈｕｅ２５ＹＲ５／６

内：Ｈｕｅ５ＹＲ５／６
外：Ｈｕｅ５ＹＲ５／６

内：ｌｌｕＧ７､5Ｙ５／1
外：Ｈｕｅ５Ｙ５／１

内：IIuGIOYR6／３
外：llue2,５ＹＲ５／６

IAI：ＩＩｕｅｌＯＹＲ８／４

外：IIuどｌＯＹＲ８／４

内
外 Ilu⑥ｚ５Ｙ６／３

Ｈｕｅ２`５Ｙ６／３

内
外 Ｈｕｅ２,５Ｙ５／３

ＨｕｅｌＯＹＲ６／４

IAl：Ｈｕｅ７､５ＹＲ６／６
外：ＩｌｕｅｌＯＹＲ６／４

iAl：Ｈｕｅ７､５ＹＲ６／６
外：IIue7､5ＹＲ６／６

内：ＨＵｅ２､5Ｙ７／４
外：Ｈｕｅ２､5Ｙ７／４

内：ＨｕＣ５ＹＲ５／６
外：Ｈｕｅ７,5ＹＲ６／６

内：Ｈｕｅ５ＹＲ６／６

外：Ｈｕ巴５ＹＲ６／６

内：l{uどl0YR6／･Ｉ
外：IIu咄ｌＯＹＲ６／４

内：IllIe７．５ＹＲ６／６

外：ＨｕｅｌＯＹＲ７／４

内；ＨｕｅｌＯＹＲ８／４
外：Ｉ１ｕｅ７,５ＹＲ８／６

385号･竪穴住居趾

385号竪穴住居趾

38.1号竪穴住居趾

276号竪穴住居趾

32号翌大住届hｌ

32号竪穴住居杜

32号竪穴住居社

404号竪穴住居hl：

40M1号竪穴住居｣bｌ

401号竪穴住居趾

404ﾘﾁ竪穴住居趾

401号竪穴住居壮

4Ｍ号竪穴住居壮

401号竪穴住居M：

404号鴎大住届杜

4Ｍ号竪穴住居城

404号竪穴住勝吐

404号竪穴件瞬hｌ

404号竪穴住居趾

外面にへう記号？
赤色化粧土

赤色顔料

内外面にスス付藩

放量3.19

Ⅲ量10009以上砂M｝

外面にスス付i1f

内面にスス付埼

外面に黒斑

内外面に照斑

内外面にスス付藩

吹きこぼれ

外面に焼きむら



Ⅲ本荘北地区の調査
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図 番号 遍物 租顕(墨租） 法且（画） 残存■ 特微 色囚 出＋泪粗 田寺

諾 111

112

１１３

114

115

116

117

118

119

120

121

122

l郷

1201

125

126

1町

128

1”

130

1３１

1型

土師盤

土師器

土師器

土師蕗

土師器

土師器

土師器

土師群

土師群

土師器

土師器

土師器

瓶Ⅲ器

須思器

瓶H1器

青銅器

石製品

緬迦善

Zli恕器

緬哩器

孤迎器

刎迎器

'1､弧ﾒL底遥

小1ＷL庇遭

小脳ﾉL底遥

'1､lWjL底避

小K1jL庇撒

小HM九M(澱

史

兜

応坏

limLI；

庇坏

坪

壁

iii川；

茜

'１､型I力英ｉｎ

排石

茜

蛍

鐙

盃

萱

口径９．０

庄雁
器忘

【.雛12.0

班搬
器商

1.磯１２．６
腿磁
器商

【］艦13.3

通ｉｆ
器MＷ１２．６

口徹ＩＬ５

鷹騰
瀞向９．６

口ｉｆ12.3
版I稲
勝廊１０．４

に】擁16.0
庇能
器耐

口怪15.7
正姪
器高１９．９

口艦17.0
胚iモ
蟹商

にli雅

坂i稲５．`ｌ

鰐庇

1ｺ搬

腿i冊ｌｑ７
器淘

口搬
耀維９．４
謎苅

ロ朧

庇藤
器HMi

'二Ii瞳
庇灘ILO
脇Nil

I貝I随ＩＬ８
臓瀧

器１１Ｍ

if[瞳5.,1

厘各0１
艮菩0.16

帆ＬＩ５

啄号0.弱

121径

吸掻
盤商

'三】径Ｍ,２

嘘径
器商

'三】i増１５．４

底i蚤
器高

'二】径１８．６

嚥径

濁高

口径15.6

ME径
器応

にl緑ＩＩＢ片

】／･１

ｌ／･１

I21r完形

篭形

ほIr定形

'二IlWMIF片

篭形

'二l岨部片

ｌ／２

ｌ／２

ｌ／５

脚iW;片

口OIA部ﾊ．

１/８

ロ緑師片

pIGl部片

ロ緯部片

1ｺ緑lMi片

ロ樺部片

内
外

回転ナデ.桁

ナデ.n１ｌｊ
回伝ナデ､栃

ナデ.ハケ目内
外

月伝十戻謝十

認ハヶョ.刑Ii

lii】値ナデ.指
ﾂﾞ･デ.ハケロ内

外

回転ナ裳指

ナデ.ｌｉＩｌ】

回転ナ気折
ナデ.ハケ目内

外

Ｈ低ナデ.誼ナ

茨ハケヨー:jb

回催ナデ.樋
ナデ.ハヶ目内

外

個転ﾅ･デハケ

11.Nﾘﾘ,聰き
１回1値ナテ､術十
乳ハケ臥鰯：内

外

風価う･デⅡ謂ナ

デ.|;ﾘﾘ,恩き
F1鰻ナ笂術ナ
デ.ハケロ･孵昌内
外

回転ナデ.揃

う‐裳､11）

回転ﾅｰﾃﾞ.撹
十気ハケ眉

内：河伝ナデ.推
十裳IIHI）

外；越伝ナデ.擴
ナデ.ハケＥ
タタキ

ＩＲＩ：捕ナデ．ハ

ケ趾磨き
外：回低ナデ，

懸違

IAl：Ｉ間ナデ.lmli）
外：掘ナデ

Ijhl：回転ナテ.jIiナ
デ.例I】`噺§

外：、伝ナス脂十
ﾃﾞ.八ヶ畷.磨き

内8回転ナデ
外：卿庭ナデ

内
外 回匠ナデ

回転ナ託
折ナデ内

外

値1転ナデ･

illl）
Ipl低ﾅ･デ．
Hill）

IAI2lm伝ﾅｰﾃﾞ

外：liiI転ﾂ･デ．
nill）

内
外

回転ナデ．
折ナデ
l量]庭ナデ内

外

回伝十デ．
lIII）

回転ず･デ．

llllIj内
外

l引侭ナデ．
IiIIリ

I引転ﾅｰﾃﾞ．

llII）内
外

lgI転ﾅｰﾃﾞ．

lIiナデ
回転ナデ内

外

回転ナデ．
HIIJ

回転ナデ

内ＢＨｕｅｌＯＹＲ８／･Ｉ
外：ＨｕｃｌＯＹＲ８／･Ｉ

内：IluelOYR8／３
外：ＨｕｅｌＯＹＲ８／３

IＡｌ：ＨｕｅｌＯＹＲ７／ｄＩ
外：ＩＩｕｅｌＯＹＲ７／６

内：｝ＩｕｅｌＯＹＲ７／･Ｉ

外：ＨｕｅｌＯＹＲ７／３

内：ＨｕｅｌＯＹＲ７／６
外：Hue1OYR7／４

内：ｌＩｕｅｌＯＹＲ６／`Ｉ

外：Ilue7,5ＹＲ７／･Ｉ

内：Ｈｕｅ２５Ｙ７ノロｌ

外：Ｈｕｅ２５Ｙ６／３

内：ＨｕｅｉＯＹＲ８／ｌ

外：IIuelOYR7／３

内；Ｈｕｅ７､5ＹＲ７／･Ｉ
外：lluc7､５ＹＲ７／６

内：Ｈｕ⑥l0YR6／３
外：Ｈｕ巴l0YR6／３

内：Ｈｕ⑧lOYl（７／４
外：lllMP10YR7／１

IAi：Ｈｕｅ７､５ＹＩ（６／６

外：Ｈｕｅ7.5ＹＲ８／６

内：Ｈｕｃ５Ｙ６／】

外：Ｈｕｅ５Ｙ６／１

内：I【lIE10BC･I／ｌ
外：Ｈｕｕ１０ＢＧ･Ｉ／１

内：Ilu四１０VI（２／１
外：IIuelOYR2／１

緑青色

内ZHu⑫7.5ＹＲ６／Ｏ

外：I{u２７．５ＹＲ８／0

1勺Ｚｌｌｕｅ５Ｙ４／Ｉ
外：I{uelOyl（２/Ｉ

内：I{ｕＢｌＯＹ５／１

外：】{ｕｅｌＯＹ５／Ｉ

内：Ｈｕｅ５Ｙ４／ｌ
外：I{ｕｅ５Ｙｊｌ／】

内
外 llu⑥２．５ＧＹ５/１

ｌＩｕｅＮ５／0

401号竪穴化膳阯

401W･盛大化居ｊｌ上

404号竪穴1k雁雌

404\竪穴住鵬j止

４Ｍ恐麗穴住居jll：

４１Ｍ冊･竪穴fliliiljIl：

４Ｍ￥壁穴(11暖h卜

404叶竪穴住居趾

I凹号照穴住曜hＬ

ＩＭＩ；･竪穴住鰯jl上

`11M号殿穴住居趾

，\･竪穴住喝阯カマ
ド

!）号竪穴住珊ｶヒ

!}峨盟穴住勝力|：

９咄P麗大煙111壯112

９号盛大住1J;｣11

９￥仙舌Ili牡

９号盛大住19髄１

９号堅大佐P強!：

９珊竪大佐職域；

９号竪穴IlJi3社

９５･堅大佐PihlB

外iHj余１$にスズ付藩

外1Mスス付筋

内外IHiに川班
外iii'二吹さこぼれ
胴郎に穿孔

I靴外lliiにスス付蔚

外､iにスス付輔

外面全１１;Iニスス付藩

焼きむら

外iHiにススlil筋

Ⅲ1K3.29

Ⅸ丘1.89

外耐に自然軸I寸諦

外面に自然袖l寸諦

外ilij-脇降灰

5７ 133

1割

I弱

136

1訂

138

139

手担土欝

土IHIi器

舸叫群

土師器

土鹿野

土師器

土師器

ｌり

坪

麓

灯明皿

杯

坪

兜

1.藍7.0

唾掻

勝高８．７

に】麓１５．８

庇掻１２．３
器高３．８

にI礎１５．７

唾掻

器高

口径１２．５

唾僅８２
碍高２．１５
口径１３．２

庄掻７５

濁高3.0

口径１２．７

旺掻７９
群商２．２

口掻錘.１
庇逢

野商

ｌ／３

０１／５

口樺ｌＷ１．

約１／３

ｌ／６

篭形

Ｉ／`Ｉ

内
外 ナ･デ

ナデ,術オ
サエ

lAJ：回転ﾅ･デ．
11ｻナデ

外：lil伝十晟附ﾅ．
デハラIiIll】

IAl：回転ﾌﾞ･デ
外：I酊転ナデ

内
外 I可転ナデ

回転ナデ.回
伝へラ切り内

外 回績ナデ

回転ナデ.回
転へラ切i）内

外

回転ナデ．

１１サナデ
回転ナ･デ，

、り

IAl；目伝ナ泉lH十
デ.へラIFiC

外：1m態ナデ，
ハケロ

内：lIu④ｌＯＹＲ６／４
外：1IU1C7,５VＩ（７／４

内：ＨｌｌｃｌＯＹＲ８／`Ｉ

外：IlueIOYR7／IＩ

内：lluulOYR7／３
外：Ｈｕｕ７,5ＹＲＵ/３

内
外 ＨｕＬ２､５ＹＲ５ノ８

Ｈｕｃ７､５ＹＲ７/６

内：ＨｕＥ５ＹＲ６ノ６
外：Ｈｕ［ｌＯＹＲ７/`Ｉ

内：Ｈｕｅ２､5ＹＲ６／８
外：ＨｕＥ５ＹＲ６／８

内：ＨｕｅｌＯＹＲ６ハ１
外：ＨｕＥ１ＯＹＲ７／４

l5v竪穴I蝿;比

31殴璽穴11:用H11；

蝿1竪穴11:I謝力l：

361.冊竪穴l嘘;比

361号竪穴住職比

361.＄竪穴【l:居地

鋤￥盛大11:居｣&

ﾀMiiに焼きtrら

IAllnii二赤色顔料
外iiiにスス付瑞

ijLldii6二赤色、科

外ini;ニス入付筋



３．（医病）基幹・環境整備（共同溝設置）に伴う発掘調査（0104調査地点）
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図 番号 遺物 稲釦(器租） 法殴（、） 残存■ 特徴 色団 聖＋迺塑 宙考

5７ 140

Ｍ１

142

143

14.1

145

146

147

148

149

150

151

152

153

I別

155

156

157

1認

159

160

161

162

163

l図

165

166

167

168

169

170

上OQIMl

土師器

土師器

須恵器

土師器

須忠器

煩忠器

鎖恩器

土師器

土師鰐

須思鶴

須恩殿

土師器

土師器

土師器

土師器

土師瀞

土師器

土師器

土製品

鉄勝

土製All

士$MＩＩ

土製tMb

土製品

土製品

土製品

土製IMI

士製IMI

土製航

土製,lｈ

移動式竃

坪

碗

荷坏

高坏

坪

碗

蓬

碗

坪

蛍

誰

坏

坪

杯

'1､型九底壷

碗

、

坏

紡錘)１１

刀子

上睡

上錘

土漣

土睡

土錘

土鯉

ﾆﾋ錘

土錘

土擁

土錐

６
５
Ｊ

９
９
４

巻
巻

長
幅
厚

口径１２．６

底径9.0
器商２．５５

口径
底後１１．４

器高

口径１３．０

底径
群庇

口径14.0

底径

器高

口掻

底径
器高
口径

底掻7.0

器商

ロ経１４．６

底径
器高１．５

ロ琵

底雀８．２

器孫

口径１３．３

底径10.0
器寓３．７

口遥

底径
器高

口径

底径
器高
口逢

底径７．４

器高

口整

底径７．８
器廊

口径１３．４

底径９．７
器高３．５

口径１１２

底趣
器高8.0

口径13.0

底径７５
器高５．８

１

Ｂ
甸
曰
、
【
び
り

冗
宅
】
、
。

。
Ｉ
▲
【
。
、
允
〆
』

産
径
高

口
底
器

口径１３．９
底径

器高

11.1

４５

ワ
ー
ワ
』
（
Ｕ

ｌ
ｏ
－
Ｄ
勺
↓

』
ご
異
』

艮
幅
厚

４
０
３

７
１
０

ざ
さ

長
幅
厚

２
０
９

２
２
０

苫
巻

長
幅
厚

３
０
９

４
２
Ｌ

吾
各

氏
榴
厚

３
０
８

－
ａ
翅
Ｌ

其
』
其
』

民
謡
厚

１
９
弱

５
１
１

ざ
ざ

長
鯛
厚

４
８
７

５
１
Ｌ

さ
苔

長
幅
厚

８
１
９

５
２
１

巻
さ

長
蝿
厚

６
０
９

５
２
１

ざ
吾

艮
福
原

長き５
禍１

厚さ１

４
８
８

長さ６

禍２

厚さ１

４
１
盤

１
＆
ｄ
４
Ｑ
Ｕ

【
ｒ
へ
ｚ
ワ
』

其
」
坐
ご

長
鍋
厚

ﾘｮ郁片

１／３

庇祁ﾊー

杯協１／４

脚祁一邪欠111

口締郎片

底部片

１／２

底脇片

完形

つまみ郁のみ

ロ織部片

ｌ／６

嘘郎片

２／３

ほぼ完形

鎚形

完形

ｌ／２

完形

鵠部欠捌

約１／６

２／３

I』ぼ充形

11ぼ兜形

完形

ほぼ篭形

鎚形

I2Irii2形

IJIr充形

ほぼ完形

内
外

ナデ．指オ
サエ
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Ⅲ本荘北地区の調査

4．（医病)医療用ガス供給設備室取設工事に伴う発掘調査(0119調査地点）

（１）鯛査の目的と経過

ａ・鯛査地と調査経緯

本調査地点は、熊本大学附属病院敷地内の北西隅に位置する。2000年に隣接地を発掘調査しており

(0006調査地点)、本地点でも遺構が検出されることが予想された。

本事業は、2000年度の当初の事業計画には挙げられておらず、2001年９月初めに附属病院から施設

部に対し、設備設置計画とそれに伴う埋蔵文化財に関する手続きの依頼が出された物件である。２００２

年２月初めに、発掘調査との指導が下り、直ちに発掘調査の届け出を提出するとともに調査体制を整

えた。調査予定の隣接地では、共同溝の建設工事が進められており、施設部と周囲の環境整備・調整

を行い、また熊本県教育委員会には発掘届に対する回答が下りる前に着手する許可を得て、２月１８日

より－次掘削を行うこととした。

２月18日から一次区削を行い、２月25日から作業員を投入して発掘調査を開始し、３月20日に終了

した。

ｂ・鯛査の経過

2002年２月18日

2002年２月25日

2002年３月20日

一次掘削開始。

調査開始。

調査区の全体写真撮影。古墳時代の掘立柱建物趾検出、掘削・図面・写真。

調査終了。

ｃ・關査の組織

調査員：大坪志子・小畑弘己

事務担当：富永明子

発掘作業員：岡田イツ代・呉判錫・河野義勝・黒木重信・黒木タケ子・白石美智子・鈴木笙子・高

松北子・田代理恵・橋口剛士・番山明子・福田久美子・堀川貞子・松井昭子・水上順

子・森111征子・森川護・森田登

整理作業員：江口路・鬼塚美枝・小山正子・泗水直子・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊子・長谷智

子・林田恵子・早田咲百合・増井弘子・山嵜早苗・早川翔

（２）鯛査区の基本層序（図59）

本調査地点は0006調査地点の東側に隣接しており、遺物包含層や遺櫛の検出レベルはほぼ同じであ

る。１層から３層まで（厚さ1ｍ）が、近現代の整地層である。西側の３層の下、４層・’6層が古代

の遺物包含層であり、これ以下が遺構の埋土などの文化層である。東側は２７．２８．３３．４４層までは近

現代の埋土であり、東端の掘り込み（１．２．３．４５．４６．４７．４８層）も撹乱である。

（３）検出遺構

今回の調査で検出した主な遺構は、古墳時代の溝１条、古代の溝1条、古墳時代の竪穴住居趾２基、

古代の竪穴住居趾７基、古墳時代の掘立柱建物趾1基である。
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Ⅲ本荘北地区の調査

＜溝＞

古墳時代の溝

１号溝（図60）

調査区の東端を横切る。方位は北北東から南南西であり、断面は逆台形である。0104調査地点で検

出された222号簿の続きである。東側の溝の肩を正確に確認できなかったが、古代包含層以下の遺構

面への掘り込みからすれば、溝の幅は約３ｍであり、0104調査地点より若干幅広くなっている。深さ

は約１ｍで溝の底からは、多量の古墳時代前期の土器が出土した。また、弥生時代のものと思われる

長頚壷も１点出土した。

古代の溝

４４号溝

調査区の北壁下を東西に走る。幅は最も広いところで0.7ｍ、深さは0.3ｍと細くて浅い、小さな溝

である。出土遺物が乏しいが古代と思われる。西側は調査区外に続いていくが、東側は竪穴住居趾に

切られるようである。住居趾において溝の痕跡は確認されなかった。遺物は古代の土師器の砕片が出

土した。４４号溝の確認は包含層を遺構面（地山）まで下げてからであるが、２５号竪穴住居趾よりも遅

かった。後述する古墳時代の掘立柱建物趾の柱穴確認と同様に、終了間際の最後の遺構確認時である。

このため、４４号溝も古墳時代の週構である可能性を残すと考える。

＜竪穴住居趾＞

古墳時代の竪穴住居趾

１９竪穴住居趾（図61）

調査区の南西隅で検出された。方位は北を向いている。半分が調査区外であり、撹乱により破壊さ

れており全体は不明であるが、現況で東西５ｍの幅があったことは確認できる。中央やや北寄りに硬

化した床面を確認したが、炉や柱穴は確認できなかった。

２５号竪穴住居趾

調査区北壁沿の中央、やや西よりで検出された。非常に浅く、１０ｃｍ程度で床を検出した。本住居

趾の床面が直線的に切れているのが確認されたため、１８号竪穴住居趾が本住居趾を切っている。

古代の竪穴住居趾

５号竪穴住居趾（図62）

調査区北壁した、中央やや東寄りで検出された。４号・３号竪穴住居ｈｔに挟まれた間で確認した。

３号住居趾と同じ方位で、３号住居趾南側に存在したと思われるが、４号.３４号竪穴住居吐により切

られて全容は不明である。

４号竪穴住居趾（図62）

調査区のほぼ中央で検出したが、大半がのちの遺構と撹乱により破壊されている。方位は北東を向

く。南側に４号竪穴住居11ｔの南島隅の可能性がある掘り込みがあるが、これを基に復元すると3.5×

３ｍ程度の長方形の住居趾である。

２号竪穴住居杜（図63）

1号住居趾の西側で検出した。掘削前、１号溝が２号竪穴住居iltを切っていると考え、１号溝の掘

削を先行して行った。２号竪穴住居趾を掘削し、遺物を精査したところ、古代の遺物が出土したため、

時期的には本来１号住居itの上に構築されていたことは判明した。２号竪穴住居11tは、３号竪穴住居

趾と同様に北を向く。現状はｌｘ２７ｍであるが、ｌ辺３ｍはある住居jhl二と思われる。
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4．（医病）医療用ガス供給設備室取設工事に伴う発掘調森（0119調森地点）
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Ⅲ本荘北地区の調査
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３号竪穴住居趾（図63）

調査区北壁沿い、１号溝の西側で検出した。北を向く。現状はａ２ｘ３０ｍである。本来はｌ辺が３

ｍ以上の住居祉であろう。

２６．１８号竪穴住居杜（図62）

１８号竪穴住居hhは調査区のほぼ中央で検出した。北を向くがわずかに東に振れる。東西８ｍ、南北

７ｍの長方形である。出土遺物から古代の住居趾であるが、竃は検出されなかった。２６号竪穴住居趾

は18号竪穴住居趾の中央で検出した。入れ子状になっている。18号竪穴住居趾の遺物などを取り上げ

たのち、中央部に土が異なる部分があったため掘削したところ、４．５×６ｍの長方形の遺構となった。

竃はない。周辺での既往の調査から、遺構面である褐色の地山の上には、混入物がほとんどないきれ

いな黒色の土が堆積している。この黒色の土層がいわゆる古代の遺物包含層である。この包含層に対

し同じく古代の遺構が掘り込まれるが、この時期のやや下る時期の遺構の埋土は古代の遺物包含層に

類似するが、若干耕作土のような黄色や白や赤の粒子が混入した若干色が薄い黒色土である。２６号竪

穴住居趾の埋土をみると、わずかながら底部に古代遺物包含層のきれいな黒色土が堆積し、その上に

時期が遅い古代の遺構埋土の土が堆積している。さらにこれは18号竪穴住居趾の埋土である。これら

から、２６号竪穴住居趾が先行して造られ、その後に18号竪穴住居杜が造られたと考えられる。古代の

遺物包含層土が底部にあることから、２６号住居趾はいったん使用が停止し、ある程度埋没したと思わ

れる。上部の埋土が１８住居阯号と同じであるため、埋没後に再度掘削されたか、埋没の時期差がほと

んどなかったなどが考えられる。
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４．（医病）医療用ガス供給設備室取設工事に伴う発掘調査（0119調査地点）
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４．（医病）医療用ガス供給設備室取設工事に伴う発掘調査（0119調査地点）

３４号竪穴住居趾（図62）

調査区北壁沿い、中央付近で３号竪穴住居趾と18号竪穴住居ｶﾋに挟まれた位置で検出した。住居hこ

の角の部分、Ｏ９ｘＬ３ｍがわずかに調査区にかかる程度で全体の様子は不明である。

く掘立柱建物趾＞

調査区の中央で検出した。現状では３間ｘ４間であり、おおよそ北を向く。柱穴の間隔は、真芯

で最長2.2ｍ、最短で1.8ｍ、平均Ｌ９７ｍである。柱穴は最小のもので直径0.8ｍあり、ほとんどが直

径１ｍである。9901調査地点で検出した掘立柱建物趾の柱穴は、直径70ｃｍ程度であり、本調査区で

検出した掘立柱建物趾の柱穴は非常に大きい。柱痕跡からみると、直径20ｃｍ程度の木材を使用して

いたと思われるｃ

（４）出土遺物

本調査地点の遺物は、1号溝出土の遺物がその大半を占める。竪穴住居ilLからの遺物は19号竪穴住

居趾を除くと砕片ばかりで、住居趾の時期を的確に示すものは少なかった。１号溝から出土した土器

については、器種をそろえることを第一とした。掲載できなかったものは、機会を改めて紹介したい。

１号溝出土遺物（図６４．６５．６６：１～４２．７０）

0104調査地点における222号溝の続きである。手提ねのミニチュア土器・小型丸底壷・鉢形土器・

甕・二重口縁壷・高坏が出土している。最も注目すべき遺物は、２９の饗75の壷である。他の遺物が古

墳時代の前期のものであるが、２９の蕊は調整にタタキを施し、古式土師器の中では最も古く、７５の壷

は弥生時代終末の所産と考えられる。0104調査地点の222号構内からは、古墳時代前期をさかのぼる

遺物の出土はない。土器のほかには、鉄器（70）が１点ある。

１９号竪穴住居趾出土遺物（図６６：４３～51）

古墳時代前期の古式土師器が出土している。手握ねのミニチュア土器・小型丸底壷・台付小型丸底

壷・高坏・整である。このほか、弥生土器が１点出土している。

その他の遺構出土遺物（図６６：５２～74）

上記の遺構のほか、各遺構や遺構外が様々な遺物が出土している。

１８号竪穴住居趾からは、土師器・須恵器が出土し２点を図示した。ほか、土師器の砕片がある。ま

た、鉄鑑と思われる鉄器が１点ある。２６号竪穴住居趾からは土師器・須恵器が出土し、土師器２点を

図示した。撹乱からは、「□弥（称？）□」文字が書かれた墨書土器が出土している。このほか、弥

生土器や縄文土器、土錐、石鑑、刀子等の鉄器が出土している。

（５）まとめ

本調査地点は、本荘北地区の北西隅に位置する。調査区の北側は白川の堤防であり、遺構の分布に

ついては不明な点も多かったが、今回の調査で、病院の敷地の北側境界まで遺構が存在していること

が判明し、その状況から堤防の下にも続くと思われる。0101調査地点の調査結果に指摘されるように、

白川の流路はもっと北側であり、現在は削平された堤防内まで遺跡が広がっていた可能`性が高い。一

帯の集落については、0104調査地点の項で述べたとおりである。古代の集落の中心は、9901.0104調

査地点付近であろうと思われ、0006調査地点はその縁辺部にあたるのではないかと考える。古墳時代

の大型柱穴を持つ掘立柱建物趾が調査区北側へ展開することから、古墳時代は堤防下や現在は失われ

た白川の堤防内に、建物群があった可能性がある。
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Ⅲ本荘北地区の調査
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４．（医病）医療N1ガス供給設備室収設工馴に伴う総jiil調査（0119鯛燕地点）
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４．（医病）医癖１１１ガス供給設備室取設工小に伴う発掘調恋（0119調査地点）

表90119調査地点出土週物一覧表

134

図 番号 、物 種類(器種） 法通（、） 硯存通 特徴 色胸 酷＋遁垣 笛考

例 １

２

４

５

３

６

『
■
■

８

９

1０

1１

1２

1３

川

｜
ひ
１

1６

1７

1８

1９

2０

2１

2２

麹

割

第

2６

手1Mね土器

手1Mね±鰐

:肘Mね土騨

自FIMね土器

乎祝ね土器

手1Kね｣二器

手111Ｉね土器

:ｉＺ師器

12師器

土師器

二LlMi器

;ILMj鯉

｣芒師器

土師器

:!:師器

土師器

土師器

MIi器

:ﾋﾄﾞIIi器

ｔｉＩｊ際

｣t師器

土Bii器

師器

土師器

｣z師器

｣ろIMi器

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

小迩ｊＬ磯iii！

小剥ﾒLIjH斑

小型ﾒL旗幾

小型丸庇斑

小型凡底蝋

小璽丸成瀬

小型ﾒL庇轍

小型九庇迩

小醗ｊＬ庇遡

小蝋

小型九曜篭

′1,型ﾒL服蝋

小劉九mE蕊

'１､型九唾MH

小型ﾒL庇逓

寵

轍

鉢

鉢

没鉢

n機５．５

撫径
器商1５

「i擁５．９

匹雛
群商３．３

ロ雛６．５

庇離
器庇４．８

富
０
２
５

離
艦
高

口
庇
器

４
７
９

ロ麓７６

嚥陛
器高３．６

２
４
８

６
３
４

径
維
商

口
臓
器

l=I麓６．７

肛雅

器府６．２

'二1征

底径
器崗

[二I朧ｌＬ６

臓径
器忘７．４

1.徒】`1.6
雄様

器淘６．５

[.雑】2.3

匹擁
器漉７A

口雛１ｑ４

庇掻
器庇８．４

口径11.0

底建
器高９．５

1ｺ径１２２
底径
器商

'二l径１２０
庇径
器凋

口径IＬＯ
庇徳
器而

口径10.2
底径
器高１０．７

ロ姪】3.．

雌機

器商１１．７

口掻

IiE径
器庇

４
４
０
■

０
１

口麓１１８

臓掻

器庇

口径１３．３

底径

総高１５８

１．膳

庇艇

器商

７
３

０
ｓ

ロ極

庇睡
器海

６
４
▲
■

２
７

口極１５．３

庇係
器崗７．４

ｕｉＨ13.8

疵径
器商６．１

ロ鮭20.15

腿機

器i商10.15

２／３

'二l苫篭形

IfIf完形

ほぼ完形

lﾕlr完形

ＩｆＩｆ完形

IfHf捷形

２／３

約１／２

iﾕ(冒完形

鞠１／２

ほぼ完形

４／５

１／２

】／・１

約１／３

約1／４

ほぼ完形

I到留完形

１／３

３／Ｉ

１／２

３／･Ｉ

２／３

約1/２

３／４

:リーデ．楯オ
ザニ

外：ナ･デ，指オ
サエ 指

搬

デ
エ
デ
エ

ナ
サ
ナ
サ

折
寸
柵
非

内
外

１９：ナデ

外l1liオサエ．
ﾂﾞ･デ

内：１１１ﾂﾞｰﾃﾞ，ｌＨ
洲・11･エ

外：ｌＨﾅｰﾃﾞ．櫃
オ･')･エ

ＩAl：ツ･デ

外：ナデ．猯オ
｡M･エ

｢Al：１．デ

外：qj･デ
･ﾘｰｴ

桁オ

IAj：ナ･デ
外：ナ･デ

IAl：．）･デ．畷喜
外：IIUり．ハケ

I]，１１iき

IJhj：ナデ,ヘラ､リ
リ」11オサエ．
r|低ﾂﾞ･子

外：ゾ･デハケ圏．
ITI舷ナデ？

I増：I;jI熊-ﾉｰﾃﾞ．
j『十デ

外：jiIliiナデ.不

地方1lb]ハケＵ

内：ナ･デ，術オ
＋l･ェ

外：刺転ナデ.へ
，IⅡIj後ﾅデ

IAl：Iii】熊ナデ，
ﾅｰﾃﾞ

外Ｉハケn.1引転
ﾘ･デ,リ･デ

｢Aルド嘘ナデ,ノ
ｌｌｌ･デ,嚇

外：閥Ｗ－デ.ノ
１１.ナデ.忠

ケ
「
ケ
「

ＩＡＩ：HDI松ナデ．

、リリ．崎き
外：ＵⅡ砿ﾅｰﾃﾞ，

j瀞き

lAl：府急，ヘラ
IIllり

外：ハケl]'十
デ．聴き

I釦EIiil賑う･デ．
桁ｿﾞ･デ

外：、]低ﾅｰ気不
鬼力ＩｉｌＩ術ﾅ･デ

1A]：Iil鯖ナデ．
lIFさ

外：111松ﾌﾞ･デ.ハ
ヶＥ,磨き

内：;pl転十子.ナデ‘
ハケmpMf邑

外Iliil松ﾂｰﾃﾞ.ハ

ケI;・聯き

IAlg[iii転ナデ．
不定方I尚】ナ
デ．折ナデ

外：ｉｉｉ】伝ナデ.不
定方iiﾘｿﾞ.デ内

外 ﾅｰﾃﾞ

ハケ[1,1iljり．
ｊＨさロゾ･デ内

外

ﾅ･ザ．ヘラ

nlIlj
ナデ．IMIり．
ヘラImj6〕

内：lril態ナデ．
１１１ﾘｰﾃﾞ，不
定方IiW･デ

外：l1i1雑ﾅｰﾃﾞ，
ハケI］

IAl：1Ｗり

外：ナ･デ，ｶﾘﾘ
ハケI］

1期：Iil鰭ナデ．

J･デ

外lliiI稔ﾅ･デ.ハ
ケト],ｌｉｌ１り．
ｉｎ才+ﾄエ

外
1.1膳ﾗ･デ

Ijjl松ナデ.ハ
ケI].iiﾘﾘ

内：ツーデ
外：ハケＭ後十

ア

内:muelOYR5/2

外：Iluc2,５Ｙ３／２

IAl：Ｉｌｕｃ７ｐ５ＹＲ７／６
外：ｌｉｌＩｃ７､５ＹＲ６／６

lLI：Ｉｌｕｕ２,5Ｙ６／ｄＩ
外：IIu'９２．５Ｙ６／iｌ

1勺：Ｉｌｕｃ7.5ＹＲ５／`Ｉ
外：ＩｌｌＩＵ７,５ＹＲ６／６

ＩＡｉ２ｌｌｗＰ２５Ｙ６／：ｉ
外5111Ⅱ巴l0YR7／４

内目ⅡKMJ

外：ⅡLIe
OVI《３／ｚ

０ＹＲ６／01

IAl：Ⅱu巴

外：ＩＩｕｅ
OVI《６／Ｉ

ＯＹＲ５／01

内：ＩｌｕｅｌＯＹＲ８／４
外：ｌｌｕｅ１ＯＹＲ７/』

;ＡｌｌＩｌｕｅ２５ＹＲ６／３
外：ＨｕｅｌＯＹＲ６／４

内：ｌｌｌｌｃ５ＹＲ５／６

外：ＨｌｌＣ５ＹＲ６／６

内：ｌｌｕｅｌＯＹＲ７／－１

外：】{u巴lOYR7／４

I剛：Iluc7､５ＹＲ６／６

外：I{llu７．５ＹＲ６／(；

内：ｌｌｕｃ５ＹＲ６／６
外：1111＄7.5ＹＲ７／６

内：lIl1巴５ＹＲ７／６

外；Ⅱu催２．５ＹＲ６／[｝

内；ｌＩｕｃｌＯＹＲ５／３

外：］[u⑥2.5V３／２

内：｝ｌｕｃｌＯＹＲ６/4
外：ＩＩｕｃ５ＹＲ６ノ６

内：Ｈｕｅ７､5ＹＲ６／６
外：Ｈｕｅ７､5ＹＲ７／６

1A】：IIuc7､５ＹＲ７／６

外：ＩＩｕｅ５ＹＲ６／６

IAl：ｌｌｕｅｌＯＹＲ７／4
外：】{ｕｃｌＯＹＲ７昨Ｉ

ＷｌＩＩ１Ⅱロ２．５ＹＲ６／６

外：１１Ⅱｐ7.5ＹＲ７／６

IAi：ｌｉｕｕ５ＹＲ６／６
外：ｌＩＬｌｅ５ＹＲ５／６

lAI：IIuc7､５Ｖl（６／６

外：Ⅱu⑭５ＹＲ５／6

内：IIuclOYR7ﾉﾛ１

外：Ilu⑥７．５ＹＲ７／６

IＡｌ：ｌｌｕｅ２､５ＹＲ６/３
外：ＩＩｕｃｌＯＹＲ７／３

IAl8I化ｅ7.5ＹＲ６／６
外：ＨｕｌＰ７,5ＹＲ５／６

内：IＩｎｃ2.5ＹＲ５／3
外：Ｈ１Ｉｅ２５Ｙ７／４

ｌザ溝薙

１．号i廊砿

1号櫛６－７踊

1号･iIlド

１号榊

１号牌

１号･溝

1号藤

1号漣

１号淑壁

1号溝

1号i朧

1号勝

1.冊碑

1号溝

l･珊沸

1号簿

ｌ塒榊

ｌ暁櫛

１W･勝５～６咽

ｌ暇溝

１騎騨

1号

lザ櫛

1号溝

1.号瀞

圧U【？

焼きムラ

外而スス付捕
焼きムラ

IＡＩ外面が荒れている

L鉦
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図 番号 週物 法固（■､） 観存且 特徴 色田 出十麺uＯ 倒考

例 訂

2８

2９

土師器

土師器

土町器

饗

兜

受

口径１７．５
底径

器商空.５

[=1幾１５．７

庇径
器高

口艦15.8

底麓

器応２０．５

Iﾕぼ完形

ｌ／２

ほI蛮完形

内
外

ﾅﾃﾞ.ﾊｹﾋﾞ1
桁オサエ

ナデ，ハケ
I]･タタキ内

外

急
ヶ

晦
ハ
さ
１

託
り
羨
川

十
別
十
Ⅱ

内：ヘラ削り.
ハケ'７

外：タタキ後ハ
ケIH

内：Ｈｕ⑫５ＹＲ７／８

外：IIuelOYR7／Iｉ

内：Ｈｕ⑥５ＹＲ５／Ｕ
外：Ｉｌｕｃ５ＹＲ２／Ｉ

内：Ｈｕｃｌ()ＹＲ【i／:ｌ
外：IIuelOYR6／３

1号簿

｝H･満

1号樽
体部1尽位'二人為的な穿孔（焼成
後．「Al側から）

缶 3０

3１

3２

3３

3４

3５

3６

3７

3８

蝿

4０

4１

4２

土師器

土師器

土師器

土師鵬

土師器

土師護

土師器

土師器

土師器

土師器

二l弓師器

土師器

土師器

二政口緑篭

徴

二IRI二I緑灘

高坏

商坏

商坏

揃坏

iniLI；

商LIB

揃坏

獅坏

轍

兜

口鶴18.0

庇藤

野海

口掻14.0
晦後
器高

５
２

３
７

１
２

経
掻
崗

口
庇
器

ロ朧８．６５
雄極

器商

口径】4.8
旺歴

器苅

４口
、

賤
篠
河

口
砿
群

1.膳１５．０

底径
瀞商

にI篠16.0

庇後12.0
器府15.0

1.膣１５．２
嘘径

器商

1.艦１９.`1

底径
器高

口径
底径12.6
器凋

口掻18.0

庇掻
器砺40.JＩ

０
８

⑬
釧

鶴
掻
満

口
臓
器

ロ繊郁片

ｌ／３

約１／２

坏部Iﾕぼ完形

約1／２

ｌ／２

朝;部ほぼ定形

３／４

約】／２

坏部】／`Ｉ

約１／２

ほぼ完形

完形

内
外 I画拡ﾅｰﾃﾞ

I､低ﾅ･デ

内
外

回転ﾅｰﾃﾞ．

iiljI）
回転ナデ．
ハケ圏

IAl：【、極ﾂﾞｰﾃﾞ，
１１１ナデ

外：liil催ﾅ･デ.回転
ヨコハケ,不定

力lblハケⅡ内
外

Iii]鯨ナデリハ
ケ！’ず.デ

､l鞭ﾅｰﾃﾞ，
ナーデ内

外 IHI権ﾘ･デ

阿極ナデ．
ﾅ･デ内

外 回転ﾂ･デ

圃催ナデ.ハ
ケ１３.瞬き内

外

、極ナデ.ハ
ケl]・ナ･デ
回転ナデ内

外

側栃ﾌﾞ･デ．
鵬き
ﾁﾞ･デロドillI〕

内
外 畷彗

､ﾘI)．磨き

内
外

､I紙ﾗｰﾃﾞ.ハ
ケロ,ナデ

l凱転ﾅｰﾃﾞ．
ハケロ

ＩAI：IiI鮭ﾅ･デ．
１１Vき、回転
ヘラリillり

外：側転ﾅ･デ.ハ
ケビi･MV急

IAj：リ･デ
外：Ｊ･デ

内：Ｍ積り･子Ⅱハケ
ＭハラＮＩＩ)．
術オサエ.ナデ

外：ナデ．ダダ
キ．ハケI］

FAI：ＨｕｅｌＯＹＲ７／`Ｉ

外：ＨｕｅｌＯＹＲ６／`Ｉ

内：ＩＩｕｅ２５Ｙ５／３
外：Ｈｕ⑭2.5ＹＲ５／８

内：Ｈｕ⑧２．５ＹＲ６／３
外ＩＩｌｕｅｌＯＹＲ７／･１

内ＫＩｌｕｅｌＯＹＲ８／３

外：IILIelOYR8／２

内』Ｈｕｅ届５ＹＲ７／６

外ｚＨｕｅ７５ＹＲ７／６

内
外 Ｈｕｅ５ＹＲ５／６

ＩｌＬＵｅｌＯＹＲ７／６

内
外 Hue７．５ＹＲ６／４

IIuE10YR7／４

内
外 I{ｌＵＵ７､５ＹｌＲ７／６

HuclOYI（Ｉｉ／４

内ＸＨｕＢ２５ＹＲ６／(ｉ
外：ｌｌｕｕ２､5ＹＲ５／`1

ＩＲＩ：ＨｕｅｌＯＹｌＲ６／４

外Z1IuelOYR7ハＩ

内：Ｈｕｅ７､5ＹＲ５／６
外：Ｈｕｅ７､5ＹＲ５/lｉ

｢Al：HuelOYRdI／８
外：ＩＩｕｅ２､5ＹＲ５／８

IAl：ＨｕｅｌＯＹＲ７／,Ｉ
外：ＨｕｅｌＯＹＲ２／Ｉ

１号簿

1号識

ＩＨＩ獺

lliP櫛

１尉塚

１号溝

1号櫛

ｌ￥術

阯瞬Nｉ

1号溝

ルサ櫛

1号蝉

１冊溝

口緑外面俳陞

煩きムラ

突帯文
焼きムラ

“ 4３

4４

015

1６

4７

4８

４１９

5０

ｌｌ
Ｄ

Ｄ
』

■
⑨

5３

土師牒

土師器

ﾆﾋ師器

土師器

土師器

土師善

土Imj器

土師器

土師器

緬恕器

帆皿器

鉢

'1､醜鉢

'１，卿ﾒL庇迩

'1,1111九雄蝋

小迩

小醗ｿL曝鐡

両刈；

1M坏

兜

坪

皿

口徒９．８

底掻５．４
器崗5-0

口径6.0

底膣3.0

器商５．７

口径１０．４

庇径
器商７`５

口極9.8

旗径
器高７と１

口琵8.0
漉径
器崗

口径１６．０

底睡
器崗７．３

口礁17.6

旺凝
器刊

ロ陛

底麓１２．１

群岡

口逢１４６

底煙

器商野.５

口艦１１．３

鵬艦４．１
器商’1.0

ロ艦13.4

底径10.0
器蔚Ｌ７

｡ｌ／５

'二ぽ兜形

ほぼ霜形

完形

Iﾕ:ま完形

約１／２

１／２

睡部・脚部
１／２

Iﾕ:五完形

１／２

ｌ／２

内
外 ナデ

ナデ，指オ
リ･エ

IAl：呵催ナデ.十
デ.ハケロ

外：価l牡ナデ．
折オサエ

１１１１ゾーデ.ハケロ

外：ナデ.ハケロ

I剤：I薊]雑ﾂﾞｰ裳
へラヅ･デ

外；IijI態ﾂｰ天

術ナデ．不
定方向ナデ内

外

Ｍ蛭ナデ.11ｵ
ｿﾞ･デ,HPき
何瞳ナデ.タ

テハケ.磨き内
外

河転ﾅｰﾃﾞ．

患き、ナ･デ
同権ﾂﾞｰﾃﾞ.ハ

ケ11.11Vき内
外

[UI転ﾅｰﾃﾞ．
ハケロ

ハケDihナデ内
外

Itj1態ｿﾞ･デ．
ｿ･デ

lnI転ずデ.ハ

ケロ,う･デ内
外

ヘラmll．
ナデ

ハケI]･回

松ナデ内
外

側転ナデ．
ﾅ･デ

[iI転ナデ

内
外 回転ﾅｰﾃﾞ

鱈ﾅｰﾃﾞ

内：ＨｕｅｌＯＹＲ６／,Ｉ

外ｇＨｕｅｌＯＹＲ６／･Ｉ

内ＦＩｌｕｅ７５ＹＲ７／６
外ｚＨｕｅ７､5ＹＲ７／４

内：I{''四７．５ＹＲ７／６

外：IIu巴７．５YlI7／６

内:Ｈｕ⑭１０YIR7／６
外：ＨｕＥ７,5YRli／６

ｉＪＬｌ：１１uｅ７．５ＹＲ７／６

外：11ｍｅ7.5ＹＲ８／８

内：｝ｌｕｅｌＯＹＲ７／･Ｉ
外：ＨｕｅｌＯＹＩＲ７／dＩ
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４．（医病）医療用ガス供給設備室取設工Z1Wに伴う発掘調森（0119調査地点）
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